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　　　十一話　防衛クエストとコスプレ装備







　夏休みが終わり、学校中心の日常生活に戻もどる中でも時間を見つけてはＯＳＯオンリーセンス・オンラインにログインして、ルカちゃんたちとパーティーを組んでいる。

　そんな中、ある時運営からプチイベントの告知がされた。






──第一から第三の町で拠きよ点てん防衛クエストを同時に発生させます。参加は自由です。








「拠点防衛のクエストだって、私は行きたいけど、みんなどうする？」

　不定期に運営が開かい催さいするプチイベントがあり、今回は防衛クエストらしい。

　私がルカちゃんたちに尋たずねれば、全員が参加の意思を示すが、次に問題になるのは参加する町だ。

「参加するのは、良いとしましても、第一から第三の町のどこに参加します？」

　ルカちゃんがみんなに尋ねる中で、私は、メニューの告知を見て気が付く。

「大体、難易度とか方針が決まっているみたい」

　第一の町は、城じよう壁へきに囲まれ出現するＭＯＢが弱めに設定されている防衛クエスト。

　第三の町は、鉱山から湧わき出すＭＯＢに対処し、鉱山内部のボスＭＯＢを討とう伐ばつする逆侵しん攻こう型の防衛クエスト。

　そして、運営としては、難易度やや高めに設定しているのが、第二の町だ。

　牧歌的な農村の町では、第一の町のような防壁もなく、また敵の侵入経路が鉱山に限定されている第三の町とは異なり、スタンダードな防衛クエストらしい。

「やるなら少し難しいところに行きたいなぁ。私は、第二の町かなぁ」

　私がそう呟つぶやくとみんなも同じ説明に目を通してから頷うなずく。

「せやな。初心者の多い第一の町で活かつ躍やくしても白けるやろうな」

　コハクの言葉に苦笑いを浮うかべ、第二と第三の町の防衛クエストのどちらかになる。そして、みんなで話し合った結果、第二の町の防衛クエストに参加することで決まる。

「防衛クエストってどんなのが来るのかな？」

「そうだね。βベータ版の時は、あれはあれで面おも白しろかったけど、結果がねぇ」

「あの、β版の時も防衛クエストってあったんですか？」

　β版の頃ころを知っている私とヒノちゃんが話していると、ルカちゃんたちが興味深げに聞いてくる。

「あったよ。あの時は、第一の町だけだったけど。懐なつかしいなぁ」

「あの時は、稀まれに見る泥どろ仕じ合あいだったねぇ」

　私とヒノちゃんが懐かしみながら語るのは、β版の時にあった出来事。

　町の外周に集まるＭＯＢの集団に対してプレイヤーは、遠えん距きよ離り攻こう撃げきから徐じよ々じよに数を減らして、最終的に前衛が敵を掃そう討とうする予定だった。

　だが、ここで後衛担当の【弓】センス持ちたちの弓矢が相次いで尽つきて補ほ充じゆうできずに予定よりも敵を減らすことができないまま前衛が戦うことになった。

　そのために物量差でプレイヤーたちが押し負けて倒たおれていく中で、デスペナルティー中のプレイヤーたちが再び戦場に立つほど切せつ迫ぱくした状じよう況きようで辛からくも勝利したが、後に【弓】の不ふ遇ぐうセンスという禍か根こんを残した。

「あの時は、ミュウちゃんとセイさんが活躍して二つ名が付けられて羨うらやましかった。ボクも欲ほしかった」

　そう言って、思い出して残念そうに口を尖とがらせるヒノちゃんに対して、私は──

「それじゃあ、私がヒノちゃんの二つ名を付けてあげる。そうだなぁ──【爆ばく砕さいロリ】でどう？」

「ロリじゃないよぉ！」

　私の付けた二つ名を全力で否定するヒノちゃんにルカちゃんたちは苦笑いを浮かべる。

　そして、リレイは──

「【爆砕ロリ】……アリですね」

「アリじゃないからね！　ボク怒おこったからね！」

　ヒノちゃんの機き嫌げんを直してもらうためにみんなでパンケーキを奢おごった後、防衛クエストまでの数日間は、パーティーを組んでの冒ぼう険けんやそれぞれソロでのレベル上げやアイテム集めなどの日々のプレイを行いながら、防衛クエスト当日まで過ごす。

　そして、防衛クエスト当日のＯＳＯでは、多くのプレイヤーたちがそれぞれの町に留とどまり、クエスト開始を待っている。

　町の全体を把は握あくするプレイヤー、市街地での戦せん闘とうになった時の動き、敵の侵攻ルートのシミュレーションなど様々な準備をしつつ、開始を待つ。

「よーし、やるぞ！」

「ミュウさん、やる気になる前にポジションを相談しましょう」

　私が両手を突つき上げて、森の方向を向いて声を上げているとルカちゃんに呼ばれる。

　私は、上げた両手を下ろしてルカちゃんたちの元に戻り、話し合いに加わる。

　防衛クエストで明確なポジションというものはないが、こういう多人数参加型のクエストではそれぞれが役割を決めて動いた方がスムーズに戦闘ができる。

　なので、自分たちのパーティーの適性を考えつつ最適の場所で敵を迎げい撃げきするのだ。……とは言っても、それほど深く考える必要はない。

　ポジションを決める理由なんて、知り合いがいるからとか、人数が少ないから手伝うためとか、やりたいからって理由でいいのだ。なぜなら、ゲームは楽しまなくては。

「第二の町は、敵を迎撃するためにプレイヤーが展開できる平原がありませんね」

「そうだね。森との距離が近いから外周部分にプレイヤーが集まっても過密状態になっちゃうから市街戦中心かな」

　ルカちゃんとヒノちゃんが敵の侵攻方向の予測を立てる一方、私たちは、知り合いに話しかける。

「やっほー、ユンお姉ちゃん。それにタクさん」

　私たちと同じようにどのポジションで防衛クエストに参加するか相談していたユンお兄ちゃんとタクさんのところに突とつ撃げきする。

　二人の他ほかにもタクさんのパーティーメンバーであるガンツさんやケイさんたちも別のプレイヤーたちと相談しており、ユンお兄ちゃんも生産職仲間のマギさんたちと第二の町に来ていた。

「ああ、ミュウちゃんもこっちに来てたのか」

「うん。私は、第二の町の防衛クエストに参加するよ。ユンお姉ちゃんが防衛クエスト自体に参加するのは珍めずらしいかな」

「まぁ、参加するって言っても、積極的じゃなくて、後方とか町の主要施し設せつの周辺で他のプレイヤーの取りこぼしをチマチマ倒すのに専念するよ」

　そう言って苦笑いを浮かべるユンお兄ちゃん。

「俺たちは、ユンとは逆にガッツリ戦闘するつもりだから、町の外周部でスタートかな」

　二人のポジションを聞き、なるほどと頷く。

「それにしても、セイお姉ちゃんは、いないんだねぇ。一いつ緒しよに戦えるかと思ったんだけど……」

「セイさんは、【ヤオヨロズ】のギルドメンバーと第三の町の防衛クエストに参加するって話は聞いたな」

「そうなんだ。ちょっと残念」

　その後は、ユンお兄ちゃんとタクさんと他愛のない話に花を咲さかせてからそれぞれのパーティーの所に戻っていく。

　私もルカちゃんたちと合流して、再度ポジションについて相談する。

「町の主要施設の防衛は、どないするん？　防衛クエストの失敗条件は、敵の主要施設の占せん拠きよやろ？」

「そっちの方は大だい丈じよう夫ぶみたい。ユンお姉ちゃんたちのような戦闘向きじゃないプレイヤーや生産職たちが集まっているから取りこぼし程度は問題ないんじゃない？」

　コハクの疑問に私が先ほど聞いた話を伝えると、皆みな納なつ得とくし、パーティーとしての結論は、臨機応変に対応する遊撃ポジションというのに決めた。

　スタート位置もタクさんやユンお兄ちゃんたちのパーティーのポジションの中間で、どの方向から敵が攻せめてきても駆かけつけられるように待機する。

　みんなそれぞれのセンスや装備などを確かく認にんして何い時つでも戦闘に入れるように準備を万ばん端たんにして、防衛クエストが始まるのを待つ。




　　　　●




　メニューの時計を確認しながら、防衛クエストの開始を待ち、遂ついにその時が来る。






──これより【第二の町拠点防衛クエスト】を開始します。勝利条件は、敵ＭＯＢ【フェアリーテイル・ウィッチ】の全ぜん滅めつ。敗北条件は、町の重要拠点の喪そう失しつです。








　公式アナウンスと共に、町中にいたＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターたちの姿が次々と消え始め、プレイヤーたちが敵の侵攻してくるだろう森の方をじっと見つめ、カウントダウンがゼロになると共に森の木々の上に黒い布のようなものがいくつも跳とび上がって来る。

　それは、真っ黒なローブを着て、箒ほうきに跨またがる魔ま女じよたちが空を飛び、町の方に向かってくる光景だった。

　魔女のユニークＭＯＢの数は、約50。いくら飛行しているからと言っても、何百人もいるプレイヤーに対してかなり数が少ないように見える。

　早さつ速そく、町の周りに立つプレイヤーたちが上空に向けて魔法を放つが、魔女たちはそれらの魔法を搔かい潜くぐり、最初の防衛線を易やす々やすと突破する。

「ヤバイ、ヤバいよ！　まさかの電撃作戦とか！　──《ソル・レイ》！」

　どの施設にもすぐに駆けつけられるように町の中心部付近にいた私たちも遠距離攻撃スキルで応戦するが、箒に乗る魔女たちに中々攻撃が当たらず、当たっても魔法に耐たい性せいがあるのか与あたえるダメージが少ない。

「もう！　当たれ！」

「ミュウさん、落ち着いてください！」

　私は苛いら立だちから大きな声を上げると、ルカちゃんに窘たしなめられる。

　そして、複数の魔女がヒヒヒッと癇かんに障さわる笑い声を上げ、私たちがむっとした表情で見上げる中、後方から頭上を越こえた飛来物が一体の魔女に刺ささる。

　ダメージを与えているようだが、魔女たちは、全体でＨＰを共有しているのか、一体ずつ倒すということができない。

「全く、防衛線を幾いくつも用意してあるから心配いらないって言ったのは誰だれだよ。簡単に突破されてるだろ」

「まぁまぁ、ユンくん。今回は仕方がないよ。それより、少しでも数を減らそう」

　防衛対象である主要な建物に集まっていたユンお兄ちゃんの弓による援えん護ご射撃とマギさんの投げ槍やりによる投とう擲てきが次々と上空にいる魔女たちに放たれる。

　ユンお兄ちゃんとマギさんの物理攻撃は、魔法防ぼう御ぎよの高い魔女に対して有効だが、先さき程ほどの攻撃で警けい戒かいされたのか、弓矢や投げ槍の攻撃を優先的に回かい避ひするため命中率が明らかに下がっている。

　その反面、私たちの魔法は、回避の優先度が低いため当たるようになり、少しずつダメージを蓄ちく積せきさせていく。

「よし、このままなら押し切れる！」

　そう思った矢先、魔女たちの動きが変わる。

　今まではこちらを煽あおるように箒で上空を飛ひ翔しようしていたが、突然黒いローブから一いつ斉せいに短たん杖じようを取り出し、町に向けて振ふり下ろす。

　その杖つえの先せん端たんからは、白い光が放たれ、空中で幾つにも分ぶん裂れつする。

　速度が遅おそい白い光は、町の至るところに降り注ぎ、野外に置かれたバケツや農具などのオブジェクトにぶつかり、変化が起きる。

　一いつ瞬しゆん、白い靄もやに覆おおわれたオブジェクトが何かの形を取り、動き出す。

「……トランプの兵隊？」

　人間サイズのペラペラのトランプに細い手足が生え、槍を持ったトランプの兵隊に姿を変える。

　その他にも、オブジェクトに掛かけられた魔法によって、アラビアン風の盗とう賊ぞくや二足歩行の人じん狼ろう、虎とら柄がらの腰こし巻まきの鬼おに、妖よう怪かいなどの若じやつ干かんデフォルメされたゆるそうで弱そうな外見の敵ＭＯＢたちが出現し、プレイヤーたちと交戦を始める。

「……ボスの名前の【フェアリーテイル・ウィッチ】を直訳すると童話の魔女ですね」

「そうなると、呼び出された取り巻きは、童話関係だね」

　トビちゃんが短刀で次々とトランプ兵の体を斬きり刻み、元のオブジェクトに戻もどし、町の主要施設を目指して突撃してくるカボチャが変化した暴走馬車をヒノちゃんが真正面から大おお槌つちで叩たたいて動きを止める。

　統一感のないバラバラな童話ＭＯＢたちを倒たおしながら、時折隙すきを見て、上空の魔女たちに攻こう撃げきを続ける。

「ふふふっ、このＭＯＢたちを見てるとなんだか、だんだんとやる気を削そがれてきますね」

「リレイ。しっかりせい！　確かに弱くて手て応ごたえがあらへんけど、敵ってことに変わりないんや」

　そう言いつつ、コハクが次々と魔法を放ち童話ＭＯＢを倒していくが、半ば流れ作業のようになっていく。

　町の周囲で防衛線を築いていたプレイヤーたちも第二の町に戻って来て、町の各所で市街戦になる中、上空の魔女たちが新たな攻撃を仕し掛かけてくる。

　杖を掲かかげ、上空へと放つ魔法は、赤い光のようである。

　魔女が発した魔法が白い光と同じように分裂して町に降り注ぐ。

　今度は、どのオブジェクトが変化するのかと身構えたが、その攻撃はプレイヤーたちに向かっていく。

「今度は、直接攻撃ですか！」

　白い光の時と同じ程度の速さに避よけることは可能だ。そして、若干の追つい尾び性能を持った赤い光を軽々と避ける中で、ルカちゃんは、そのバスタードソードの側面で受け止めることを選せん択たくした。

「──っ!?　何ですか!?」

「ルカちゃん!?」

　バスタードソードで防いだはずの赤い光の魔法は、ルカちゃんの剣けんに纏まとわりつくとそのまま剣を伝い、ルカちゃんの方に魔法が伸のびていく。

　バスタードソードを手て離ばなすのが遅おくれ、手首が魔法に包まれた瞬しゆん間かん、赤い光の魔法が真っ黒に変わり、黒い靄となってルカちゃんの全身を包む。

「……今、助けます──っ!?」

　ルカちゃんを助けようと黒い靄に手を伸ばすトビちゃんが、黒い靄に触ふれた瞬間、ルカちゃんと同じように黒い靄に体を包まれる。

　私は、その光景を見て下手に手を出して、魔法の二次被ひ害がいを受けるのを避さけるためルカちゃんとトビちゃんの無事を祈いのるしかできなかった。

　そして、黒い靄が晴れた中には──

「なに、が……えっ、あ、きゃぁっ!?」

「どうなったんですか。これは」

　トビちゃんは、自分の額に手を当てて、自身の変化を確かめ可愛かわいらしい悲鳴を上げ、ルカちゃんは自身の変化に戸と惑まどいを感じている。

「ルカちゃんにトビちゃん、その姿は……」

「ふふふっ、イベントは、神です！」

　啞あ然ぜんとするヒノちゃんと歓かん喜きしてやる気を出すリレイ。

　暗殺者を思わせるタイツ仕様の装備と真しん紅くのマフラーを着けたトビちゃんの姿が変化していた。

　輝かがやく宝石があしらわれたティアラを頭にのせ、背中の開いた青を基調としたドレスとガラスの靴くつを履はいた自身の姿の変化に驚おどろき、トビちゃんがしゃがみ込んでしまう。

「……こんな可愛い服、私には似合わないし、恥はずかしいです」

「童話をモチーフにした装備に強制的に変えるみたいですね。元々の装備はインベントリに格納されているみたいです」

　混乱と羞しゆう恥ちに震ふるえるトビちゃんとは対照的に、冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきするルカちゃんの姿は、神社などで見る千ち早はやに頭には太陽の輪が意い匠しようの金の髪かみ飾かざりがのせられた衣い装しようだ。
















　装備が、バスタードソードのままであるために中々に不ふ釣つり合いに見える。

「ガラスの靴ってことは、トビちゃんの姿はシンデレラかな。それに、ルカちゃんの姿はどの童話だろう？」

「神話やない？　アマテラスの姿とか」

　そう言って、魔法を放ちながら話に加わるコハク。

　トビちゃんは、ドレス姿でしゃがみ込んだままアマテラスの衣服を着たルカちゃんに守られている。

　バスタードソードを振り回してトビちゃんに近づく童話ＭＯＢを薙なぎ払はらっているルカちゃんだが、その能力に違い和わ感かんを覚える。

「はぁ！　ていやぁ！」

「ルカちゃん、まさか攻撃力下がった？」

「そうですね。少し動きづらいですし、何より、強制的に装備が変へん更こうされたために全ステータスが下がっているようなんです」

　真ま面じ目めに答えるルカちゃんの話を聞く一方で、再び上空の魔女たちの赤い光が上空を照らす。

「全員！　第二波くるよ！」

　ヒノちゃんの警告に私は、魔ま法ほうによる攻撃を止めて回避に専念する。

　降り注ぐ装備変更の魔法によって次々と童話をモチーフとした装備に変えられ弱体化させられるプレイヤーたち。

　周囲を見回せば、タクさんのパーティーも装備変更の魔法を受けて、全員が姿を変えていた。

　タクさんは、背中に白いのぼり旗を背負い、羽織のようなものを着て二本の長剣を振るっている。その周りには、格かく闘とう家かのガンツさんが猿さるの着ぐるみ、聖職者のミニッツさんが、犬っぽい被かぶり物に作り物の尻しつ尾ぽ、魔ま女じよっ娘こマミさんは、白のスクール水着風の衣装をベースにキジの羽根っぽいマントが背中と腕うでから伸びて、頭には嘴くちばしをモチーフとした帽ぼう子しを被っている。

　そして、何より目立つのは、装備強制変更の魔法により上半身は裸はだか、虎柄パンツに棘とげ付きの金かな棒ぼう、額に一本角という鬼の格好をしている鈍にび色いろの戦士であるケイさんだ。

「──はぁぁぁっ！」

「おー、凄すごい。鬼が鬼退治してる」

　多分、タクさんたちのパーティーは、桃もも太た郎ろうをモチーフとした衣装なのだろうが、間ま抜ぬけな感じの鬼の童話ＭＯＢに比べて、ケイさんはかなり迫はく力りよくがある。

「くっ、何な故ぜ、俺がこんな格好なんだ！」

「まぁ、桃太郎の配役って言ったら桃太郎と犬、猿、キジと鬼だよな」

「他ほかにもあるだろ！　お爺じいさんとか！」

　何やら鬼の格好が不服そうなケイさんは、その鬱うつ憤ぷんを晴らすように童話ＭＯＢを蹴け散ちらしている。

　その他にも色んな童話や神話みたいな装備に変えられたプレイヤーがいて、楽しそうだ。

　プレイヤーたちも負けじと魔女たちに反撃し、着実にダメージを蓄ちく積せきさせていく。

　次々と赤い光が放たれる中で、私は延々と回かい避ひしながら、襲おそってくる童話ＭＯＢをすれ違ちがい様ざまに切り裂さいていく。

　魔女から放たれる装備強制変更の赤い光を一度受ければ、黒い靄に包まれて装備が童話をモチーフとした物に変わり、二回目以降ではダメージを受けるらしい。

　そんな赤い光を回避し切れずに、ヒノちゃん、コハク、リレイも姿を変えられる。

「ふわっ!?　ボクの姿は、赤ずきんだ！」

「うちは、なんや？　十二単ひとえっちゅうことは、かぐや姫ひめか？」

「ふふふっ、私は、狼おおかみらしいですね」

　ヒノちゃんの姿は、赤い頭ず巾きんに赤いワンピース、白い前掛けの赤ずきんコスチュームだ。

　大槌を背負う反対の手には、フランスパンとワインの入ったバスケットを持っている。

　次に、コハクは、重そうな着物と月をモチーフとしたアクセサリーを身に着けた姿だ。

　動く時は、着物を引き摺ずるようにして動くが、見た目的なものだけで、その動きはステータス低下以外の制限を受けているようには見えない。

　最後に、リレイは、言わずと知れた童話の悪役・狼コスチュームだ。

　狼の毛皮で作った被り物は毛皮のマントと一体となっており、その下は、黒いビキニにミニスカート姿になっている。

　私たちのパーティーの中で一番露ろ出しゆつ度どが高い姿になっているのに、リレイは恥ずかしがるどころか楽しそうにしている。

「ふふふっ、これはつまり、狼の姿になって美少女たちを食べてしまえという運営からの啓けい示じ！」

「逆にこの人、狼やから気を付けろっちゅう周囲への警告かもしれへんで」

　集まってきた童話ＭＯＢに魔法を放つコハクは、リレイに対してジト目を向けている。

　そんな二人の会話を聞きつつ、どんどんと童話コスチュームに変えられていくプレイヤーがいる中で、私は焦あせりを覚える。

　赤い光を回避する行動は、ゲームとしては正しいのだが、一人だけそのままの姿で戦うのに疎そ外がい感を感じる。

「…………」

　私は、何かないかと周囲に目を向けると、まだシンデレラ衣装に慣れずにもじもじと恥ずかしそうにしているトビちゃんに新たな赤い光が迫せまっていた。だが、トビちゃん自身、恥ずかしさから気付いていない。

　私は、そんな赤い光の前に飛び出す。

「トビちゃん、危なーい！」

　よし、これで庇かばったようにして合法的に童話コスチュームになれる。どんなコスチュームに変わるのかな、とニヤけそうになる口元を強ごう引いんに引き締しめて赤い光の到とう達たつを待つ。

　そして──

「はぁ！」

　横から振ふるわれるヒノちゃんの大おお槌つちが赤い光を叩たたくと色が青色に変わり、その攻こう撃げきを放った魔女の方向に飛んでいき、ダメージを与あたえる。

「赤い光の攻撃って、切ったり叩いたりすれば、弾はじき返せるんだね！」

「ヒノちゃん……」
















　私は、不服そうな顔をして魔法を跳はね返したヒノちゃんを見つめる。

　そして、私の反応を見た直前、何をするのか察したヒノちゃんは、罰ばつの悪そうな顔をし、他のみんなは私とヒノちゃんの間に流れる微び妙みような空気を感じ取る。そして、次に赤い光が飛んできたところで、私は、特に避よける素そ振ぶりも見せず、ヒノちゃんも打ち返すような動きをしない。

　そして、赤い光に当たり黒い靄もやに私は包まれる。

「うわー、魔法を受けちゃった」

　正直、自分でも茶番だと思うような白々しい台詞せりふを口にしながら、自身の変化した姿を確かく認にんする。

　衣装は、ブルーのトップスに黄色のスカート、そして大きめの赤いリボン。

　私の頭に着いていた花の髪飾りは、リンゴをモチーフとした物に変わっている。

　そう、白雪姫コスチュームになっていた。

「……名前は、白だけど、白い衣装がよかったなぁ」

　思い通りにはいかないなぁ、と思いながら、軽くスカートの裾すそを摘つまむ。

　多くのプレイヤーたちが童話コスチュームの姿に変わり、ヒノちゃんが見せたような上空を飛ぶ魔女への攻撃手段が判明したことで、プレイヤーたちの反撃が始まる。




　　　　●




　魔女たちへのダメージが蓄積していくことで、オブジェクトをＭＯＢに変える白い光やプレイヤーに衣装を強制変へん更こうする赤い光が大量に降り注ぐ。

　ダメージを与えるほど魔女たちの攻撃は、苛か烈れつさを増していく。

「はぁ、──《フィフス・ブレイカー》！」

　そして、地上にいる私たちは、それを打ち返し、搔かき消す。

　白い光は、オブジェクトに到達する前に切り裂き消しよう滅めつさせて、赤い光は打ち返すことで青い光に変えて魔女に打ち返していく。

　だが、魔女たちも易やす々やすと打ち返された青い光を受けることはなく、時に回避し、時により速度を上げて赤い光に変えて打ち返していく。

　遠くから見れば、第二の町上空では、白や赤、青の光のラリーが見られただろう。

　そして、私が打ち返した青い光がまた一体の魔女に当たりダメージを与える。

『『『──ウィヒヒヒヒィ！』』』

　どこが契けい機きとなったのか分からないが、たぶん全体での一定量のダメージが蓄積したためだろう。

　魔女らしい笑い声を第二の町上空に響ひびかせた彼女たちは、自身の放った光が打ち返される中で、球体状の障しよう壁へきを展開しているのか、私たちの攻撃が到達する前に散らされる。

　そして、五つのグループに分かれるようにして第二の町の外へと逃にげ出す魔女たち。

　また、それに合わせて町中に展開されていた童話ＭＯＢたちがぴたりと止まるかと思えば、次々に元のオブジェクトに戻もどっていく。

「これで終わりなんでしょうか？」

「それはないんじゃないかなぁ。だって防衛クエストの勝利条件が【フェアリーテイル・ウィッチ】の全ぜん滅めつだから」

　きっと何かを仕し掛かけてくる、と言葉にする私たちの前で魔女の笑い声が町全体に響く。

　その声の発生源を見上げれば、町の外に逃げた魔女たちが、それぞれのグループで箒ほうきで輪を作るように回転し続け、次し第だいに速さを増して、黒い輪が上空にできる。

　その輪は、次第に大きく膨ふくれ上がり、十体の魔女を素材とした巨きよ大だいな黒い塊かたまりがモコモコと粘ねん土ど細工のように成形されて一つの形を作る。

　それは、ドラゴンだった。真っ黒な鱗うろこを持つ西洋竜りゆうタイプで、白目や黒目のない緑色の瞳ひとみに吐はき出す炎ほのおも同じく緑だ。

　首から腹の鱗の覆おおわれていない部分が紫むらさき色いろをしたドラゴンが五体、皮ひ膜まくを広げて咆ほう哮こうを上げるが、その姿や声は、どこか作り物めいている。

　そして、その敵ＭＯＢの名前は──【フェアリーテイル・ウィッチ・ドラゴン】となっていた。

「まぁ、オブジェクトを敵ＭＯＢに変え、プレイヤーの装備を変えるくらいだから自分自身が変身してもおかしくはない……かな？」

　そう言って、そのまま第二の町を囲むように出現した五体の偽にせ物もの竜へと駆かけ出すプレイヤーと同じく、私はその内の一体の偽物竜に向かう。

「それにしても、パチモンのドラゴン五体に挑いどむ物語のキャラクターっちゅうのは、なんとも不思議な感覚やなぁ」

　泉の女め神がみ様と樵きこりの衣い装しようを身に着けたプレイヤーがそれぞれ金の斧おのと銀の斧を振りかぶって偽物竜の前まえ脚あしに叩き付け、全身カエルスーツに王おう冠かんをのせた男性プレイヤーとピーターパン姿の女性プレイヤーが偽物竜の側面でレイピアの突つきを放つ。

　他にも、物語の王子や姫ひめたちが悪あしき魔ま女じよが化けたドラゴンに武器を振り上げ、物語の脇わき役やくたちが後方で魔法を放つ。

　中々にシュールな光景の中には、勿もち論ろん、私たちも含ふくまれていた。

「さぁ、行くよ！　──《ソル・レイ》！」

　私は、左手を掲かかげて収束光線の魔法を偽物竜の顔に浴びせる。それに合わせて、コハクとリレイもそれぞれ得意の魔法を使い攻撃する中──

「敵のブレスが来ます！」

　口から黒こく炎えんを零こぼし、ブレス攻撃の予備動作に入る偽物竜の前に飛び出すルカちゃん。

　私たちが、ルカちゃんの後ろに素す早ばやく移動すると同時に偽物竜のブレスが放たれる。

「はぁ──《ショック・インパクト》！」

　ルカちゃんは、振り下ろしたバスタードソードで迫る黒炎のブレスを切り裂さき、その攻撃を防ぐ。

　だが、偽物竜の攻撃はそれでは終わらない。

　黒炎のブレスによって遮さえぎられた視界を真横から殴なぐり付けるように、尻しつ尾ぽが振るわれる。

　その一撃は、突とつ然ぜん現れたような錯さつ覚かくを覚え、多くのプレイヤーが薙なぎ払はらわれる中で、赤ずきん姿のヒノちゃんが黒炎の影えい響きようが残る範はん囲いに一歩踏ふみ出し、大槌を振り被かぶる。

「──《インパクト》！」

　最速の打撃技わざで巨大な質量を持つ尻尾に抗あらがおうとするが、留とどめるのは一いつ瞬しゆんだけであり、反対に尻尾によってヒノちゃんの小さな体が薙ぎ払われてしまう。

「──《ハイ・ヒール》！　ヒノちゃん、ナイス！」

　私は、尻尾の打撃を回かい避ひしながら、空中で受け身を取るヒノちゃんに回復魔法を掛ける。

　ヒノちゃんが稼かせいだ時間でルカちゃんのアーツ発動後の僅わずかな硬こう直ちよく時間が解除され防ぼう御ぎよ姿勢を取ることができる。

　あのままだったら、攻撃直後の無防備なルカちゃんに偽物竜の尻尾が叩たたき付けられ、かなりのダメージを受けていた可能性がある。

　そして、この攻撃は、私にとってチャンスだと思っている。

「……っ!?　ミュウさんがいない！」

　いち早く気が付いたのは、トビちゃんだった。

　トビちゃんは、回復魔法を放った直後姿を消した私を探していたが、黒炎が晴れると私の姿を見つける。

「っ!?　ミュウ、何ちゅうところに居るんや」

　呆あきれたようなコハクの声が響く中、私がいる場所は、偽物竜の尻尾の上だ。

　ヒノちゃんのアーツと共に片手剣けんを突き刺さして飛び乗り、そのまま偽物竜の尻尾の上に立つ。そして、太い尻尾から剣を引き抜ぬき、一気に偽物竜の背中に向かって駆け出す。

「このまま、竜の背中で一方的に攻撃を加える！」

　狙ねらいは、偽物竜の首の付け根。そこにアーツを叩き込む。

　プレイヤーたちが放つ魔法やアーツの余波で偽物竜の巨体が揺ゆれ、それでも着実に背中を駆け上がるが──

『──ウィヒヒヒッ！』

「魔女っ!?　きゃっ！」

　私が駆ける竜の背の鱗の内部が盛り上がるようにして、黒ローブ姿の魔女の上半身に姿を変え、突き出した短たん杖じようから私に魔法を放つ。

　赤い魔法を咄とつ嗟さに片手剣の側面を盾たてにすることで衝しよう撃げきを殺したが、二度目以降の衣装変更の魔法によりダメージを受ける。

「そうだよねぇ。ドラゴンの形しているからって、本物のドラゴンじゃないもんね。魔女が変身した姿なんだからこれもアリだったか」

　私は、口許に笑えみを作りながらそう呟つぶやき、再度武器を構える。

「さてと、どうやって倒たおす──っ!?　くっ！」

　私は、不安定な偽物竜の背中で横に跳とぶようにして直前の攻撃を避けるが、その避けた先を狙われ、再び赤い光を受けてしまう。

「──《ハイ・ヒール》」

　そして、私の目の前に広がるのは、偽物竜の背から姿を現した上半身だけの十体の魔女たちだ。

　偽物竜を作り出すために変身した魔女たちがそれぞれ私に短杖の先を向けていた。

「ヤバっ、流石さすがに一人で突出し過ぎた」

　左右にジグザグに走り、赤い光を避け続けるが、少しずつ前進する偽物竜が町の主要施し設せつを目指している。ここで竜の背から飛び降りて一度仕切り直すのも考えたが、時間的ロスよりも強引な突破を選ぶ。

「まずは、一体、次に──《ソル・レイ》！」

　一番近くにいる魔女を切り裂き、打ち倒し、足を止めて二体目の魔女に収束光線の魔法を放ち、打ち倒す。

　偽物竜を生み出した魔女の上半身は、竜自体を攻こう撃げきするよりダメージが大きそうだが、倒した端はしから別の場所が盛り上がり、姿を現す。

「復活するの!?　タケノコみたいにポコポコ出ないでよ！」

　流石に無限に出現し続けるとジリ貧ひんだ。だが、他ほかのプレイヤーたちも尻尾を伝って偽物竜の背へと登って来て、背中の魔女たちを狙った魔法も飛んでくる。

「みなさん、ミュウさんの援えん護ごをしますよ！」

「もう、ミュウちゃんは無茶をする。けど、嫌きらいじゃないよ！」

　ルカちゃんとヒノちゃんが他のプレイヤーと共に偽物竜の正面に立ち、振ふるわれる前脚の爪つめに合わせて武器を振るい、逆に部位破は壊かいとしてその爪を砕くだいていく。

　またトビちゃんは、ドレス姿のまま駆け出し、偽物竜の鱗の覆われていない腹部などを短刀で切り裂いている。

　リレイとコハクも左側に回り、竜の頭部に魔法を途と切ぎれさせないように浴びせる。

　このままなら行けそうだ。そう感じた私だが、不意に体に浮ふ遊ゆう感かんを覚え、咄嗟に、尻尾の薙ぎ払いの時と同じように竜の背に深々と片手剣を突き刺す。

　すると偽物竜がいきなり翼つばさを広げ、その姿に驚きよう愕がくする。

　本物のドラゴンとは違ちがい、飛ひ翔しようできる様子はない。だが──

「まさか、ジャンプして、振り払うつもり」

　高くは飛べないが、跳ちよう躍やくの補助として翼を使い、落下の衝撃で周囲に集まっているプレイヤーたちや背に乗るプレイヤーたちを振り払うつもりなのだろうか。

　私の予想通りに翼を広げて地面を扇あおぎ、僅かに体が浮うき上がる。こんな攻撃を許してしまったら偽物竜の近くにいるルカちゃんたちが危ない。

「そんなこと、させない！　はぁぁぁっ──《フィフス・ブレイカー》！」

　私は、不安定な竜の背を駆け出し、上半身だけ姿を現す魔女たちの魔法の被ひ弾だんを無視して左側の翼に近づき、アーツを放つ。

　翼を部位破壊するために放った五連続の斬ざん撃げきアーツは、不安定な足場と動く翼の風圧で半分ほどしか当たらない。

　五回中、三回の斬撃で皮膜を傷つけ、骨格にダメージを与あたえ、翼の根元に一撃を加えたが、それでも偽物竜の動きを止められない。

　あと一押しが欲ほしい。そう思う中、遠くの町の中央付近で何かが煌きらめく。

　それは、上空へと次々と打ち上げられ、そして、落下による加速のまま偽物竜の皮膜を真上から貫つらぬき、穴を開けていく。

『──ヒッヒヒッ？』

　背中に雨のように降り注ぐ矢が偽物竜の皮膜に穴を開け、上半身を現す魔女たちの真上から正確に襲おそい掛かる。

「曲射!?　こんな、攻撃できるのって！」

　その直後、私のフレンド通信に着信が入り、慌あわてて開く。

『全く、なんでミュウは、そんなところにいるんだよ』

「ユンお姉ちゃん!?」

　私は、最初に鏃やじりの輝かがやきを見た場所に目を凝こらす。

　そこは、町の防衛拠きよ点てんである主要建物の一つの屋根の上であり、ユンお兄ちゃんが弓を斜ななめ上に掲げて、次々に矢を放つ姿が見える。

　その姿は──

「青に白っぽいドレス？」

『……何も言うな』

　不服そうな声こわ色いろのユンお兄ちゃんの声を聞いて、私は、魔ま女じよたちの赤い光を受けて装備を変えられたのか、と思い、改めて状じよう況きようを確かく認にんする。

　ユンお兄ちゃんの援護射撃で偽物竜は翼や背中に攻撃を受け、跳躍することを中断し、僅かに地じ響ひびきを起こすだけに留まる。それでも再度跳躍するための翼は健在であるため、私はそれを潰つぶしに掛かる。

「それじゃあ、改めて──《フィフス・ブレイカー》！」

　しっかりと腰こしを沈しずめて不安定な足場でも十分な攻撃ができるように体勢を整えて斬撃を放つ。

　そして、私のアーツが決め手となり、左の翼が根元から切り落とされ、光の粒りゆう子しとなって散る。

　これにより左右のバランスが崩くずれた偽にせ物もの竜りゆうが僅かに左に横倒しになり、鱗うろこのない腹部を晒さらしている。

　私は、ゆっくりと倒れていく偽物竜の背中から脇わき腹ばらに掛けて走り、晒された腹部のほぼ真上で立ち止まる。

　そして、これからやることを想像してニヤリと不敵な笑みを浮かべてしまう。

「せーの！」

　僅かに見せた腹部の端に深々と片手剣を突つき立てて、剣の柄つかを摑つかんだまま脇腹から飛び降りる。

　落下と自重によって突き刺さった片手剣が偽物竜の腹部の広い範囲を勢いよく切り裂いていく。

『ＧＹＡＡＡＡＡ──』

　偽物竜の悲鳴が響ひびく腹切りだが、その切り裂きも腹のほぼ中央付近で勢いが止まり、私はぶら下がっている状態になる。

「あれ？　これ以上斬きれない」

「ミュウちゃん！　手を離はなして！」

　私は、下を向いてヒノちゃんとトビちゃんが駆かけてきているのを見て、片手剣から手を離す。

　落下と共に、偽物竜の腹を蹴けって【行動制限解除】のセンスを使い空中で体勢を整えながら、地面に落ちていく。

　地上では、両手を組んで足場を作ったトビちゃんによるジャンプ台から高く飛び上がったヒノちゃんが、大おお槌つちを掲かかげながら私と入れ替かわるように腹部へと向かう。

「──《ブレイク・ハンマー》！」

　大槌で更さらに片手剣を深々と打ち込み、偽物竜の首が苦しみから真上へと伸のびたあと、力なく地面に垂れる。

　だが、それでも偽物竜のＨＰは残っており、体の各所から魔女が半身を現して周囲に攻撃してくるが、コハクやリレイたち魔法使いも魔法で対たい抗こうしながら、モグラ叩きのように消えては現れる魔女たちを攻撃し続ける。

　そして、偽物竜の正面に──

「偽物とはいえ、ドラゴン。狩からせて貰もらいます。──《グランド・スラッシュ》！」

　背負うように掲げたバスタードソードは、偽物竜の首に強力な風圧と衝撃を含ふくんだ強きよう烈れつな一撃を与え、ＨＰを大おお幅はばに削けずり取り、それが決め手となる。だが黒い煙けむりを上げながら、再び魔女たちが現れる。

　満まん身しん創そう痍いでこちらに攻撃することもなくただ箒ほうきで力なく逃にげる魔女たちが次々と討とう伐ばつされ、一体目の偽物竜が討うち取られた。

「よし！　残り四体！　早く倒そう！」

　ルカちゃんたちと合流した私たちは、そのまままだ倒されていない偽物竜討伐の増援に向かう。
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　私たちは、一体目の偽物竜【フェアリーテイル・ウィッチ・ドラゴン】を倒した後に増援に駆け付けた直後、二体目の偽物竜は倒され戦せん闘とうに参加せずに、三体目の偽物竜の増援に向かい、魔法で一撃を加えただけで次の増援に向かった。

　最後の一体に対しては、もはや蜥蜴とかげに蟻ありが群がるような状況で殆ほとんど早い物勝ちのＨＰの奪うばい合いのような状況で第二の町の防衛クエストが終しゆう了りようした。






──第二の町防衛クエスト、勝利条件【フェアリーテイル・ウィッチの全ぜん滅めつ】により、クエスト達成です。クエスト達成報ほう酬しゆうは、メニューから受け取ることができます。








　戦闘終了後のアナウンスを聞き、やっとクエストが終わって安あん堵どと共にヒノちゃんとリレイと一いつ緒しよに背中合わせに座り込む。

「つ、疲つかれたぁ。まさか、最後にあんな泥どろ仕じ合あいになるなんて……」

　そう言って、言葉を零こぼすヒノちゃん。

　残りの偽物竜を倒たおすためにダッシュで次の敵のいる場所まで走ったりするが、すぐに倒されて、再び全員でダッシュすることになった。

　それが何度も続き、最後の偽物竜を倒したところでプレイヤーたちが安心したのか攻撃の手を緩ゆるめた結果、偽物竜に化けていた魔女たちに逃げる隙すきを与えて、延々追い回す羽目になった。

　途と中ちゆう、町の中央付近から弓矢によって援護を受けたが、それを避よけるようにプレイヤーたちが残りの数少ない魔女たちに殺さつ到とうしたため互たがいが互いに邪じや魔まし合って、無む駄だに時間を掛かけてしまった。

「さーて、お楽しみのクエストの報酬の確認だよ！」

　私は、メニューを開き、クエストの達成報酬を確認し、それに添てん付ぷされているメッセージを読む。

「なになに？　──『第二の町防衛クエストの達成報酬は、10万Ｇ、【防衛勲くん章しよう】、【おかしな魔女の杖つえ】』だって」

　目玉アイテムの【防衛勲章】は、バッチ型のアクセサリーで防ぼう御ぎよ力やＨＰを上じよう昇しようさせてくれる効果のある微びレアアクセサリーだが、使うことがなさそうなのでコレクターアイテムになるだろう。

　そして、もう一つの目玉アイテムである【おかしな魔女の杖】は、回数の消費と回復型のジョークアイテムらしい。

　最大30回まで使えて、一日に１回分回復する短たん杖じよう型のアイテムは、対象のアイテムに杖を押し当てることでお菓か子し系の食料アイテムに変化するというものだ。

　デフォルトで10回分がチャージされているので、私は、適当にアイテムを取り出してみる。

「さぁ、この鉄鉱石に杖を押し当てると……おおっ!?　トリュフチョコになった！」

　掌てのひらの上にのっていた大きな鉄鉱石の塊かたまりが小さなトリュフチョコに変わり、早さつ速そく口の中に放ほうり込む。

　味は普ふ通つうのトリュフチョコだが、疲れた体に甘いものを食べたため少し癒いやされた気分になる。

「また面おも白しろいアイテムが報酬になりましたね。……あれ？　まだメッセージが続いていますよ」

　ルカちゃんは、私が使った【おかしな魔女の杖】の様子を覗のぞき込む一方で、メッセージの続きを読み上げる。

「えっと──『防衛クエスト中に【フェアリーテイル・ウィッチ】の魔法を受け装備が変へん更こうされたプレイヤーは、イベント終了後の30分間は装備が固定され、その後、その装備がアイテムとして再使用できるようになります』ってことは」

　私は、メニューで装備中のアイテムを確かめると【童話コスプレセット（白雪姫ひめ）】という装備が固定化されており、その横には装備解除までの時間がカウントダウンされている。

「それじゃあ、アイテムとして使えるなら後で装備を交こう換かんして楽しんだりすることができるね！」

「ふふふっ、そしてそのままその童話のキャラクターになり切って演技するのもいいですね」

「リレイ。狼おおかみって大体退治される役割やから……」

　腕うでを組んでリレイにジト目を向けるコハク。

　そんな私たちを遠くから手を振ふって呼び掛ける声にそちらを振り向くと、紫むらさき色いろとピンクの縞しま模も様ようの入った毛皮のグローブやブーツ、ネコミミを付けたマギさんが笑え顔がおで誰だれかの手を引いている。

　だが、手を引かれる人物は、建物の陰かげから出たくないのか抵てい抗こうしているようだ。他ほかにウサギの耳にチョッキを着て懐かい中ちゆう時計を片手に持ったリーリーくんや、ティーカップとソーサーを持ちながら値札の付いたお洒しや落れな緑の帽ぼう子しを被かぶったクロードさんも姿を現す。

　そして、マギさんに手を引かれて私たちの前にやって来たのは、偽物竜の背で見たドレス姿のユンお兄ちゃんだ。

「うわぁっ、ユンお姉ちゃん、アリスだ！」

　水色のワンピースに白のエプロンを付け、ボーダーのハイソックスを穿はいたユンお兄ちゃんが恥はずかしそうに俯うつむいている。

　俯いているためにユンお兄ちゃんの頭のカチューシャリボンが可愛かわいく揺ゆれている。

「何で俺がこんな姿に……」

「やっぱり、あの時の姿は、ユンお姉ちゃんなんだ。そっかぁ、アリスかぁ」

「な、なんだよ……」

　マギさんがチェシャ猫ねこ、リーリーくんが白うさぎ、クロードさんがマッドハッターの衣い装しよう、そして、ユンお兄ちゃんがアリスと「不思議の国のアリス」で統一されているのがまた楽しそうだ。

　私がマジマジと上から下まで見つめるので、ユンお兄ちゃんは、恥ずかしさからスカートの前を押さえて一歩後あと退じさる。

　それにしても水色のワンピースに白いエプロン……白……

「うん！　ユンお姉ちゃんのアリスの衣装と私の白雪姫の衣装を交換して！　白いエプロンが可愛い」

「はぁ!?　なんでだよ。ってなんで交換!?　欲ほしいなら普通にやるよ」

　俺は、要いらないからと言うが、ただ貰うんじゃつまらない。

「私はアリスの服を着てみたい！　そして、ユンお姉ちゃんの白雪姫の姿が見たい！」

「前者は、許すが、後者はやりたくない！」

　全力で拒きよ否ひ感を表すユンお兄ちゃんがジリジリと後退りをするが、私はそんなユンお兄ちゃんを追うために腰こしを落とす。

「か、勘かん弁べんしてくれぇ！」

「待てぇぇっ！　アリスの服を渡わたせぇ！　白雪姫の服を着ろぉ！」

　逃げるユンお兄ちゃんと追い掛ける私。

　そんな私たち兄きよう妹だいの様子を楽しそうに眺ながめているルカちゃんとトビちゃん、ヒノちゃんやマギさんたち。

　そして、私たちの追いかけっこに加わろうとする狼コスのリレイの襟えり首くびをコハクが摑つかんでいるのが見える。

　童話のヒロインの追いかけっこはしばらくして、ユンお兄ちゃんが力尽つき、私に腕を取られる形で大人しく戻もどる。

　その後は、クエスト終了後の二次会として知り合いのクロードさんのお店である【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】でコスプレパーティーを開いて楽しんだ。

　色んな童話の衣装が持ち寄られ、中でも、マギさんのアリババ姿やルカちゃんの王子様姿はかなり格好良かった。ユンお兄ちゃんやリーリーくんに、着せ替え人形のように色んな衣装を着せて楽しんだりした。

　その時の記念のスクリーンショットは、ＯＳＯの新しい思い出としてしっかりと保存されている。







　　　十二話　トウトビと休日







「すみません。次の休みは、用事がありましてログインできないんです」

「ごめんねー。ボクもその土日は駄だ目めなんだよねぇ」

「……私も予定」

「うちも同じや」

「ふふふっ、美少女と会えない時間は辛つらいですけど、それもまた再会のスパイス！」

　一人身み悶もだえするリレイは置いておくとして、私に申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げるルカちゃんたち。

　見事にパーティーのみんなに用事が入ってしまった。

「リアルの事情なら仕方がないねぇ。たまにはこういうこともあるよー」

　私が苦笑いを浮うかべて答えると、すぐに普ふ段だん通りの調子に戻る。

「そうですね。いつも一緒って訳にはいかないですからね」

　今までだってログインの予定が合わずに一人、二人欠けることもあるし、メンバーが不足してもそれで動けるようにセンスやプレイヤースキルを成長させてきた。

　だが、久々に纏まとまった時間でのソロに私は腕を組んで悩なやむ。

「うーん。そうなると、今度の休みは何して過ごそうかなぁ……武器や防具の素材やお金集め、ソロ向けのクエスト攻こう略りやく、センスの集中レベリングとか……」

　私は、指折り数えて次の休みにソロでできそうなことをあげていく。

　そんな私の様子に対して今度はルカちゃんたちが苦笑いを浮かべてくる。

「まぁ、今度の休みは、皆みなさん集まれないってことになりましたけど、今日のクエスト頑がん張ばりましょうか」

「うん！　そうだね。次の休みの予定より今日のクエストだ！　やるぞ！」

「おー！」

　私が拳こぶしを高く突つき上げれば、それに合わせてヒノちゃんも突き上げ、出発する。

　その日のクエストは、とあるエリアのボスＭＯＢの討とう伐ばつと通常ドロップの納品だった。

　ボス自体は、それほど苦戦することなく倒せたのだが、こういう時には物ぶつ欲よくセンサーというものが働くらしい。

　欲しい通常ドロップのアイテムではなく、強化素材として使えるレアドロップが手に入り、更さらに追加でボスとの戦せん闘とうを行い、次もまたレアドロップを手にした後、三回目でやっと通常ドロップを手に入れることができた。

「……なんだか、素す直なおに喜べない」

「せやな。普通だったら、喜ぶんやろうけど、何ちゅうかクエストの流れを断ち切られたような感じがしてちょっと微び妙みような気持ちやわ」

　そう言って、曖あい昧まいな笑みを浮かべるトビちゃんと手の中でレアドロップの強化素材を転がすコハク。

　その一方で今回のボスの弱点である火属性の魔ま法ほうを使って一番活かつ躍やくしたリレイの話をする私とルカちゃん。

「それにしてもいつ見てもリレイの魔法凄すごいよね！　ドーンとやってバーンとダメージ与あたえて」

「そうですね。有利属性なのでその分のダメージの上乗せがあったので予想よりも早くにボスを倒たおせましたし……まぁ、目当てのドロップが出ずに連戦したので予定オーバーですけど……」

　そう言って、苦笑いを浮かべつつリレイの魔法を褒ほめるルカちゃんにリレイが声を掛かける。

「ふふふっ、私が一番に活躍しました。何かご褒ほう美び下さい」

「えっ？　ご褒美ですか？」

「具体的にはなにか言いませんけど、頭を撫なでるやギュッとハグして頂いても構いませんよ」

「めっちゃ具体的やないか……」

　リレイの発言にコハクがジト目を向けてツッコミをするが、本人は無視してルカちゃんに、さぁと軽く手を広げてジリジリと迫せまっている。

　その様子にルカちゃんは、若じやつ干かん困こん惑わく気味に苦く笑しようを浮かべている。

　私は、また始まったとルカちゃんと同じように苦笑いを浮かべていると、ヒノちゃんにツンツンと肩かたを突つつかれて振り返る。

　振り向いた先でヒノちゃんが、とあるものを指差し、意図を理解する。

　私とヒノちゃんは、こっそりとパーティーの輪から抜ぬけ出しそれを手に入れて戻る。

「ふふふっ、私にご褒美を！」

「ねぇねぇ！　さっき、サクランボ見つけたからみんなで食べようよ！」

「そっちの方に沢たく山さん実っているのを見つけたよ！」

　私とヒノちゃんがリレイの言葉をぶった切るようにして、こっそりと手に入れた両手いっぱいのサクランボを見せる。

　そのタイミングでの乱入にルカちゃんは、ほっと安あん堵どしながら、色いろ鮮あざやかなサクランボに表情を柔やわらかくする。

「立派なサクランボですね」

「……おいしそう」

　ＨＰやＭＰは回復できても最近実装された満腹度の方はまだ回復できていないので、食べながら第一の町に帰れば良さそうだ。

「ふふふっ、なら、ミュウさんたちにサクランボを食べさせてもらうというのがご褒美で」

「あんた、まだ諦あきらめてなかったんか」

　そして、ご褒美を諦めていないリレイとコハクのツッコミに悪乗りで便乗するヒノちゃんがリレイにサクランボを差し出せば──

「あーん。って、うわっ!?　ボクの指まで食べようとしないでよ！」

「ふふふっ、惜おしい」

　サクランボの茎くきまで食べたリレイは、微笑ほほえみながら口の中でモゴモゴさせた後、小さく舌を出す。

　その舌の上には、結ばれたサクランボの茎がのっかっていた。

「おおっ!?　なんか凄い！　ねぇねぇルカちゃん、凄いよ！」

　私とヒノちゃんがリレイの意外な特技に目を輝かがやかせ、ルカちゃんたちとその感動を共有しようとするが、ルカちゃんとトビちゃんは、顔を若干赤くして俯うつむいており、コハクはまたリレイが下らないことを、と溜ため息いきを吐ついている。

　その後は、私とヒノちゃんが挑ちよう戦せんしようとして、ルカちゃんたちに止められ、サクランボを普通に食べながら第一の町に戻る。

　クエストＮＰＣに依い頼らい達成の報告をした私たちは、その後別れてログアウトをするのだった。
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　ルカちゃんたちがいない休日の朝、私は早さつ速そくログインしてユンお兄ちゃんのお店【アトリエール】の扉とびらを勢いよく開く。

「ユンお姉ちゃん！　一いつ緒しよに冒ぼう険けんしに行こう！」

「全く、ミュウ。勢いよく扉開けるなよ……いらっしゃい」

「ミュウちゃん、こんにちは」

　私が【アトリエール】の店てん舗ぽ部に入るとそこでは、カウンター越ごしに何かを話し合っているユンお兄ちゃんとマギさんがいた。

「ミュウ、悪いな。俺はマギさんと出かけるんだ」

「これから鉱山ダンジョンに行って【鍛か冶じ】や【細工】用の鉱石を採さい掘くつしてくる予定なの。だから、ごめんね」

　そう言って、片手を縦にして謝って来るマギさんに私は、仕方がないと苦笑いをする。

　事前に誘さそっていなかったのが悪いんだし、と諦める。

「ねぇ、ミュウちゃん。ルカちゃんたちは？」

「みんな予定があるから今日はログインできないみたいなんだよね」

　だから、俺のところに来たのか、と納なつ得とくするユンお兄ちゃん。

「セイお姉ちゃんは、ギルドメンバーとクエストだし、タクさんは知り合いのプレイヤーとの交流だって話だから駄目だったんだよねぇ」

　一応、セイお姉ちゃんとタクさんには、事前に予定を聞いて先約があることを確かく認にんしたが、ユンお兄ちゃんは同じ家に住んで何い時つでも話せると思って安心して話し忘れていた。

「それじゃあ、ミュウはどうするんだ？」

「うーん。一人でレベリングとかクエストかなぁ」

　そう呟つぶやいて、まぁ行き当たりばったりでもいいか、と踵きびすを返して【アトリエール】から出ようとした時──

「ミュウちゃん、ちょっと待って！」

　慌あわてて止めてくるマギさんに一歩踏ふみ出したところで振ふり返ると、私の側そばに近寄って頭の天辺から足の爪つま先さきまでを確認する。

「防具が結構、傷いたんでる」

「えっ？」

「ちょっと、この場で確認していいかな？　武器と防具を外してくれる？」

　真しん剣けんなマギさんの表情に私は、素直に従う。

　ユンお兄ちゃんの工こう房ぼう部で、クロードさんが作った青いリボンの付いた大きなつば広帽ぼう子しに可愛かわいさ重視のベージュのスカート、Ｖネックセーターに着き替がえて、装備一式をマギさんに渡わたす。

　マギさんは、早速カウンターで私の装備を広げて確認していく。

「やっぱり、装備の耐たい久きゆう度どがかなり減っているわ。そう言えば、最後にメンテナンスをしたのは、夏のキャンプイベント中だったかしら」

「あー、あの時は、十分な設備がなくて応急処置的なものしかしなかったですからね」

　ユンお兄ちゃんとマギさんが私の装備を見ながら話しあっている内容に、若干嫌いやな予感を覚える。

「全部、耐久度を回復させるための修理が必要ね。大だい丈じよう夫ぶ、素材さえ揃そろえば、元通りになるわ。ついでに更に強化もしようか？」

「えっと……それっていつ頃ごろできます？」

「うーん。今日、ユンくんと鉱石の採掘に行くし、修理と強化で一日、と考えると最短で二日かしら。他ほかの武器や防具作製の依頼を含ふくめると四日ね」

「えー、それじゃあその間ってお休み。そんなぁ～」

　折角、ソロでのレベリングとかしようと思ったのに、と残念がる私に対してユンお兄ちゃんがぽふっと頭に掌てのひらを乗せてくる。

「たまには、戦闘以外を楽しめよ。町中を散策すればいいんじゃないか？」

　私は渋しぶ々しぶ納得しながら頷うなずき、ユンお兄ちゃんに苦笑される。

「むぅ……気乗りしないけど、わかった。それとマギさん、代金はこれで足りる？　それと強化する時にこの素材を使ってくれる？」

　マギさんには、装備の修理と強化の代金とこの前ルカちゃんたちと倒したボスＭＯＢのレアドロップを預けて私の装備を任せる。

「分かったわ。最高の状態に仕上げてあげるからね」

「ミュウも気を付けて行ってくるんだぞ」

　私は、二人に見送られて、その足でプレイヤーが多くいる露ろ店てんの方に歩いていく。

　普ふ段だんの装備ではなく、布のワンピースに厚手の革かわベルト、そして予備のショートソードを鞘さやに差してぶら下げた格好で歩いているために、ちょっと新しん鮮せんな気分にくすりと笑い、露店巡めぐりを始める。

　食べ物屋台や自作の装備を売り出す露店、自分の倒した敵ＭＯＢや採取アイテムをそのまま並べる露店などあり、今まで露店なんて時々掘ほり出し物がある程度にしか認識していなかったが、プレイヤーごとに個性があるなぁ、と思いながら、露店を冷やかしていく。

　するとその中の一つに、【裁さい縫ほう】系のセンスで作った掌サイズの動物のヌイグルミを売る露店があった。

「あっ、可愛いかも。こういうのもあるんだぁ」

　私が、そう思って自然と手を伸のばしてヌイグルミに触ふれる直前、先に露店で商品を見ていた人の手と触れあってしまう。

「あっ、ごめんなさ……？」

「……私も、ごめんなさい？」

　手を引っ込めて、その人物と顔を見合わせた私たちは、互たがいに疑問形で謝る。

「えっと……トビちゃん？」

　そのプレイヤーの顔には、見覚えがあった。今日は、予定があって、ログインしないはずのパーティーメンバーのトビちゃんだった。

「……えっ、な、なんで、ミュウさんが!?」

　手を胸むな元もとに寄せて顔を真っ赤にして困惑しているトビちゃん。

「それは、こっちの台詞せりふだよ！　今日は、ログインできないって聞いてたからいないと思ったのに、ビックリだよ！」

　口をパクパクさせて喋しやべろうとするが、すぐに言葉が出ないトビちゃんは、何度か深呼吸を繰くり返してからゆっくりと話し始める。

「……その、予定が急にキャンセルになってログインしたんですけど、ミュウさんが予定を入れてたら迷めい惑わくになると思って黙だまってました」

「迷惑じゃないよ！」

　私の真正面からの視線を受けて、トビちゃんは嬉うれしそうに口元が緩ゆるむがすぐに恥はずかしさが上回り、マフラーで口元を隠かくすと、そのまま黙ってしまう。

「「…………」」

「……んんっ」

　私たちが、互いに気恥ずかしそうに立っているので、露店のプレイヤーが咳せき払ばらいして私たちは正気に戻もどる。

　慌てて、私とトビちゃんは、見ていた露店の小さいヌイグルミを一つずつ購こう入にゆうして、その露店から離はなれ、町中に用意された憩いこいの広場のような空間に辿たどり着いていた。

　その間、互いに無言になる。

（そう言えば、私！　トビちゃんと二人っきりで話す機会って殆ほとんど無かった気がする！）

　いつもはパーティー全員でクエスト受けたり、たまにパーティーを二つに分けて活動することはあるが、トビちゃんと一対一で話し合うことがなかったため、どんな話題を振ればいいか分からない。

　互いに無言のままの中、トビちゃんがちらちらと私の方を見てきて話しかけてくる。

「……ミュウさん、その服、可愛いですね」

「あはははっ、実は、装備の耐久度が減っていたからマギさんに修理に出したの。それで、装備が戻ってくるまでファッション用の装備を着けてるの。どうかな、変じゃない？」

　冗じよう談だんめかして小首を傾かしげると、トビちゃんが褒ほめてくれる。

「とても可愛いです」

「ありがとう。結構、気に入ってるんだよね」

　そう言って、軽くポーズを決めれば、トビちゃんが微笑んでくれる。

　なんだ、変に緊きん張ちようする必要なかったじゃん、と思いながら私は、一つの提案をする。

「どうせクエストとかレベリングできないなら、トビちゃんも思いっきり楽しまない？」

「……楽しむ？」

「オシャレだよ！　オシャレ！　キティさんの所なら色んな種類の防具もあるし、それを組み合わせたコーディネートとか選ぼうよ！」

「……えっ？　ええっ!?」

「それじゃあ、行こうか！」

　私は、混乱しているトビちゃんの手を取って、防具の代理販はん売ばいのお店に向かい、店長の長身オネエ系のプレイヤーであるキティさんと一緒にトビちゃんを可愛くみせる服を選ぶ。

「さぁ、できたわよ！　秋を先取りしたコーディネートが！」

　試着室にトビちゃんを押し込み、そのまま置き去りにして私とキティさんでああでもない、こうでもないと考えて選んだ服装を着てトビちゃんが恥ずかしそうに出てくる。

「……こ、この格好は、私には、似合わない。私、可愛くないです」

「そんなことないよ！　落ち着いた色のマキシワンピースは凄い似合ってる！　可愛いよ！」
















　トビちゃんは、おっぱいが大きいために胸を強調するデザインのマキシワンピースとよく合ってる。

　それに、マフラーで口元を隠していないので、トビちゃんの表情をちゃんと見ることができるから私は見ているだけで楽しい。

　今は、羞しゆう恥ち心しんで顔が赤くなっているけど、これから遊びに行く先でどんな表情を見れるのか楽しみ。

「やっぱり、お友達がいるといい影えい響きようがあるわね。そのお洋服は在庫処分品だから上げるわよ」

「……あの、キティさん、ありがとうございます！」

「やったぁ！　それじゃあ、早さつ速そく行こうか！」

　トビちゃんは、キティさんに軽く頭を下げてお礼を言い、私と手を繫つないで町の散策に戻る。




　　　　●




　町の散策、と言ってもそう言えば私は、トビちゃんが好みそうな場所に心当たりがない。

　βベータ版では、クエストはないか必死に町中を探し歩いたが、現在では有用なクエストＮＰＣや知り合いのお店や露店以外はあまり探たん索さくしていない。

「むむむっ、トビちゃんが楽しみそうな場所はどこだろう？」

「……あの、今も十分楽しいですよ」

　そう言って、公園のベンチに座って【料理】センス持ちのプレイヤーの屋台で買ったアイスを二人で食べている。

「でも、屋台巡りだけじゃ面おも白しろ味みがないじゃない。あっ、そのアイス一口ちょうだい」

「……はい、どうぞ。代わりに私も一口ください」

「うん、どうぞ」

　トビちゃんが微笑ほほえみながらアイスを傾かたむけてくれるので、私は小さく一口分をスプーンで掬すくい、反対に同じように自分のアイスを傾けるとトビちゃんが一口分のアイスを取り、互いのアイスを味見する。

「その味も美お味いしいね。次に買うときは、そのアイスにしよう」

　のんびりとアイスを食べ終えた私は、ベンチから立ち上がり、ぐっと腕うでを伸ばして次の行く場所をどうするか悩なやむ。

「うーん。トビちゃん、行きたい場所とかある？」

「その……あまり、分からないです。いつもは露店で小物を買ったりするくらいで」

　それもさっきやったからすぐに露店の品しな揃ぞろえが変わっている訳じゃないだろうと私が悩み、一つの考えが浮うかぶ。

「そうだ！　分からないなら分かる人に聞けばいいんだ！」

「……分かる人、ですか？」

「そう！　ユンお姉ちゃんなんかは、面白そうなスポットとか教えてくれそうだから！」

　私は、フレンド通信でユンお兄ちゃんに連れん絡らくを取れば、すぐに繫がった。

『ミュウ？　どうしたんだ？』

　何やら硬かたい物を叩たたくような音が聞こえるため既すでに鉱山ダンジョンにいるみたいだ。そして、少し前に別れたばかりなのにフレンド通信をしてきたことに不思議そうにしながらも尋たずねてくるユンお兄ちゃんに私は用件を伝える。

「ユンお姉ちゃん！　第一の町の面白そうなスポットを教えて！」

『お姉ちゃんって言うなよ、全く……』

　溜ため息いきを吐つきながら、私から詳くわしい話を聞くユンお兄ちゃんは、すぐに理解したのか、一つのクエストを私たちに教えてくれる。

『お遣つかい系クエストの【スタンプラリー】って奴やつがあるんだ。それを受ければいいんじゃないか？　ついでに、ミュウとトウトビが好みそうな俺の知ってるオススメスポットも地図に描かき起こしてメッセージに載のせるな』

　そう言って、一度フレンド通信を切るユンお兄ちゃん。

　私が連絡している様子をそわそわしながら待っていたトビちゃんに、私は、指で輪っかを作り大だい丈じよう夫ぶだと伝える。

「ユンお姉ちゃんが、いいクエストを教えてくれるって。それと良さそうな場所も」

「……そうですか。ユンさんの知ってる場所ってどんなところでしょうか？」

「どんなんだろう？」

　私たちがユンお兄ちゃんから教えてくれる場所について話し合っていると、メッセージが届き、そこにはクエストの簡単な説明と手描きの地図のスクショが載せられていた。

　メニューで開いた手描きの地図のスクショを可視化させてトビちゃんと一いつ緒しよに見る。

「これは、クエストの道順の地図だね。それとその場所の説明も」

「……それに、ユンさんのオススメのスポットも描かれています」

「早速行ってみようか！」

　ちょうど、クエストＮＰＣが居る場所は、私たちが休きゆう憩けいしている場所からそれほど遠くない。私は、トビちゃんと並んで地図を頼たよりにクエストＮＰＣを見つけると、すぐに話しかけられる。

「やぁ、第一の町の観光組合の者なんだけど、町を知ってもらうためのスタンプラリーを作ったんだ。実際に歩いてみて感想をくれないかい？」

　そのＮＰＣからクエストアイテムのカードを貰もらい、クエストが開始される。

「なんか、小さいころにこういうのやったよね」

「……やりましたねぇ。観光地とかでスタンプを集めたり」

　私たちが、地図を見ながら最初のチェックポイントを目指し、歩いていく。

　その場所は、東側の大通りから少し入ったところの小さな公園で、私たちが先さき程ほどまでアイスを食べていた場所だったので思わず苦笑いを浮かべてしまう。

　私とトビちゃんは、スタンプを貰ったら、次のチェックポイントを目指し歩き始める。

　その途と中ちゆう、目に付くものを話題にしながら、ユンお兄ちゃんの地図の順路通りに移動する。

　スタンプラリーのチェックポイントの他ほかにもユンお兄ちゃんのオススメスポットとして、裏路地の細い通路を抜ぬけた先の何もない空き地があった。

「……ここが、オススメの場所ですか？」

「そうみたいだけど、あっ、メッセージに詳しい説明が書いてある。えっと……上を見ろ？」

　その短い一言に私とトビちゃんが上を見れば、四方を建物の壁かべに囲まれた中に抜けるような青い空が見える。

「うわぁっ、なんかちょっと感動かも！」

「……普ふ段だん、何気ない空ですけど、こうして見ると綺き麗れいですね」

　私とトビちゃんは、空き地の草の上に座り込み、しばらく空を見上げる。

「お姉ちゃん、よくこんな場所見つけるよね。あっ、薬草生えてる。とっちゃお」

「……なんだかここだけ隔かく離りされたような静けさがありますね」

　一本表の方に移動すれば、表通りの雑多な音が聞こえるはずだが、ここではそうした喧けん騒そうが遠くに聞こえる。

　私とトビちゃんは、しばらくここでぼんやりしていると、空き地の草を踏ふむ音が聞こえ、首を捻ひねるようにして振ふり返る。

「……あっ、猫ねこです」

「ホントだ……って、ええっ!?　なんか集まってきたよ！」

　屋根伝いに降りて来たのか、一いつ匹ぴきの猫が空き地に降り立つと、二匹、三匹と増え、いつの間にか私たちは、野の良ら猫ねこたちに囲まれてしまった。

「えっ！　なに、こんなの聞いてない!?　あっ、お姉ちゃんのメッセージに書かれてる！」

　この空き地には、薬草や解毒草などの生産素材が生えているが、運がいいと野良猫ＭＯＢの集会に遭そう遇ぐうするらしい。

　そして、私たちを囲んでいる野良猫ＭＯＢたちは、この場にいる私たちに擦すり寄って日向ひなたぼっこを始める。

「……可愛かわいいですね。それに人ひと懐なつっこいです」

　トビちゃんの前に来た猫の顎あご下したを撫なでるとゴロゴロと喉のどを鳴らして気持ち良さそうにしている。

　私も近寄って来た野良猫の一匹を抱だいてみる。

「おおっ、ホントだ！　全然抵てい抗こうされない。ばんざーい、ばんざーい」

　私は、抱かかえた猫を私の前に座らせて、両方の前まえ脚あしを持ち上げてみる。他にも、肉球のプニプニ感などを楽しみつつ、撫でて欲しそうにする猫たちを次々と撫でまわしていく。

「はぁ、楽しいなぁ。ユンお姉ちゃんのリゥイもこれくらい人懐っこいといいんだけどなぁ」

「……ふふっ、だけど、それも個性ですよ」

　小さく笑うトビちゃんに言われて、それもそうだねー、と同意する。

　なんだか、逃にげられれば逃げられるほど、避さけられれば避けられるほど構いたくなっちゃう気持ちもあったりする。

　そして、しばらくして太陽の位置が動いたことで四方を建物の壁に囲まれた空き地に光が差し込む面積が減ったことで野良猫ＭＯＢたちも少しずつ解散していくことになり、私たちは、スタンプラリーを再開する。

　それから私たちは、次々とチェックポイントとユンお兄ちゃんのオススメスポットを巡めぐっていく。

　ギルドホームの建物が建ち並ぶ通りにある動物の石像オブジェクトを数えてクエストＮＰＣに報告してスタンプを貰ったり、北の図書館裏の憩いこいの場でのほほんと休憩してみたり、路上に立つ大道芸人のＮＰＣの芸を一緒に眺ながめたり、ユンお兄ちゃんの地図に載ってないＮＰＣのお店に立ち寄ったりして楽しんでいく。

「あとは、地図の通りだとスタンプラリーのゴールとユンお姉ちゃんオススメスポットが一つ。どっちも近くにあるね」

「……そうですね。このままこの道を進めば辿たどり着けますね」

　たまにはこんなレベリングや冒ぼう険けんのない日もいいかもと思いながら、最後の目的地へと向かっていく。

　そして、何事にもアクシデントというのは付き物だったりする。

「後発組プレイヤー向けの相談会を始めます。こちらが用意した先せん輩ぱいプレイヤーがセンス構成や装備について相談を受け付けます！　また、センス構成が決まったプレイヤーたちは、野良パーティーでのレベリングの手伝いもします！　分からないことがあれば、随ずい時じ相談を受け付けます！」

　私たちの目の前には、それほど広くない道路に数十人規模のプレイヤーたちが集まっていた。

　道を埋うめ尽つくすほどのプレイヤーたちは動く様子もなく、私たちは、その様子を観察している。

「……なんでしょうか？　これは」

　私は、集まったプレイヤーを観察して、多くのプレイヤーの装備が初期装備か店売りの鉄装備であることに気付き、一つの可能性を思い出す。

「あー、そう言えば、今日は、第二次生産のＶＲギアの先行販はん売ばい日だったっけ」

　ＯＳＯをやるためのＶＲギアは、現在品しな薄うす状態でテレビでも取り上げられる程だ。

　そして、第二次生産のＶＲギアの先行発売が行われ、再び長ちよう蛇だの列ができている、と今朝のニュースでやっていた。

　この集まりは、先行販売の後発プレイヤー向けの支し援えんの場らしい。

　大勢のプレイヤーが普段使う大通りや広場を占せん拠きよするよりも人の通行量が少ない脇わき道みちでこうした初心者支援をして周囲への配はい慮りよをしていることが分かるが、何とも間が悪い。

　ちなみに、第一次生産のＶＲギアの中でもβテスターに配布されたものを前期、ユンお兄ちゃんのような正式版から始めたプレイヤーが持つものを後期と分けられていたりもする。

「……ミュウさん、どうしましょうか？　迂う回かいしますか？」

「そうだねぇ。でも、ちょっとこの集会の様子も気になるんだよねぇ。もしかしたら、未来の凄すご腕うでプレイヤーも混じっているかもしれないし」

　私は、そう言って、集まっているプレイヤーたちの姿を見ようと背せ伸のびするが、私の背の高さでは全員を見み渡わたせない。

「うーん。何かいい方法はないかな？」

　私が辺りを見回すと、道に植えられた街路樹を見つける。それを見た瞬しゆん間かん、この場に集まったプレイヤーたちの姿を把は握あくしつつ、大きく迂回をすることもなくスタンプラリーの目的地に辿り着く方法を思いつく。

「トビちゃん、私の後について来れる？」

「……えっ？　ええっ!?」

　私は、トビちゃんから返事を聞く前に街路樹に向かって走り出す。

【行動制限解除】のセンスに導かれるまま樹の幹を蹴けり上がり、太めの枝に摑つかまって勢いよく枝の上に立ち、そのまま街路樹の枝から建物の屋根に飛び移る。

　スカートの中は、システム上見えないようになっているが、それでも裾すそを気にしながら、飛び移った建物の屋根の上からトビちゃんに呼び掛かける。

「トビちゃんもおいでよ！」

「……え、ええっ!?」

　私の突とつ拍ぴよう子しもない行動に混乱しているトビちゃん。

　この通りに集まっていたプレイヤーたちからも見える位置での行動に焦あせるトビちゃんは、意を決して私の後を追うように街路樹を登る。

　だが、私のように勢いに任せた登り方ではなく、するすると静かに登り、屋根に着地する時も膝ひざを使い殆ほとんど音を立てずに追い付いてきた。

「……ミュウさん、目立つことすると恥はずかしいです」

　私たちの行動を見られていないか気にするトビちゃんに私は、屋根に飛び移った理由を話す。

「屋根の上からならプレイヤーたちの姿を一望できるし、目的地までショートカットができるんだよ！」

「……私は、普ふ通つうで良かったのに」

　変に目立つことを嫌いやがったトビちゃんに、私は曖あい昧まいな笑えみで謝りながら答える。

「なんか、スニーキングミッションっぽくて楽しいね」

「……ミュウさん」

　ジト目で見てくるトビちゃんに私は、乾かわいた笑い声を上げて、建物ごとに途と切ぎれた屋根を静かに飛び移り、プレイヤーたちの集まる近くの屋根まで移動する。

　そして、私は、屋根の縁へりからこっそりと集まったプレイヤーたちの顔ぶれを確かめる。

　みんな第二次生産のＶＲギアを先行発売で手に入れた意識の高いプレイヤーだ。それは、裏を返せば、将来の廃はい人じん予備軍とも言える。

　未来のライバルか、それともフレンドか、共きよう闘とう相手か、分からないが真しん剣けんな表情のプレイヤーたちをこっそりと確かく認にんしつつ、先発組のプレイヤーのレクチャーを聞き流す。

「…………」

「…………」

　私とトビちゃんは互たがいに無言になって屋根の上で息を潜ひそめているが、ふとした拍子にトビちゃんが私の頭を撫でてくる。

「んー、トビちゃんどうしたの？　頭撫でて」

　私が尋たずねると、どう言おうか迷って微び妙みような間が生まれる中でトビちゃんが口を開く。

「……その、さっきの木登りや飛び移りを思い出して可愛いな、と思って」

「えへへっ、そうかなぁ」

「……うん。お猿さるさんみたいに」

「むぅ、お猿じゃないよ～」

　トビちゃんにお猿さんと言われて唇くちびるを尖とがらせて不ふ機き嫌げんさを表すが、すぐに互いにクスクスと肩かたを震ふるわせて押し殺したように笑う。

　そんな私たちは、屋根の下にプレイヤーが集まっていることを思い出し、ハッとして息を吞のむ。そして、恐おそる恐る再び屋根の縁から覗のぞき込むが、誰だれも気が付いた様子はない。

「ふぅ、それじゃあ、気付かれる前に行こうか。次の場所に」

「……はい、そうですね」

　微笑ほほえみを浮うかべて頷うなずくトビちゃんと一いつ緒しよに誰にも気付かれることなく屋根伝いに移動することができた。

　余談だが、この移動方法を、たまに使うようになるのは、もうちょっと先の話だったりする。
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　屋根伝いに移動する私たちは、時に通りを横断するためにプレイヤーたちの頭上で建物に飛び移り、時に、より高い建物に登って移動する。

　そして、目的地の近くにある小さめの教会の鐘かねつき塔とうまでトビちゃんと共に登っていた。

「第一の町って広いし、こうしてみると綺き麗れいだね」

　町を一望する教会の鐘つき塔から三百六十度の中世ヨーロッパ風のパノラマ風景を楽しむ。

「……みんなにもこの光景を見せたいですね」

「スクショでなら見せることできるよ。でも、実際に見た時の感動は違ちがうからこれはトビちゃんと私だけのものだね」

「……そうですね」

　口元に微び笑しようを浮かべて頷くトビちゃんと共にしばらく鐘つき塔の天辺からの景色を楽しみ、そのまま目的地近くの通りに降りていく。

「よーし、とうちゃーく！」

　鐘つき塔から降りてきた私たちは、街灯のポールに飛び移り、ポールに摑まったままくるくると街灯の周りを回転しながら、着地する。

　その後を、トビちゃんが静かにポールを摑んで、するりと降りてきて、自分の髪かみや服装が乱れていないかチェックしている。

「……ここがスタンプラリーのゴール近くですか？」

「ユンお姉ちゃんが教えてくれたトビちゃん好みの場所だよ！」

　その場所は、第一の町の南寄りにある溜ため池いけだ。それも農業用の溜池らしく、清流のような綺麗さはないが、石でしっかりと作られている。

　そして、そんな溜池で私より先にトビちゃんが目的のものを見つける。

「……ミュウさん、あれは？」

　トビちゃんが指差す先には、一匹のカルガモがいる。

　先が黄色い嘴くちばし、茶色の羽毛を持つカルガモは、溜池のすぐそばに枝なんかを集めて作られた巣の中でジッとしている。

　動かないカルガモは、首を羽毛に埋うずめて全体に丸っこいシルエットになっており、羽毛の艶つやとシルエットからまるでモチモチしていそうだった。
















「……可愛かわいいですね。餌えさをあげたいです」

「なるほど、確かに、トビちゃんが好きな感じだよね。ユンお姉ちゃんのメモには、近くに八百屋さんで野菜のクズを貰もらえるからそれを餌にすればいいって書いてある」

「……それならさっき、屋根の上から見ました」

　心なしか足取り軽くトビちゃんが見つけた八百屋さんに向かう。

「いらっしゃい！　第二の町から直送の朝採れたての新しん鮮せん野菜だよ！」

「すみません！　廃はい棄きする野菜の葉っぱとかください！」

　私が、元気よく日焼けした恰かつ幅ぷくのいいエプロン姿のおばちゃんＮＰＣにお願いすると、苦笑いを浮かべて、奥から小さな箱を取り出す。

「なんだい！　溜池を見に来た人かい！　カルガモに餌あげるなら、ついでに何かを買って行っておくれよ！」

「じゃあ、リンゴを二つ！」

「はいよ！」

　威い勢せいのいい声で箱の野菜の葉の切り落としを紙かみ袋ぶくろに詰つめると共に、リンゴを私とトビちゃんに一個ずつ手て渡わたしてくれる。

「……あの、カルガモの餌を、タダでくれて良いんですか？」

　トビちゃんが疑問に思ったことを八百屋さんのＮＰＣに尋ねると、日焼けした顔で笑顔を作る。

「あの溜池は、年に二度水を抜ぬくと底にカルガモの糞ふんが溜たまってるんだ。それを農家が掬すくい上げて、肥料として使ったり、第二の町に売りにいく。そして、その肥料で育った野菜が私の店に届く。だから、あのカルガモは私たちにとって有あり難がたい存在だよ」

　と言うおばさんに、リンゴとカルガモの餌を持たせてくれたお礼を言いながら、カルガモのいる溜池のところに戻もどる。

「あんな設定があるんだねぇ、カルガモ一匹とっても奥深いねぇ」

「……普段、気にも留めてませんでした」

　だから、ユンお兄ちゃんのオススメスポットなのかもしれない。誰も気にも留めないようなＮＰＣや動物ＭＯＢと関かかわりを持って、その設定や役割などをちゃんと聞いているんだと思う。

「たまには、こういうのもいいね！　今度は、ルカちゃんたちと一緒に設定巡めぐりの旅とかしてみる？」

「……面おも白しろそうですね。ＮＰＣの繫つながりを辿たどってみるのもいいかもしれませんね」

　そう言って、互いに顔を見合わせて微笑む。

　そんな私たちは、溜池に近づくほど、異様な雰ふん囲い気きを感じ取り、眉み間けんにしわを寄せ、足を速める。

　そして、溜池で見たものは、石を片手に振ふり被かぶる二人組の姿だ。

「……っ!?　なにやってるんですか！」

　普段大人しいトビちゃんの剣けん幕まくに驚おどろきつつも、私たちの声で手元がブレたのか、投げられた石は、溜池に落ちるが、彼らの狙ねらった先は、明らかに巣に座り込んでいるカルガモだった。

「へたくそだなぁ」

「チッ、声を掛かけられて手元が狂くるっただけだ」

　トビちゃんの声を無視して、地面に集められた石を拾い上げる二人組に対してトビちゃんは詰め寄る。

「……なにをやってるんですか」

　トビちゃんが静かに怒おこる姿に私は、言葉を挟はさむタイミングを失いながらも隣となりに立つ。

　相手の装備なんかは、先さき程ほど見た後発組のプレイヤーと同じ初期装備であり、何かしてきても私がすぐに対応できるように備える。

「なにってセンスのレベリングだよ。ほら、【投げ】ってセンスあるだろ？　それを鍛きたえてるの」

「とりあえず、目に付いた鳥に向かって投げてればレベルが上がるっしょ」

「……そんな理由で酷ひどいことを」

　二人組の言葉に愕がく然ぜんとするトビちゃんに代わり私が、二人を睨にらみながら口出しする。

「レベリングするならフィールドでいいし、敵でもなんでもないＭＯＢに投げても得られるものないじゃん。動物イジメてるみたいでダサいよ」

　冷ややかな視線を隠かくさずに辛しん辣らつな言葉を吐はき出すと、一人は、ゲームとはいえ、道徳的に問題があると感じて握にぎっていた石を地面に落とす。

「チッ、白けた。行くぞ」

　だけどもう一人は、私が投げかけた正論に反発心を覚えたのか、不ふ機き嫌げんそうにして──

「ああ、止やめてやるよ。──これを止めれたらな！」

　地面に置かれた石の山から石を鷲わし摑づかみにして、思いっきりカルガモの巣の方に投げる。

　狙いも何もない投とう擲てきだが鷲摑みにされた石は、散さん弾だんのように広がっていく。

「──【ソル・レイ】！」

「……ふっ！」

　私は、収束光線の光魔ま法ほうを使い、投げられた石を空中で消し飛ばし、トビちゃんが太ふと腿ももに仕込んでいた投げナイフを早はや業わざで抜き放ち、空中で石を弾はじいていく。

　いくら素人しろうとが投げた石でも私とトビちゃんの二人で撃うち落とせるのは、三つか四つが限界だった。

　そして、投げられた多くの石は、カルガモに当たらないが、そのうちの一つがたまたまカルガモの胴どう体たいに直ちよく撃げきする。

「──よしっ！　ザマァねぇな！」

　カルガモに当たってスッキリとした表情を作る男性だが、私とトビちゃんは、息を吞のみ、石を投げられたカルガモを見つめる。

　かなり不機嫌そうにしているカルガモは、スッと巣から小さい体で立ち上がり、両方の翼つばさを広げて胸を張る。

『グワァァァァァッ──！』

　長く響ひびくカルガモの鳴き声に私は、トビちゃんの手を引いてそっと溜池から距きよ離りを取る。

「やっちゃった。だから、止めようとしたのに」

「……ミュウさん？」

　私が溜息を吐つきながら、遠くまで響く声で威い嚇かくするカルガモの姿を見つめ、トビちゃんはこの状じよう況きようが理解できずに、私とカルガモを交こう互ごに見てくる。

「動物に石を投げる行こう為いは、可か哀わい想そうだから止めたんだけど、それ以外にも理由があるんだよねぇ」

　カルガモに石を投げたプレイヤーは、小さな鳥が一いつ生しよう懸けん命めい威嚇している姿をゲラゲラと笑っているが、そんな表情は次の瞬しゆん間かんには、引き攣つった笑い顔に変わってしまう。

　カルガモの鳴き声に呼応して、町中から動物たちが集まって来る。

　それは、飼い犬だったり、野の良ら猫ねこだったり、カラスだったりする。そんな町の至るところにいる動物たちがワラワラと集まり、カルガモと同じようにプレイヤーを威嚇する。

「無む抵てい抗こうな町の動物ＭＯＢを攻こう撃げきすると、他ほかの動物ＭＯＢたちが敵対行動をとるんだよねぇ。しかも、際限なく攻撃してくるし、倒たおれるまで攻撃してくる」

　βベータ版や正式版開始当初でも動物ＭＯＢに手を出すような馬ば鹿かな真ま似ねをするプレイヤーはいたが、安全な町中で死に戻りするという最大の不ふ名めい誉よを受けるために自然とそうした行動はなくなっていった。

　まぁ、元々そうした行動は性格に問題があると言っているようなものなのでプレイヤー同士の交流ができない原因にもなっている、というのもあるだろう。

　そして今目の前では、そんな事情を知らない後発組のプレイヤーが動物たちに一方的に打ちのめされている。

　初期のＨＰが低い状態では、長時間耐たえることもできず、群がられて見えなくなったプレイヤーは、その場に光の粒りゆう子しを残して消えていく。

「凄すごいよね。動物の力って、プレイヤーじゃあ絶対に勝てない存在だからね」

「……可愛くて、強いなんて素す敵てきですね」

　ＯＳＯのシステム上、ＨＰが設定されていないこうした動物ＭＯＢたちは倒せないので、一方的に攻撃を受けるだけで、『ラスボスは、町中の動物』とか『真の支配者は、動物』とか言ってネタにされていた。

　そんな動物たちは、プレイヤーを打ちのめして満足したのか、それぞれが町中に去って行き、後に残されたのは、巣を守っていたカルガモ一いつ匹ぴきだった。

「君も大変だったねぇ、一応、意味はなさそうだけど──《ヒール》」

「……大変でしたね。これ、食べてください」

　私は、石の当たったカルガモの胴体に手を翳かざし回復魔法を使い、トビちゃんは、八百屋さんから貰った野菜の葉っぱを紙袋から取り出し、カルガモの口先に差し出して餌え付づけをする。

　私たちが構い出すと、少しだけ気が立っていたカルガモの雰囲気が柔やわらかくなり、再び溜ため池いけの周囲にのんびりとした雰囲気が流れる。

　こうして本来の目的だったユンお兄ちゃんのオススメスポット巡りに戻ることができた私たちの前でカルガモがブルッと一度体を震ふるわせると、巣の上から立ち上がり、一度外に出る。

　そして、私たちが見た巣の中には、楕だ円えん形の茶色っぽい卵が幾いくつも並んでいた。

　その中の卵が内側からコツン、コツンと叩たたくような音を上げると共に罅ひび割われ始める。

「えっ!?　噓うそ、孵ふ化かしちゃうの!?」

「……頑がん張ばれ、頑張れ」

　私たちとカルガモ一匹が巣の前にしゃがみ込み、孵化する卵を見守っていると、最初の一匹が卵の殻からを割って中からカルガモの雛ひなが出てくる。

　最初の一匹の雛を皮切りに、次々と濡ぬれた姿で卵から出てくるカルガモの雛たち。

　最後の一匹が出てくる頃ころには、最初の一匹の雛の羽毛も乾かわいており、モフモフとした小さな毛玉が親カルガモを見上げていた。

「……餌、八百屋さんから貰った野菜の葉っぱ食べますかね」

　トビちゃんが再び野菜の葉っぱを差し出すと、親カルガモが食べてちょうどいいサイズにした餌を、羽毛が乾いた雛から順に集まり、一いつ斉せいに突つついて食べるのですぐになくなる。

「……ふふっ、小さいけど、カルガモなんですね。小さくて可愛かわいい」

　私は、微笑ほほえむトビちゃんを含ふくめてカルガモの雛の姿をスクリーンショットに撮とる。

「笑顔のトビちゃんだって可愛いじゃん。ほら、カルガモと一いつ緒しよ！」

　そう言って、トビちゃんは、驚きに目を見開き、すぐに顔を赤くしてカルガモの雛の方を見る。

　餌えさを食べたカルガモの雛たちは、満足そうにそのまま巣の中で互たがいに体を寄せ合って眠ねむり始めたので、その姿もスクリーンショットに撮って巣から離はなれると親カルガモが巣に戻って来る。

　何い時つまでも見ていたかったが、私とトビちゃんは、名残なごりを惜おしむようにスタンプラリーのゴールに向かう。

「なんか、今日一日で一いつ杯ぱいスクショが集まったね」

「……旅行写真みたいですね。普ふ段だん知っている場所なのに」

　私は、歩きながら今日一日で撮ったスクショをメニューに表示してトビちゃんと一緒に見ながら歩いていく。

「あとで、スクショ整理して送るね。それにルカちゃんたちに自じ慢まんできるね」

「……ありがとうございます。今度はみんなで回りますか？　今度は違ちがう場所を探しに」

「いいね！　レベリングとかはできなかったけど、たまには、こういう一日があってもいいよね！」

　私の言葉にトビちゃんが頷うなずき、スタンプラリーのゴールに辿り着き、クエストを達成する。

　後日、ルカちゃんたちにスクショを見せて、実際にカルガモの雛を見に行くことになり、再び溜池を訪おとずれた時、カルガモ親子の散歩を見ることができた。全員でほっこりすると共に、今度は良さそうな場所を全員で歩くことを約束したのだった。







　　　十三話　前線ダンジョンと弱点







　タッタッタッ、と軽快に走り私は、フィールドから町へと駆かけ込む。

「第四の町、とうちゃーく！」

「とーちゃーく！」

「もう、ミュウさんとヒノさんは、はしゃぎ過ぎですよ」

　ルカちゃんに窘たしなめられる私たちがいる場所は、第一の町の南側に位置する湿しつ地ち帯たいのフィールドを抜ぬけた新たな町だ。

　第四の町であるが、もう一つの呼び方の方が定着している。

「どうする？　早さつ速そく、町中のダンジョンに挑いどむ？　それとも町中でクエストを探す？」

「……ダンジョンの場所は、分かりやすいらしいですよ」

　ヒノちゃんとトビちゃんが言う通り、この第四の町には、複数のダンジョンの入り口があるために、通つう称しよう──【迷めい宮きゆう街がい】と呼ばれている。

「それは勿もち論ろん、ダンジョンに行こう！　クリアして見せるんだから！」

「とは言っても、ミュウ。うちらは、どのダンジョンに挑むんや？」

　湿地帯を抜けてジットリと湿しめった空気に辟へき易えきとしているコハクの問い掛かけを引き継つぐようにリレイが指折り数える。

「ふふふっ、解放されているダンジョンがノーマルダンジョン、地下洞どう窟くつダンジョン、ホラーダンジョンでしたよね」

「うーん。それが悩なやみどころなんだよねぇ」

　どのダンジョンも特とく徴ちようがあって面おも白しろそうだから挑ちよう戦せんしたい。だけど、どのダンジョンから攻せめるべきか。

「私はノーマルダンジョンから攻こう略りやくしたいけど、みんなはどのダンジョンに挑みたい？」

　私は、困ったように眉まゆ尻じりを下げつつみんなに尋たずねれば、みんなも真しん剣けんに考えてくれる。

「私は、特に希望はないですけど、私もノーマルダンジョンでしょうか」

「ボクは、水属性のＭＯＢが出現する地下洞窟かなぁ。普ふ通つうの煉れん瓦が造りのダンジョンより広いから大おお槌つちを振ふり回しやすそうだし……トビちゃんは、どうする？」

「……私は、【罠わな解除】のセンスを鍛きたえられるならどこでも。ですけど、罠が多いのはノーマルダンジョンらしいですね」

　ルカちゃんとトビちゃんがノーマルダンジョンで、ヒノちゃんが地下洞窟ダンジョンで意見が分かれる。

　そして、コハクとリレイに目を向けると、先にリレイが行き先の希望を口にする。

「ふふふっ、ホラーダンジョンでしょうかね。皆みなさんの可愛い悲鳴とか聞けそうですし」

「リレイ。そんな理由でダンジョンを選ぶんかい……とは言ってもこのメンバーで女の子らしい悲鳴上げる人おるん？」

　リレイの意見に対して、コハクがツッコミと共に私たちを見回すが、全員が苦笑いを浮うかべる。

　私やヒノちゃんは、サーチ＆デストロイで敵を打ち倒すし、ルカちゃんやトビちゃんも淡たん々たんと敵を斬きっている。

　コハクやリレイだって、そんな可愛らしい反応をするタイプではない。

「リレイが期待するようなリアクションは、ユンお姉ちゃんあたりかなぁ。ムカデ型ＭＯＢを見て悲鳴上げてたから」

「ふふふっ、いいこと聞きました。それなら楽しみは取っておくためにホラーダンジョンは諦あきらめましょう」

「うちは強化素材が欲ほしいんやけど……多数決でノーマルダンジョンって感じか？」

「そうだね。でも次は、ボクの行きたい地下洞窟ダンジョンだからね！」

「それは、もちろん！　私は、この街のダンジョン全部を楽しむつもりだよ」

　地下洞窟ダンジョンを希望したヒノちゃんとコハクは、私の言葉を聞いて多数決に納なつ得とくしてくれた。

「それじゃあ、早速ノーマルダンジョンに行こう！」

　私は、拳こぶしを振り上げて迷宮街の中心付近に密集しているノーマルダンジョンの入り口を目指す。

「ノーマルダンジョンの情報ってどれくらい知っていますか？　すみませんが、私はあまり知らなくて」

　申し訳なさそうに眉尻を下げるルカちゃんの言葉に、みんなが思い出すように視線を彷徨さまよわせる。

「そう言えば、ボクもあんまり知らないかも。というより、最前線エリアの一つでまだまだ完全に攻略されてないんじゃないかな？」

「……罠が難しいとは聞きました」

「ふふふっ、私は敵が厄やつ介かいなスキルを使ってくるとしか聞いてませんね」

「うちは、第一層に出現するＭＯＢは、物質系ＭＯＢって聞いたなぁ」

　そう言って、みんな首を捻ひねりながら、ノーマルダンジョンの情報を思い出す。

「ならさ、私たちで確かめに行こうよ！　どんなＭＯＢなのか！」

「賛成、さんせー！　ボクも行きたいかも！」

　このままダンジョンに突とつ撃げきしたい私とヒノちゃんだが、それに対して、トビちゃんが少し微び妙みような反応をする。

「……やっぱり、情報があった方がいいと思います。罠の種類も知りたいですし」

「ふふふっ、スムーズな攻略に必要ですからね」

　トビちゃんの意見に、リレイが同意する。やっぱり、情報が出で揃そろっていない状態でダンジョンに突撃するのは敬遠されるかぁ、と思っていたが、そこにルカちゃんとコハクから援えん護ごが入る。

「ですけど、アイテムの効率的な回収やボス周回が目的ではありませんから行ってもいいのではないでしょうか？」

「突発的なイベントボスは、大体情報のない戦せん闘とうやろ？　情報の不足している状態での経験は悪くないんとちゃう？」

　そう言って、このままダンジョンに挑むことを肯こう定ていしてくれる。

　そのルカちゃんとコハクの意見を受けて、トビちゃんは、目を閉じて考え、頷く。

「……そうですね。万全な状態で挑むのは、少し甘えだったかもしれません」

「ふふふっ、なら負けるの前提で行きますか？」

　冗じよう談だんめかした感じで言うリレイだが、私たちには、そんな気はない。

「負けるとは思わないけど、たまには情報なしで戦って苦戦してみるのもいいんじゃない？」

「逆境がある方が燃える。ですか、確かに、そうですね」

　私が元気よく答える一方、ルカちゃんは、顎あごに手を当てて一人何か納得している。そんな私たちを見て、ヒノちゃんとトビちゃんが苦笑いをする。

「なら、このまま行くってことでいいかな？」

　改めて私が尋ねれば、みんな納得して頷いてくれる。

　そして、私たちはそのまま迷宮街にあるポータルに登録し、ノーマルダンジョンの入り口に向かった。
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　街の中心で四方に並んで建っているのが、迷宮街のダンジョンの入り口だ。

　私たちが黒い幕のように張られている石の門を潜くぐれば、黄色い色合いの煉瓦造りの広い部屋に出た。

　煉瓦造りのダンジョンは、壁かべ全体がぼんやりと明かりを発しているために、光魔ま法ほうやランタンなどの光源や暗視などが必要のない明るさだ。

　何組ものプレイヤーたちがこの広い部屋で何やら話し合いをすると、三つ存在する通路のどれかに向かって歩いていく。

「へぇ、ダンジョンの中はこうなってるんだぁ。歩きやすそうだね」

「そうですね。これなら陣じん形けいや戦い方はいつも通りで良いと思いますよ」

　私がダンジョンの天てん井じようや壁を見回していると、隣となりにいるルカちゃんが同意してくれる。

「うーん。どっちの方向に進む？　ダンジョンの構造とか知らないからどっち進もう？」

　ヒノちゃんが首を伸のばすように右の通路を覗のぞき、トビちゃんが正面の通路、コハクとリレイが左の通路を覗いている。

　だが、この場所からでは、先行したプレイヤーの背中か、何もない通路しか見えないので判断材料がない。

　どっちの通路に進むか……

「よし、棒ぼう倒たおしで決めよう！」

「そんな方法で………」

　私は、力強く声を出し、腰こしに着けた剣けんを鞘さやごと外して地面に立てる。ヒノちゃんはこちらを振り返り、呆あきれたように見ているが、私は気にせずに剣から手を離はなす。

　そして、ゆっくりと倒れていく剣が指し示す方向は──

「ありゃ、出口の方向いちゃった。これは帰って鍛え直せってこと？」

「ミュウは、なにやっとんねん。迷宮を端はしから探せばええやろ」

　いつかの遺い跡せき型ダンジョンを探たん索さくしたみたいに左手側から進むように提案するコハクに、私たちは頷うなずき、左側の通路を進んでいく。

　遺跡型ダンジョンの時は、所々に崩くずれた壁から見える空の青さで感じなかったが、このダンジョンは、暗さはないものの隙すき間まのない煉瓦の風景に圧あつ迫ぱく感かんを感じる。

　パーティーの先頭で罠の発見に努めるトビちゃんに尋ねれば、足場を注意しながら、通路の煉瓦にチョークのような物でマークを付けている。

「トビちゃん、それは？」

「罠の解除は時間が掛かりますし、回かい避ひできる罠はマークを付けているので避さけてくださいね」

　床ゆかや壁に白いマークがあり、時折ヒノちゃんに指示して長なが槍やりで壁の煉瓦を突ついてもらうと、床や天井から槍や矢が飛び出してくる。

「うわぁ、結構、凶きよう悪あくなトラップ」

「……それだけじゃありませんよ。槍や矢には、状態異常バツドステータス薬が付ふ与よされています」

　そう言って、トビちゃんはたった今発動させた罠によって飛び出した槍の隙間を進みながら、他ほかの罠も発動させないように行動する。

　私たちもその後に付いていき、分ぶん岐きする通路を左手側に進むと、一つの突き当たりの部屋に辿たどり着く。

　そこには、部屋の中に待機するように敵ＭＯＢのグループが存在していた。

「あれがこのダンジョンの敵ＭＯＢだね」

「なんというか、楽しそうな感じのＭＯＢですね」

「いや、それはダンジョンが明るいからやろ。これが暗かったら軽くホラーや」

　そう言って、眺ながめるルカちゃんとコハクが見つめる先には、空中にふわふわと揺ゆれるように動いている道具。

　茶色いローブが空中で踊おどり、鉄の剣がブンブンと空気を斬る音を響ひびかせている。

　ローブ姿のＭＯＢは、マジカルローブ。空中に浮ふ遊ゆうする剣は、ポルターソード。

　アンデッド系なのか、本体は別にあるのか、それともこの道具自体が本体なのか……情報がないから見ただけでは判断がつき難にくい。

「マジカルローブが四体、ポルターソードが三体ですか。どうしますか？」

「うーん、狭せまい所におびき寄せて一体ずつ叩たたくって方法は……」

「ふふふっ、無理ではないですか？　その戦い方は、少数で安全に狩かる方法。私たちなら、魔法で先制してから一気に斬り掛かった方が早いのでは？」

　リレイが小首を傾かしげながら微笑ほほえみ、提案してくる。私とルカちゃんはアイコンタクトでその提案が良さそうだと頷き合い、他のみんなにも訊きく。

「リレイの案を採用したいけど、どうする？」

「ボクは、未知の敵ＭＯＢとの戦闘はもう少し慎しん重ちような方がいいなぁ」

「……でも、戦闘での主導権を得るには必要です」

「うちは、いつも通りの強きよう襲しゆうでええと思うよ。けど、ヒノからそんな慎重な意見が出るとは思わんかった」

「コハク、それってどういう意味？　まるでボクが脳筋みたいな言い方じゃないか！」

「いつも、ミュウと一いつ緒しよにはしゃいどるからそう思っただけや。堪かん忍にんしてぇや」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて腰に手を当てるヒノちゃんと両手を合わせてゴメンのポーズを取るコハクだが、互たがいに本気ではないため、数秒後には二人とも噴ふき出し、戦闘の方針が決まる。

「それじゃあ、いつも通り、コハクとリレイの二人が魔法で先制攻こう撃げきと同時に、私とミュウさん、ヒノさんが正面から攻撃、トビさんが遊撃ですね」

　全員が頷き、すぐに準備を整える。

「ふふふっ、いきますよ！　──《フレイム・サークル》！」

「──《リトル・トルネード》！」

　リレイの生み出す炎ほのおの環わが七体いる敵ＭＯＢのうち、三体を囲み収束する。

　そして、収束し爆ばく発はつした炎をコハクの小さな竜たつ巻まきが更さらに煽あおり、炎の威い力りよくを上げて周囲に吹ふき荒すさぶ。

「ちょ、最初から全力出し過ぎだよ！」

　驚おどろく私の声が風と炎の音で搔かき消されそうになる中、部屋の中に熱気が吹き荒あれ、前衛が踏ふみ出せずにいた。

　そして、炎が全すべて晴れた後には敵ＭＯＢは残っておらず、メニューには敵のドロップアイテムが並んでいた。

「むぅ、活かつ躍やくができなかった……」

「なんや、手て応ごたえがないやん」

　私は、戦闘に参加できずに唇くちびるを尖とがらせ、コハクは呆あつ気けなく倒れた敵ＭＯＢに呆れている。

「まぁまぁ、今回の敵ＭＯＢが魔法に弱かっただけかもしれませんから。それより先に進みましょう」

　ルカちゃんが私たちに指示を出しながら、ダンジョンの探索を再開する。

　何体かのＭＯＢのいる部屋での戦闘を繰くり返し、罠わなを解除や回避して奥へと進んでいくと、私たちの目の前には長い通路が延びていた。

　ダンジョンには珍めずらしい長ちよう距きよ離り直線通路で、その奥が右に折れ曲がっている。

「……止まってください。これは、ワイヤートラップですね。引っ張ると矢が飛び出します」

「前情報どおり、このダンジョン罠が多いね。解除できそう？」

　私とヒノちゃんは、罠の解除に早さつ速そく取り掛かかるトビちゃんの様子を横から眺めながら尋たずねる。

「……大だい丈じよう夫ぶです。ワイヤーを外せば、罠が直るまでは平気です」

　床ゆか面めんに敷しかれた罠付近を調べて、ワイヤートラップに【罠解除】スキルを発動させれば、カチリという音と共に罠が……作動してしまう。

「ねぇ、トビちゃん。ボク、嫌いやな音が聞こえた気がしたんだけど……」

「……すみません。これ、二重トラップです。ワイヤートラップを外そうとすると別の罠が作動するんです。正しい手順は、別の罠を解除してから、次にワイヤートラップです」

　罠解除の手順を間ま違ちがえたトビちゃんは、申し訳なさそうにしながら説明してくれる。

　その間もダンジョンの壁の裏側からカリカリカリと不安感を煽る音が聞こえ、私たちは、全員身構える。

　そして、私たちが元来た通路の壁から、バチバチッと青白い網あみ目め状の光が発生し、徐じよ々じよに迫せまってくる。

「ちょっと、何あれ!?　あれ何の罠なの!?」

　首を捻ひねり、後ろに迫りくる網目状の青白い光の正体を見ながら、私はトビちゃんに尋ねる。

「……すみません！　【電磁ネット】という罠名しか分かりませんでした！」

「じゃあ、いつ解除されるの！」

　足の速い私とヒノちゃん、トビちゃんが先行して通路を走り、魔法使いのコハクとリレイ、その二人の速度に合わせるルカちゃんの二列になって【電磁ネット】から逃にげるために奥に進む。

　とりあえず、あの奥の曲がり角までと思い、そこを目指して全力で走り込み、私とヒノちゃんが角を右に曲がったところで──ガコン、と足元で音が鳴る。

「……ミュウさん、ヒノさん。この曲がり角の先、罠だらけです」

「うわぁぁっ、トビちゃん、罠解除してぇぇ！」

「……【電磁ネット】が迫っているのにそんな暇ひまありませんよ！」

　泣き言を零こぼしながら先を走るヒノちゃんにトビちゃんも泣き言を漏もらす。

　電磁ネットから逃げるために、もう一度走り出せば、また足元のトラップを踏み込んだり、通路に張り巡めぐらされた糸を体で引き千切ったりして、どんどん罠を発動させてしまう。

　そのトラップの多くは、私たちが全力で通り抜ぬけた後で作動するので、前列にいる私とヒノちゃん、トビちゃんには、影えい響きようはないが……

　紫むらさき色いろの煙けむりがプシューと壁かべから吹き出し、それがルカちゃんの顔に掛かれば──

「あれ？　なんだか、段々眠ねむく」

「あかん、【眠り】の状態異常バツドステータスや！　ルカート、寝ねるんやない！　寝たら追い付かれるで！」

　今度は天井から黄色い粉の入った小さな袋ふくろがコハクの頭の上に落ち、粉の中身がぶちまけられれば──

「か、体が、痺しびれて、動けへん」

「ふふふっ、あなたの犠ぎ牲せいは無む駄だにはしません！」

「うちも助けんかい！」

【眠り】の状態異常バツドステータスで眠っているルカートに肩かたを貸して逃げるリレイは、【麻ま痺ひ】で痺れるコハクを置き去りにして、電磁ネットから逃げる。

　取り残されたコハクが電磁ネットに触ふれた瞬しゆん間かん──

「あたたっ！　痛いやん！　ＨＰも二割持っていかれたやん！」

　流れる電流の痛みにコハクの状態異常バツドステータスも解除され、弾はじけるように走り出す。

　その間も前を走る私たちは、様々な罠を起動させて、後ろのルカちゃんたちに罠を押し付けるような感じになってしまう。

　ルカちゃんも【眠り】の状態異常バツドステータスから目を覚まし、自力で走れるようになれば、今度は避よける間もなく複数の罠が発動して色の混ざった霧きりの中に三人が突っ込んでいくのが見えた。

「ルカちゃん！　コハク！　リレイ！」

　私たちが先行して逃げる度たびに発動する罠に巻き込まれる三人の名前を呼ぶが、状態異常バツドステータスの霧の中から抜け出した三人を見た時は、少しだけ安心した。

　だが──

「ミュウさん、そこを退どいてください！　その敵を倒たおせません！」

「ふふふっ、オッドアイボクっ娘こロリ体型のヒノさん、かわいいです、小さいです、柔やわらかそうです、食べちゃいたいくらいです！　待ってくださ～い」
















「あんたら、さっきは良くも置き去りにしおったな！　電磁ネットに引っ掛からんかい！」

　ルカちゃんは、【混乱】、リレイは【魅み了りよう】、コハクは【怒いかり】の状態異常バツドステータスを受けて私たちを追ってくる。

「もー！　いつまでこんなのが続くの！」

「ミュウちゃん、向こう部屋になってるよ！　あそこまで逃げ込もう！」

　もう、色々と混こん沌とんとしている中で通路の角を右に曲がると、その突つき当たりが部屋になっていた。

　あそこまで行けば、電磁ネットも追ってこないだろうし、ルカちゃんたちに落ち着いて回復魔ま法ほうをかけることができる。

　だけど、最後の直線にもやはり罠は仕掛けられていた。

「私たち、また罠を踏んだみたいなんだけど、今度はなに？」

　先さき程ほどの通路は、状態異常バツドステータスの霧の多い直線だったが、今度はどんな罠が発動したのだろう。

　また後続のルカちゃんたちが罠に巻き込まれなければいいがと心配すると、トビちゃんが走りながら罠について解説してくれる。

「……この罠は、起動した場所に効果が出るのではなく、その少し先に罠が現れるようですね。ちょうど目の前のように」

「追われている前提の罠配置!?」

　驚きよう愕がくするヒノちゃんは、発動させた罠によって沈しずむダンジョンの床ゆかをジャンプで飛び越こすが、着地と同時にまた新しい罠が作動する。

「ひぃ!?　今度は槍やり、それに矢が!?」

「……壁から回転ノコギリ!?」

「捕ほ縛ばく用ネットとか要いらないから！」

　ヒノちゃんは地面や天てん井じようから突き出される槍を大おお槌つちで破は壊かいし、壁の隙すき間まから射出される矢を躱かわす。トビちゃんは通路の壁から突とつ然ぜん現れた腰こしの高さ程度の回転ノコギリを前転で回避し、速度を落とさずに下を潜くぐり抜け、私は捕縛ネットを剣けんで切り捨てる。

　不幸中の幸いかこれらの攻撃性のある罠は、後ろから追い掛けてくるルカちゃんが辿たどり着く前に消えてしまい、一いつ切さい罠に掛からない点だ。

　そして、この罠の回かい廊ろうを抜けた先の部屋に飛び込み、振ふり返る。

　続くルカちゃんたちも様々な状態異常バツドステータスを受けたまま部屋に飛び込んできたので、私は、それに合わせて回復魔法を使う。

「──《ディスペル》《クールダウン》！」

　私は、【魅了】に対応した《ディスペル》、【混乱】と【怒り】に対応した《クールダウン》の回復魔法を使い、ルカちゃんたちを正気に戻もどす。

　回復直前の混乱で跳とびかかったルカちゃんは、そのままの勢いで私に攻撃を仕掛けており、私が何とか転がるように回かい避ひした場所では、ルカちゃんのバスタードソードが黄色い煉れん瓦がの壁に深々と突き刺ささって止まった。

「はっ!?　私は今なにを！」

　正気に戻ったルカちゃんは、あたふたと慌あわて出すが、私は罠の回廊を走り抜けた精神的な疲ひ労ろうでその場に座り込んでしまう。

「回復したんだから……もう、リレイは、くっ付くなぁ～」

「ふふふっ、ヒノさんのほっぺもちもちですね。もしかしたら、まだ【魅了】の状態異常バツドステータスが残っているのかもしれません。早く治していただかないと」

　同じく罠の回廊を走り抜けて疲つかれたヒノちゃんに抱だき付き、頰ほお擦ずりをするリレイ。コハクも疲れたのかリレイを止めずにその場で座り込んでしまう。

「疲れたね。もう立つ気力がないよ、ヒノちゃん」

「そうだね。クタクタだよ、ミュウちゃん」

　なんとかリレイを引き離はなしたヒノちゃんと互たがいに背中合わせで寄りかかるようにしてその場に座り込む。

　罠わなの回廊を進む原因となった電磁ネットは現在、通路の入り口手前で止まり、徐々に青白い光が細くなり、あと少しで消えるだろう。

「疲れました。追われる側になることと状態異常バツドステータスで思い通りに体が動かないことってこんなに大変だって初めて知りました」

「もっとええ方法とかあったんやろうけど、流石さすがに初見じゃ対策のしようがないなぁ」

　状態異常バツドステータスに振り回されたルカちゃんとコハクは、疲労からか少し元気がない。

「またあの罠の通路を進むのかな？　私、もう一度歩きたくないよ！」

「帰る時どうする？　この場所でログアウトして、町中に再ログインする？」

　そう言って、非常に消極的な方法を考える私たちだが、一人黙もく々もくと部屋の中を調べていたトビちゃんが声を掛かけてくる。

「……大だい丈じよう夫ぶだと思います。部屋の中に帰き還かん用のギミックがありましたから」

　この罠の回廊は渦うず巻まき状になっており、部屋の中に、罠の回廊の手前に通じる一方通行の通路ギミックを見つけたとのことだ。

「流石トビちゃん！　愛してる！」

「ボクも愛してる！」

「……ふぇっ!?」

　私とヒノちゃんが同時に駆かけ出し、トビちゃんを両方から挟はさむように抱き付く。

　それに驚おどろくトビちゃんは、緊きん張ちようから体を硬かたくし、それを見るリレイは、羨うらやましそうな目をトビちゃんに向けている。

「……そ、それともう一つ、部屋の奥の方で宝箱を見つけたんです」

「宝箱！　これだけ大変な通路を走らせたんだから、きっとレアアイテムだよ！」

「そうに違ちがいないよ。トビちゃん、すぐにボクたちを案内して！」

　途と中ちゆう、萎なえそうになった精神が宝箱と聞いた瞬間に復活した。

　そして、トビちゃんが大きな豪ごう華かな宝箱の前に私たちを案内するが、その表情は少し難しそうだ。

「……変な宝箱なんです。【看破】のセンスは微び弱じやくに反応するのに、【罠解除】の対象が見当たらないんです」

「なら罠がないんじゃない？　ここまで苦労したんだからレアアイテムのある宝箱に罠は仕掛けないでしょ」

「早さつ速そく開けない？　ボク早く中のアイテムを見たいよ！」

　すぐに開けようとする私やヒノちゃんだが、トビちゃんはそのセンスの反応が何か分からないため開けるのを渋しぶっている。

「分からないなら、宝箱を開ければ分かるよ！」

「それにボクたちなら多少の困難返り討うちにしてみせるよ！」

「……わかりました」

　私とヒノちゃんは、みんなの前で大見得を切り、宝箱の前に立つ。

「それじゃあ、開けるね」

「せーの！」

　私とヒノちゃんが重そうな大きな宝箱の蓋ふたに手を掛けて押し上げれば、中には──

「へっ？」

「えっ？」

　宝箱の内側には、びっしりと返しのように生える内向きの棘とげのような歯。その中から長い舌が伸のび、私とヒノちゃんを捕つかまえて、宝箱の中に引きずり込んでしまう。

「ミュウさん、ヒノさん！」

　ルカちゃんの声を聞きながら、ずるずると頭から宝箱に丸まる吞のみされる私とヒノちゃん。びっしりと内側に向かって生えた歯は、意外と柔やわらかい、と思いながら、その奥の虚こ空くうに落とされ、そして世界が暗転する。






──敵の特とく殊しゆ攻こう撃げきの成功により行動不能になりました。これには、蘇そ生せい系アイテム・スキルの使用はできません。








　暗転した世界の中でその文字だけが私とヒノちゃんの前に現れる。

　私とヒノちゃん以外に誰だれもいない真っ暗な空間で何もできずにただ茫ぼう然ぜんとして、しばらくしてから私たちは、迷めい宮きゆう街がいのポータルの前で復活した。

「負けちゃったね。ヒノちゃん」

「負けちゃったね、ミュウちゃん」

「それも丸吞みとか」

「そうだね。って言うか、恥はずかしい！　あんなに自信満々に宝箱を開けたのにボクたち丸吞みとか！」

　大声を上げて、頭を抱かかえてしゃがみ込むヒノちゃんに私も同じ気分だ。

　私も罠の回廊を抜ぬけた先で、敵の即そく死し技わざを受けて、死に戻りするとは思わなかった。

　宝箱を不ふ審しんに思っていたトビちゃんの考えを無視した私たちが間ま違ちがっていた。

　その後、ルカちゃんたちとフレンド通信で連れん絡らくを取れば、人食いミミックを倒たおしてもうじき戻ってくるということだ。
















　私たちは、ダンジョンの前でルカちゃんたちが戻ってくるのを待ちながら、互いに、先さき程ほどの短い時間で得た情報を整理する。

「罠や擬ぎ態たいしたミミックの判別は、トビちゃんのセンス任せだけど、それ以外でボクらのパーティーの弱点が分かっちゃったねぇ」

「そうだね。状態異常バツドステータスに弱かったね。装備やセンスに状態異常バツドステータス耐たい性せいが必要だね」

　状態異常バツドステータスは、プレイヤーのＤＥＦとＭＩＮＤの防ぼう御ぎよステータスでも抵てい抗こうできるが、やはり耐性装備や耐性センスを持っていればより掛かりにくくなる。

　状態異常バツドステータスの罠に簡単に掛かってしまうのはちょっと問題かもしれない。

「一番簡単な方法は、アクセサリーの付け替かえだよね」

　私は、メニューを開き自分の装備を調べてアクセサリーの装備枠わくが空いてるのを確かく認にんする。

「あとは、戦力を削けずって耐性センスを入れるかだよね。さっきのダンジョンの敵ＭＯＢのステータス自体は低い感じだから、多分、ＡＴＫやＩＮＴのステータスが上じよう昇しようするセンスはいらないと思う」

　そう言ってヒノちゃんは、自身のセンスステータスを開き、ああでもない、こうでもない、と幾いくつかのセンスを付け外ししている。

　そうこうしている内に、ルカちゃんたちは無事にダンジョンから脱だつ出しゆつして、デスペナルティーを受けた私たちと合流した。

「ミュウさん、ヒノさん！　大丈夫ですか!?　ミミックに丸吞みされましたけど！」

「大丈夫、大丈夫、ヘーキだよ！」

「ボクらは負けちゃったけど、みんなは無事でよかったよ」

　私たちがそう言って出で迎むかえると、みんな申し訳なさそうな顔に一いつ瞬しゆんなるが、すぐにいつも通りの表情に戻もどる。

「ごめんね。ボクたちあんなに自信満々だったのに、いきなり即死技受けて」

「いえ、私たちも状態異常バツドステータスに掛かって迷めい惑わくを掛けましたし」

「……罠の解除を失敗したり、ミミックだと気付けなかった私も問題です」

　互いに反省点や改善点のある結果に、全員が気落ちしているが──

「元々情報が少なくてダンジョンに挑いどんだのは、苦戦する状じよう況きようを体験するのが目的だったし、それぞれの課題や弱点とかが見えたから問題ないってことで！」

　私があえて明るく言えば、みんなも釣つられて微び笑しようを浮うかべる。

「ふふふっ、それで？　ミュウさんたちの課題はなんですか？」

「それは、移動しながら話すよ。どうせ、ボクらのデスペナが解除されるまではダンジョンに挑めないし」

　そう言うヒノちゃんにみんなが同意して、ポータルから第一の町に移動して、私とヒノちゃんが考えたことと、敵ＭＯＢと状態異常バツドステータスへの対策を話しつつ、ある場所に向かう。

「確かに、ミュウさんたちの言う通り、そうした対策は必要ですけど……どこに向かっているんですか？」

「プレイヤーが出してる露ろ店てんだよ。ちゃんとした状態異常バツドステータス対策のアクセサリーを作るのもいいけど時間が掛かかるから既すでにできてるの探そうと思って」

　生産職にオーダーメイドで頼たのむアクセサリーは、かなりしっかりと作ってもらえるが、相応のお金が必要になる。その点、生産職のレベル上げで作られたアクセサリーは効果が弱い反面、安価で使い捨て感覚で使える。

「まぁ、今回は仕方がないかなぁ。ボクは、デザインの統一感がないアクセサリーを装備するのってあんまり好きじゃないけど」

　ヒノちゃんは、ちょっと乗り気じゃないようだ。

　そして、私と一いつ緒しよに露店を巡めぐる中で、知り合いが露店を出しているのを見つけた。

「あっ、ユンお姉ちゃん、それにマギさんだ！」

「ミ、ミュウ……それにルカートたち」

　商品が並べられた露店で、和なごやかにお茶やお菓か子しを広げて談だん笑しようしているユンお兄ちゃんとマギさんの元に走っていく。

　私は、おいしそうなクッキーが盛られたお皿に目が釘くぎ付づけになる。

「お姉ちゃん！　クッキーっていくらで売ってるの！」

「これは、売り物じゃなくて非売品！」

「えーっ」

　そう言うが私がじっと見つめていると、諦あきらめたように溜ため息いきを吐はき出す。

「全く……仕方がないなぁ」

　そう言って、私たちにクッキーの盛られたお皿を差し出してくる。

　私たちは、それに手を伸ばし、サクッとしたバターの香かおりを楽しむ。

　私たちはクッキーを食べて落ち着いた後、ユンお兄ちゃんとマギさんの露店の商品に初めて目を向ける。

「あー、アクセサリー売ってるんだぁ。あっ、これなんてヒノちゃんに似合いそう」

「あっ、ホントだ。これ可愛かわいくてボク好きだなぁ」

　私とヒノちゃんが一つのアクセサリーを手に取り、ヒノちゃんと一緒に眺ながめる。

　それに値段も手て頃ごろで状態異常バツドステータス耐性系の効果を持っている。

「これってマギさんが作ったんですか？」

「ううん。それは、ユンくんが作ったんだよ。可愛くできてるよねぇ」

　そう教えてくれるマギさんからユンお兄ちゃんに目を向けると、恥ずかしそうに顔を赤らめてお茶を飲んでいる。

「ほら、俺の作ったものよりもマギさんのアクセサリーとかもあるから見ろよ」

「えー、でもこれ可愛いと思うよ」

「私は、この赤い奴やつが好きですね」

「……この落ち着いた色合いが好き」

「うちは、この渋しぶい色合いの奴が欲ほしいなぁ」

「ふふふっ、私はこれですね」

　そう言ってみんながそれぞれ手に取るアクセサリーを見て、マギさんがクスクスと笑う。

「ユンくん、よかったね。全員、ユンくんのがいいって言ってくれてるよ」

「うううっ……」

　どうやら私たちが選んだアクセサリーは、ユンお兄ちゃんが作ったみたいだ。

「だけど、これってボクらの装備と色合いが似てるよね。って言うか似合い過ぎてる。これって偶ぐう然ぜん？」

　ヒノちゃんの問い掛けに、顔を真っ赤にしていたユンお兄ちゃんがどこか観念したように項うな垂だれる。

「ううっ、そうだよ。それは全部ミュウたちに合わせて作ったアクセサリーだよ」

「えっ!?　そうなの!?」

「アイテムのステータスは上がってもデザインの方が上達しないから、ミュウたちをイメージしたデザインのアクセサリーを作って練習してたんだよ」

「それで、ユンくんは、こうしてこっそりと露店に放出して処分していたんだよね。いつか、みんなにちゃんとしたアクセサリーを作ってあげられるように、って」

　マギさんも話を補足するとユンお兄ちゃんが恥はずかしさから完全に俯うつむいてしまう。

「ふふふっ、ユンさん可愛いですね。襲おそいたいくらいに」

「リレイ。恥ずかしさで傷心している人になんちゅうこと言うねん！」

　今にも跳とびかかりそうなリレイを羽は交がい絞じめするコハクを横目に、ヒノちゃんがユンお兄ちゃんの前にしゃがみ込み声を掛ける。

「強いアクセサリーとか貰もらえるのは、確かに嬉うれしいけど、ユンさんにそう思ってもらえるってことがボクたちは嬉しいんだよ。だから、これ貰っていい？」

「いいのか？　俺が片手間に作ったような不出来なもので」

「うん。でも、一つだけ注文していいかな？　勿もち論ろん、お金は払はらうから」

　ヒノちゃんの言葉に顔を上げたユンお兄ちゃんは、キョトンとした表情でヒノちゃんからの注文を受ける。

　それは、アクセサリーに追加効果を付ふ与よすることだった。

　売る時に購こう入にゆう者の希望する効果をその場で付与する予定だったようで、ユンお兄ちゃんは、すぐに私たち六人分のアクセサリーに付与する。

　私とコハク、リレイの三人は、魔ま法ほうを使うためにそれを妨ぼう害がいされないように【呪のろい耐性】と【混乱耐性】をアクセサリーに付与してもらった。

　ルカちゃんは、【麻ま痺ひ耐性】と【眠ねむり耐性】。トビちゃんが【気絶耐性】と【怒いかり耐性】を付与する。

　最後にヒノちゃんは──

「ボクは、耐性系じゃなくてステータスのＭＩＮＤの上昇の方が良いかなぁ」

　ヒノちゃんは、純じゆん粋すいな物理アタッカーだから物理系の状態異常バツドステータスは、ステータスによる抵抗が可能だ。だが反面、【呪い】【魅み了りよう】【混乱】【怒り】などの精神系の状態異常バツドステータスに弱い。

　だから、そうした注文をしたみたいだ。

「それなら、【ＭＩＮＤボーナス】ともう一個付けられるから【ＭＩＮＤ付加】でいいかな？」

　一瞬、ちらりとマギさんを見たユンお兄ちゃんだが、マギさんは苦笑いを浮かべて頷うなずき、無事に全員分のアクセサリーが揃そろう。

「ユンさん、ありがとう！　これでダンジョンに挑ちよう戦せんできるよ！」

　私たちを代表してヒノちゃんがお礼を言えば、ちょうどタイミング良く私とヒノちゃんのデスペナルティーが解除される。

　私たちは、ユンお兄ちゃんとマギさんから離はなれ、ダンジョンに挑戦するために迷めい宮きゆう街がいにポータル経由でワープして、ダンジョン前で装備を調ととのえ、補いきれない状態異常バツドステータスは、耐性センスを新たに取得して対応する。

　そして、再びダンジョンに足を踏ふみ入れると、今度は入り口から向かって右側の方向に進む。

　今度は、強きよう襲しゆうによる優位性を維い持じした戦せん闘とうではなく、わざと状態異常バツドステータスを受けて、耐性アクセサリーやセンスの効果を確かめる。

「やっぱり、低レベルの耐性センスだとステータスが下がるね。今は低レベルだから状態異常バツドステータスの掛かりやすさはステータスによる抵てい抗こうとあんまり変わらないかも」

　ヒノちゃんは、自身の体の調子を確かめるように、素早く長なが槍やりを振ふり回し、マジカルローブを切り裂さいていく。

「確かにそうですね。ですけど、耐たい性せい系センスの方は成長しますけど、アクセサリーの方は、防ぐ確率に少し不安が残りますね」

　耐性センスの方は、約六割の状態異常バツドステータス攻こう撃げきを防ぐが、耐性アクセサリーの方は、約五割といったところだ。

　センスは、レベルが上がり、耐性効果やステータスが上がれば、防げる確率はもっと上がるだろう。が、まだ少し不安の残る数字であることをルカちゃんが指し摘てきする。

「さっき、ユンさんと会って思い出したんだけど、【エンチャントストーン】を使ったら？　ステータスの補助になるから戦闘効率も上がるし、防ぼう御ぎよのステータスを上げれば、状態異常バツドステータスの抵抗率って上がるんじゃない？」

　ヒノちゃんの提案を受けて、早さつ速そく全員がユンお兄ちゃんの店で買った【エンチャントストーン】を使う。

　それにより、ステータスを底上げしつつ、色々と検証を行った。

　その結果、戦闘効率が劇的に上がった……ということはないが、厄やつ介かいな状態異常バツドステータスの抵抗確率が上がったので、しばらくの間ＤＥＦとＭＩＮＤ上じよう昇しようのエンチャントストーンを併へい用ようすることにした。

「よーし、このままガンガンこの階層を攻略するよ！」

　勢いよく声を上げ、ノーマルダンジョンを進み、敵を見つけては倒たおし、アイテムを回収していく。

　中には、ダンジョンらしく倒した敵ＭＯＢが宝箱をその場で残すが、ミミックに丸まる吞のみされたばかりの私やヒノちゃんは、それに近づかずに全部トビちゃんに丸投げする。

　そして、宝箱を開けて出て来たのは、ダンジョン産の微びレア装備や私たちが装備しているような状態異常バツドステータス耐性のアクセサリーだ。

　そうして、戦闘を繰くり返し、時折状態異常バツドステータスに掛かりつつも、私の回復魔法や状態異常バツドステータス回復薬の使用で問題なく進み、ついに第二階層への階段を見つけた。

「ここは地下への階段だね！　早速降りてみようよ！」

　まだ、第一階層の全体像は把は握あくしていないが、勢いのまま第二階層へ降りた。

　そこは、今までと代わり映ばえのしない黄色っぽい煉れん瓦がのダンジョンだが、最初の部屋から出現ＭＯＢに違ちがいを見た。

「第一階層にはいない新しいＭＯＢがいるのかぁ」

　中を覗のぞき込めば、中型のコブラのような敵がとぐろを巻き、鱗りん粉ぷんを振り撒まく色いろ鮮あざやかな巨きよ大だい蛾がが天てん井じように張り付いている。

「それでは、行きましょう。突とつ撃げき！」

　ルカちゃんの合図と共に全員が部屋に跳び込み、敵ＭＯＢに奇き襲しゆうを掛かける。

　だが、第二階層から新たに出現したＭＯＢもまた厄介な状態異常バツドステータスを持っていた。

「ちょ、毒どく霧きりって、けほけほっ……」

「……っ!?　鱗粉に麻ま痺ひが」

　コブラが鎌かま首くびを持ち上げて、毒霧を吐き出し、天井の巨大蛾が羽を震ふるわせて【麻痺】を引き起こす鱗粉を部屋に広げる。

　私は、毒霧を避さけるように飛び退のき、トビちゃんは、たまらずマフラーで口元を押さえる。

　第一階層では、【混乱】や【魅了】、【怒り】の状態異常バツドステータスが多かったために、【毒】や【麻痺】などの状態異常バツドステータス系には少し甘くなっており、そこを的確に突ついてきた。

「コハク！　風をお願い！」

「了りよう解かいや！　──《リトル・トルネード》！」

　ヒノちゃんは、周囲にいる第一階層で見たことのある敵ＭＯＢを優先して片付け、コハクの生み出した小さな竜たつ巻まきが部屋に充じゆう満まんした毒霧と鱗粉を吹ふき飛ばす。

　だが、最初の攻撃でルカちゃんは【毒】に咽むせかえって涙なみだ目めになり、トビちゃんは【麻痺】で苦しそうにしている。

「撤てつ退たい、てったーい！」

　咳せき込み、指示の出せないルカちゃんの代わりにヒノちゃんが撤退指示を出しながら私と共に殿しんがりを務める。

　私がルカちゃんを《キュア》の魔法で解げ毒どくし、コハクとリレイが【麻痺】で動きの鈍にぶいトビちゃんに肩かたを貸して撤退する。

「──《ソル・レイ》！　ヒノちゃんも早く逃にげよう！」

　私は、ヒノちゃんが逃げやすいように収束光線の魔法で敵を撃うち落としつつ、撤退を手助けする。

「よし、ルカちゃんたちも逃げたし、ボクたちも引こう！」

　私とヒノちゃんは、躊躇ためらいなく階段の方に駆かけ出そうとするが、コブラは私たちの頭上を飛び越こえ、正面に回り込み、毒霧を周囲に振り撒く。

　また、巨大蛾が撒き散らした鱗粉が部屋の中から階段手前まで広がっていた。

「ミュウさん！　ヒノさん！」

「ルカちゃんたちは、来ちゃダメだよ！　また状態異常バツドステータスに掛かるから！　先に行って！」

「ボクたちは、大だい丈じよう夫ぶ！」

　私たちの言葉にルカちゃんはその意図に気付き、みんなを先導して階段を駆け上がり始める。

　十中八九、死に戻もどりすることが確実ななか、私たちを助けたいという気持ちとパーティー全体の利益を天てん秤びんにかけて、ルカちゃんは後者を選んだ。

　こうして的確な判断ができるからルカちゃんは、パーティーの司し令れい塔とうに向いており、安心して私たち皆みなを任せられるんだ。

「ねぇ、ヒノちゃん。また死に戻りだね」

「そうだね。ここまでみたいだね」

　ルカちゃんたちの前で強がりを見せたが、実は私たちは既すでに充満した鱗粉を吸い【毒】と【麻痺】によって体の自由が利きかない。

「ジリジリと毒でＨＰが減っていくか、それとも敵の攻撃を受けて倒れるか」

　そんな私たちを尻しつ尾ぽで捕つかまえ、持ち上げるコブラ。

　私たちは、コブラと同じ目線にまで持ち上げられる。

「このまま叩たたき付け攻撃かな。多分、負けるからとっととやってほしいな」

「それとも嚙かみ付き攻撃じゃない？　まぁ、どっちでもボクは可能な限り反撃するけど」

　未いまだに武器だけは手離さず、抵抗の意思を見せる私たちだが、次のコブラの行動にさっと血の気が引く。

「えっ、噓うそ。ちょっと待ってそれは無し！」

「またそれなの!?　ボク、食べても美お味いしくないよ！」

　何かが外れる音が響ひびくと共にコブラの顎あごが外れ、口が縦長に広がり、私たちの頭に覆おおい被かぶさるように迫せまってくる。

　これは、あれだ。丸吞みと言う奴やつだ。

　蛇へびは、自分の直径以上の動物すら平気で丸吞みするという事実を思い出し、【麻痺】で動きの鈍い体で抵抗する。

　その間もジリジリと迫ってくる頭部に恐きよう怖ふ心を煽あおられながら、私たちはついにコブラの口の中に飲み込まれる。

　ゴクリ、とぬるっとした口の中を通り、体の奥へと引き込まれ、再び虚こ空くうのような闇やみの中に投げ出される私とヒノちゃん。






──敵の特とく殊しゆ攻こう撃げきの成功により行動不能になりました。これには、蘇そ生せい系アイテム・スキルの使用はできません。








　そして、人食いミミックの時と同じメニューが表示され、そして、死に戻りで迷宮街のポータル前で復活した。

「……ヒノちゃん、また丸吞みだね」

「……そうだね、ミュウちゃん。よく丸吞みされる日だね」

「あー、もう！　今日は、負け続けだぁ！」

「厄やく日びだよ～。二回も丸吞み即そく死し技わざとか！」

　ポータル前で空を仰あおいで文句を声に出す。このノーマルダンジョンは、状態異常バツドステータスに目が向きがちだが、まさか敵ＭＯＢに即死技を使ってくる奴が複数いるなんて。

「でも、階層が違うだけでこうも敵ＭＯＢが強くなるってことは、このダンジョン、狩かり場を意識しているね」

　そう言って、疲つかれたぁ、といった感じで座り込むヒノちゃん。

　普ふ通つうのダンジョンなら、下の階層が少し強くなるくらいでここまで劇的な変化はない。適正レベルの範はん囲い内なら多少は苦戦するが、最終的にダンジョンクリアできる。

　だけど、このノーマルダンジョンの第一階層と第二階層の敵ＭＯＢの強さや性質には大きな隔へだたりがある。

　このダンジョンは、どちらかというと第三の町の鉱山ダンジョンに近い性質があることは、ヒノちゃんも感じているようだ。

「私たちもまだまだレベルを上げないとね！」

「そうだね。よーし、この第一階層でもう一度鍛きたえ直しだよ！」

　私とヒノちゃんがそう言って元気よく立ち上がり、再びダンジョンからルカちゃんたちが戻って来るのを待つ。

　今回は、情報不足のまま挑いどんでグダグダな結果になったが、それでもパーティーの弱点を知ることができた。

　だから、この穴を少しずつ埋うめながら私たちはもっと強くなるためにこのダンジョンで戦いを続ける。







　　　十四話　調教師と黄金果実







　その日は、ＯＳＯでパーティーを組めたのは、ルカちゃんとヒノちゃんだけだった。

「ぶぅ～、トビちゃんや、コハク、リレイがいないと強いＭＯＢに挑めないよ～」

「ボクも挑んでみたいボスＭＯＢとかクエストがあったのに、残念」

「仕方がありませんよ。私たちとのログイン時間が合わないのですから」

　残念がる私とヒノちゃんをルカちゃんが宥なだめる。

　比ひ較かく的てき時間のある学生の私たちだが、たまにこうしてログインの時間帯が合わない場合があり、今回が初めてじゃないにしてもやっぱりみんな揃そろわないとちょっと物足りない。

「まぁ、ゲームはリアル優先が基本だし、ルカちゃんとヒノちゃんは何やりたい？」

「私は、特にこれと言って何か思いつくものがありませんねぇ」

「ボクも挑んでみたい強敵や、難易度の高いクエスト以外となるとあまりないかも」

　私たちが第一の町中を歩きながら相談していると、目の前に小さな影かげが通り過ぎ、反射的に上を見る。

「うわっ！　町中でミルバードだぁ！」

「そうですね。誰だれかの使し役えきＭＯＢでしょうか？」

「あっちの裏路地の方に向かったね！」

　上空を飛んでいた青い鳥のＭＯＢ・ミルバードが第一の町の建物の間を飛んでいく。

「私も鳥系の使役ＭＯＢを見ると、羨うらやましく感じます」

「うんうん。ルカちゃん、分かるよ。私も白いＭＯＢを仲間にしたかったもん！」

「ミュウちゃんは、まだ諦あきらめてないの？」

　私とルカちゃんが飛んでいったミルバードを見送り、ヒノちゃんが私の発言に苦笑いを浮うかべている。

「あっ、あの裏路地の方に入っていくんだ。もしかしたら、調教師のプレイヤーが居るかもね！」

　調教師プレイヤーとは、使役ＭＯＢを仲間にして戦せん闘とうに参加させることができる【調教】センスを持つプレイヤーたちの総そう称しようだ。

　βベータ版や正式版の初期では、敵ＭＯＢを使役できる成功確率がかなり低く、ゴミセンス扱あつかいされていた。

　だが、夏のキャンプイベントで愛くるしい幼よう獣じゆうＭＯＢを使役できたことからペットブームのようなものが今ＯＳＯには到とう来らいしている。

「そうですね！　もしかしたら、私も鳥系のＭＯＢを使役する方法とか知ることができるかもしれません！」

　彼女には珍めずらしいやや興奮気味な様子で、ミルバードの降りて行った裏路地の方に目を向けるルカちゃん。

「じゃあ、今日の目的は、調教師のプレイヤーから使役ＭＯＢの極ごく意いを教えて貰もらうとか？」

「賛成！　早さつ速そく、行こう！」

「あっ、ミュウさん！　待ってください！」

　ヒノちゃんの言葉に私が同意して、そのまま裏路地の方に駆け出す。

　慌あわててルカちゃんも後を追ってくるが、私の方が早く裏路地に辿たどり着き、曲がり角を曲がったところで──

「──ふぇっ!?」

　私の目の前にいたのは、灰色の肌はだを持ち、白くて短い牙きばを生やし、裏路地を埋め尽つくすような大きな体と自由自在に特とく徴ちよう的な長い鼻を動かす巨きよ象ぞう。その巨象を見上げて思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう私。

　遅おくれてやって来たルカちゃんとヒノちゃんも流石さすがにこの光景は予想外だったのか、裏路地を通せんぼする巨象の姿を見て、言葉を失っている。

「これ、どういうことでしょうか？」

「ボクにもちょっとわからない」

　二人も目の前の巨象を見上げると、その頭の上に先さき程ほどこっちの方に飛んできたミルバードが止まっていた。

「あのミルバード。私たちをこっちに案内するために飛んでたのかな？　でも、こんなＭＯＢいたかなぁ？」

『パォォォン』

　私が首を傾かしげて見上げる目の前で、力なく鳴き声を上げる巨象だが、その声とは別に、ぐぐぐっ、と重低音の腹の音が響く。

「お腹なかが空すいているようですね」

「あー、狭せまい裏路地に挟はさまって動けないみたい。なんか、かわいそうだね」

　ルカちゃんとヒノちゃんも目の前のお腹を空かせた巨象を可か哀わい想そうに思い、前にＮＰＣから買った果物の食材アイテムをインベントリから取り出し、巨象の鼻先に近づける。

「これは食べるのかな？」

　すると、すっと伸のばした鼻先が器用に果物を口に運び咀そ嚼しやくする。だが、それでは足りないと催さい促そくするように、鼻先で私の服を摑つかんで引っ張る。

「うわっ!?　ま、待って！　ルカちゃん、ヒノちゃん手伝って！」

「分かりました。とりあえず、私のインベントリにある食べ物を分けましょう」

「ボクは、ちょっと近くの屋台で食べ物買ってくるね！」

　そう言って、ルカちゃんは、インベントリから一つずつ食べ物を取り出し、私と交こう互ごに巨象に食べさせ、ヒノちゃんは、裏路地から飛び出して食べ物を買いに行く。

　目の前に差し出された食べ物を黙もく々もくと食べる巨象は、徐じよ々じよに生気を取り戻もどしたようだが、嵌はまった裏路地からは抜ぬけ出せそうにない。

「大型ＭＯＢを地形のオブジェクトに嵌はめて一方的に倒たおすことはあるけど、町中でプレイヤーの使役ＭＯＢが路地に嵌るほど大きいってビックリだよ」

「なんでこんなことになったんでしょうね？」

「ミュウちゃん！　ルカちゃん！　屋台でいっぱい買って来たよ！」

　すぐに戻って来たヒノちゃんは、フランクフルトや串くし焼やきのようなお肉系の屋台を巡めぐって来たようだ。

　お肉も食べて大だい丈じよう夫ぶなのか、と一いつ瞬しゆん思案するが、目の前の巨象はひょいとヒノちゃんの手から食べ物を受け取り、器用に串を抜いて食べている。

　そんな嵌って動けない巨象にある程度食べ物を与あたえた頃ころ、私は、その器用に動く鼻に自然と目を向ける。

「象って、こんなに近くで見たの初めてだよね。触さわっても大丈夫かな？」

「どうでしょうか？」

「人間を軽々持ち上げる力があるらしいから飛びついちゃう？」

　そう言って、私とヒノちゃんは、最初は恐おそる恐る鼻に触ふれるが、巨象はユンお兄ちゃんのリゥイやザクロみたいに逃にげようとはしない。まぁ、今は裏路地に嵌って逃げられないが、それでも触れ合い慣れているような感じがする。

　そんな巨象の鼻に私は抱だき付くようにすると、ぐぐぐっ、と私の体を持ち上げるようにしながら、食べ物を食べ続ける。

「あはははっ！　ヒノちゃん面おも白しろいよ！」

「ずるい！　ミュウちゃん、ボクにも代わってよ！」

「ミュウさん、ヒノさん、それよりこの象の調教師を探した方が良いのではないですか？　何かトラブルがあって嵌ったのかもしれませんし」

　そんな話をしている私は、そうだねと同意して抱き付いた巨象の鼻から離はなれようとしたが、巨象は食べ物を摑んだまま鼻を自身の背中の方に動かしていく。

「お、おお？」

　それに釣つられて、持ち上げられる私が見たものは、背中の上でぐったりとしている一人の女の子だった。

　そして、その女の子は、巨象から食べ物を受け取り、口に入れるために顔を上げると私と目が合う。

「……こ、こんにちは」

「もぐもぐもぐ……こんにちは？」

　私は、びっくりして挨あい拶さつを交かわすと、巨象の背中でぐったりとしていた女の子は食べ物を食べてから小首を傾げてキョトンとした様子で挨拶を返して来る。

　その時、ファンタジー作品に出てくるエルフのような長い耳がぴょこん、と揺ゆれる。

『パォォォン』

　そして、鼻に抱き付いていた私の体は、その動きに合わせて下がり、のろのろと巨象の背中から起き上がった少女が地面に降り立った私を覗のぞき込むように見下ろし、小首を傾げている。

　そんな彼女としばらく見つめ合う私は、思い切って尋たずねてみる。

「えっと……大丈夫？」

「できれば、助けてください」

　素す直なおに、飾かざることのない言葉に私たちは、このエルフ耳の少女を助けることにした。




　　　　●




　巨象の鼻先を利用して裏路地に降りてきたエルフ耳の少女と対面した私は、とりあえず満腹度を回復させて落ち着いたところで話を聞く。

「助けて頂きありがとうございます。満腹度の減少でまた死に戻りしかけるところでした」

「またってことは前にもこういうことがあったの？」

「はい。満腹度システム導入直後です。あの時も親切な人に助けて頂きました」

　私がエルフ耳の少女から話を聞いている一方、ルカちゃんは──

「エルフですよ、ミュウさん！　ファンタジーの種族のエルフ！　会えるとは思いませんでしたよ！　はぁ、感動です！」

　いつも冷静なルカちゃんは、珍しく興奮している。元々、ファンタジー文学好きな側面がエルフ耳の少女との接せつ触しよくで表れたようだ。

　そして、ヒノちゃんは──

「おおっ！　君、力持ちだね！　ボクを軽々と」

　私が巨象の鼻に抱き付いた時のように、今度はヒノちゃんも抱き付いて持ち上げられて楽しんでいる。

　おかしいなぁ、何い時つもはストッパーに回るはずのルカちゃんが興奮しているため必然的に私が、エルフ耳の少女と話をする。

「まずは、自己紹しよう介かいしようか。私は、ミュウ。隣となりでちょっと興奮しているのが、ルカちゃん。それと巨象と戯たわむれているのがヒノちゃん」

「これはご丁てい寧ねいに。私は、レティーア。この子は、ミルバードのナツ。その子は、ガネーシャの幼獣のムツキ。愛あい称しようはムツです」

「ええっ!?　この子、こんなに大きいのにまだ大きくなるの！　羨ましい！」

　ロリっ子のヒノちゃんは、ガネーシャの幼獣・ムツキの鼻先にぶら下がりながら驚おどろいているが、今はその話じゃないのでスルーする。

「それで、どうしてこんなことになっていたのかなぁ？」

「はい。実は、今日はとある露ろ店てんでレアな【黄金果実】が売り出されると聞いてこのガネーシャの幼獣のムツキと共に向かったんです」

「【黄金果実】かぁ……」
















「ミュウさん、知っているんですか？」

「うん。何種類かパターンのある食べ物系のアイテムらしいよ。満腹度システムの実装後に追加されたもので、食べると一時的にステータスを上じよう昇しようさせる効果があるらしい」

【黄金果実】は種類によって、ＡＴＫや、ＩＮＴのように特定のステータスが一時的に上昇する果物だ。

【料理】センスによる料理でもステータスは一時的に上昇するが、その中でも未いまだにレシピが発見されていないＬＵＫが上昇する種類の【黄金果実】が存在し、特に人気のアイテムと言える。

　そんなアイテムを求めたレティーアが何な故ぜ、こんな裏路地で死に戻りしかけていたのか……

「そう、売り出された情報を聞き付け、一秒でも早くに露店に辿たどり着こうとしてショートカットした結果──ムツが裏路地に嵌ってしまったんです」

『パォォォン』

　力なく同意するムツキの鳴き声に私がガクっと肩かたを落とす。

「一度、【黄金果実】がどんな味がするのか知りたかったんですけどねぇ」

「それもステータスの一時的な上昇じゃなくて味に興味があるとは……」

「大事ですよ、味」

　断言するレティーアに、うん、そうだね、としか私は言えなかった。

「それにしてもどうしましょう？　このまま裏路地にムツを置き去りにする訳にもいきませんし、救出するために左右の建物を破は壊かいすることもできませんし……」

　町中の建物などのオブジェクトは大体、不壊オブジェクトであるために、レティーアのいう方法は使えなかった。

「困りましたねぇ」

　本当に困っているのか逆に聞きたくなる表情の乏とぼしいレティーアに対して、私も頭を悩なやませるが、他ほかの方法を思いつかない。

　そんな中、ルカちゃんがおずおずと手を挙げて──

「あの……使し役えきＭＯＢを《送そう還かん》して召しよう喚かん石せきに戻せばいいのではないですか？」

「「あっ」」

　すっかり忘れていたことに私とレティーアは互たがいに顔を見合わせる。

　ユンお兄ちゃんを含ふくむ周りにいる使役ＭＯＢを持っているプレイヤーたちは、常時召喚しているために忘れていたが、【調教】センスの使役ＭＯＢは戦せん闘とうの状じよう況きように応じて、相あい性しようのいいＭＯＢを選んで呼び出し戦わせるのが基本戦術のセンスだ。

　それを思い出したレティーアは、すぐにそれを実行する。

「ムツ、いきますよ──《送還》」

　レティーアの掛かけ声と共に、裏路地に嵌はまっていたムツキがパッと光の粒りゆう子しとなって、レティーアの手に集まり、召喚石に戻もどる。

　そして、裏路地から表通りに出て、そこで再び、ガネーシャのムツキを再召喚する。

「ムツ、もう一度来てください──《召喚》」

『パォォォン！』

　ムツキが狭せまい裏路地から抜ぬけ出せて、大通りで大きな鳴き声を上げると、いきなり巨きよ象ぞうが現れたことに驚き、多くのプレイヤーが振ふり向く。

「さぁ、問題も片付きました。今度こそ【黄金果実】を買いに行きましょう」

　そう言って、片足を上げたムツキの膝ひざを足場に背中まで飛び乗るレティーア。

「良かったね！　今度こそ買えると──ってうわぁっ!?」

「「ミュウさん（ちゃん）!?」」

　ムツキに乗ったレティーアに手を振った私だが、何故かするりとムツキの鼻が私の腰こし回まわりを持ち上げる。

　そのまま、ムツキの背中に丁寧に乗せられ、驚きの声を上げていたルカちゃん、ヒノちゃんも可愛かわいらしい短い悲鳴を上げながら、私と同じようにムツキの鼻先に捕つかまり、乗せられていく。

「それじゃあ、いきましょう」

　おー、と片手を上げるレティーアに合わせて、ムツキも鼻先を掲かかげてゆっくりと歩き始める。

　ずんずんという振しん動どうを感じながら、何故かムツキに乗せられた私たちは、レティーアに尋ねる。

「えっと、なんで私たち乗っているのかな？」

「お礼のつもりでムツにお願いしたんです。嫌いやでしたか？」

　ムツに餌え付づけする人は大たい抵てい乗りたがるんですけど、と呟つぶやくレティーア。

「確かに嬉うれしいけど……」

「今日のミュウさんは、押され気味ですね」

「ううっ……」

　レティーアのペースに巻き込まれてタジタジの私に、ルカちゃんから指し摘てきされ唸うなり声を上げる。

「おおっ、すごいよ！　人を見下ろして歩くってこんな感じなんだね！」

「どうですか？　気持ちいいですよね。見下ろして歩くのは」

　そんな私を尻しり目めに、ヒノちゃんはムツキの背中から見下ろす町並みに感かん嘆たんの声を上げ、ドヤ顔でちょっと不ふ穏おんな言葉を口にするレティーア。

　だが、多分ヒノちゃんもレティーアも他意のない天然の発言だと思う。

「ふふっ、ミュウさんの弱点を見つけました」

「ルカちゃん、酷ひどいよぉ」

　私は自分からグイグイペースに巻き込むのは得意だけど、逆にこうやってペースに巻き込まれるのは苦手だ。

「さて、この露店の近くのはずです。残ってればいいのですけど」

　そう言って、とある露店の前に立ち止まったムツキは、足を上げて、そこを足場にレティーアは降りる。

　私たちもその後をついていくためにムツキから降り、レティーアの後を追う。

　こんな場所に体の大きなムツキは邪じや魔まになるのでは、と心配して振り返るが、多くのプレイヤーたちが、物もの珍めずらしさに近寄ったり、またムツキを知っているプレイヤーが餌付けをしてから一ひと撫なでしたりと、心配はいらないようだ。

　プレイヤーに大人気のムツキを見て、無限の胃い袋ぶくろでも持っているのかも、と思いながら、待たせておいても大だい丈じよう夫ぶだと判断してレティーアに追いつく。

　そして、追いついた先は、ムツキの嵌っていたような薄うす暗ぐらい裏路地の露店だった。

「よう、いらっしゃい。見ていく？」

　薄暗い裏路地に似合わない陽気な挨あい拶さつをして来るのは、グラサンにドレッドヘアー、じゃらじゃらと煩うるさいくらいアクセサリーを付けた男性プレイヤーだった。

　その露店を開くプレイヤーの並べる商品を覗のぞき込めば、ボスＭＯＢのレアドロップや、レアな生産素材、他にも有用なアイテムなどが相場の一割以上安く販はん売ばいされている。

「すごい品しな揃ぞろえ。でも、こんなんじゃ利益が出ないじゃん」

　目玉商品を一個だけ格安にするとかなら分かるが、全部安ければ儲もうけも出ない。

　そんな怪あやしい露店のプレイヤーは、ニッと白い歯を見せて答えてくれる。

「くくくっ、ここの商品は全部独自ルートで手に入れたもんだ。逃のがせば、いつ手に入るか分からんアイテムばかりだ……とは言っても君らみたいな女の子に誤解されたら困るから本音を言うと、ただの闇やみ商人ロールだから、後ろ暗いことはないさ」

　単に自分に酔よって、買いに来たプレイヤーに怪しい台詞せりふを交えて売る。それを楽しみにしている男性プレイヤーだった。

「お兄さん、良い趣しゆ味みしてるね」

「くくくっ、嬢じようちゃんも中々ノリが良さそうだ」

　互いに悪そうな笑えみを浮うかべて、言葉を交かわすとルカちゃんとヒノちゃんがジト目を向けてくるが、気にしない。これは、こういう楽しみ方の一つなのだから。

「すみません。ここに【黄金果実】が売っているという情報を得てきました」

「おっと、本命はそっちの嬢ちゃんだったか。例の物は確かに入にゆう荷かした」

「それじゃあ──」

「ああ、確かにＬＵＫを一時的に上昇させるリンゴの【黄金果実】は入荷したが、既すでに売れちまった」

　レティーアはそれを聞き、表情を少しだけ残念そうにする。明らかに元気を無くしたように耳が力なく垂れ下がっている。

「残念でしたね。次の入荷とかは」

「入荷日とかは、存在しないし、基本的に、同じようなアイテムは毎日並べないようにしているんだ。だから、一いち期ご一いち会えの精神でまた来てくれ」

　そう言って、闇商人風のプレイヤーは、答える。

「食べたかったです。【黄金果実】」

　そうぽつりと呟き、元気を無くすレティーアの手を摑つかみ、私は提案する。

「なら、私たちと一いつ緒しよに探しに行こうよ！　【黄金果実】の出る場所は分かってるから！」

「……いいんですか？」

　驚おどろき目を見開くレティーアが、ルカちゃんとヒノちゃんの方に向けば、二人も頷うなずく。

「ええ、エルフのレティーアさんと色々と話してみたいですから」

「それに【黄金果実】探しって楽しそうだよね。ボクも一度食べてみたいと思うし」

　二人の答えを聞き、レティーアが微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。それでは、お手伝いお願いします」

「任せて！　絶対に見つけてみんなで食べるんだから」

　ぺこりと頭を下げるレティーアに対して、私は胸を張って答えた。
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　その後、私たちは第一の町からガネーシャのムツキに乗って、【黄金果実】が採取できるエリアに向かう。

　第二の町から延びる街かい道どう沿ぞいにあるエリア【イアスの果樹園】には、様々な果物を実らせる不思議な果樹が点在しており、その中から低確率で【黄金果実】が生まれるのだ。

　そして、その場所に辿たどり着いた私たちは──

「レティーアさんは、なぜエルフの格好をしているんですか？」

「森の民たみをイメージして作りました。それに【調教】センスも森の生き物との共存をテーマにしていますから……まぁ所しよ詮せん、キャラエディットで耳を弄いじっただけですけど」

　そう言うレティーアを甲か斐い甲が斐いしくお世話するルカちゃんは、レティーアが呼び出した他の使役ＭＯＢと共に果物を食べさせている。

　草そう食しよく獣じゆうのハル、ミルバードのナツ、ガネーシャの幼獣のムツキを呼び出したレティーアは、近くにある果樹から果物をもぎ取って、延々と食べ続けている。

　草食獣のハルは垂れ下がるようにして実る果物に首を伸のばして食べ、ミルバードのナツは高い木の枝に実るサクランボなどの小さい果実を食べる。

　巨象のムツキは、その長い鼻を使って、高い場所にぶら下がるようにしてなるスイカやメロン、その他大きな果物を器用にもぎ取り、レティーアや使役ＭＯＢたちに食べていない果物を分け与あたえる。

　大きくて食べづらい果物は、ルカちゃんがバスタードソードで叩たたき斬きり、手て頃ごろなサイズにカットしている。

「ほわぁっ、この草食獣。毛並みすごいいいよ！　モフモフだぁ！」

　私が新たに召しよう喚かんされた白いモコモコした草食獣のハルに抱だき付けば、毛並みの柔やわらかさにどんどんと体が沈しずんでいく気がした。

　ハルは、私が抱き付いても嫌がる素そ振ぶりを見せないため小さな感動を覚える。

「でも、レティーアの食べっぷり凄すごいよね。ボクらはたまに満腹度を回復する程度だけど、何か特別なことでもあるの？」

　ヒノちゃんは、装備を長なが槍やりに切り替かえて、フルーツの木の上の方に【黄金果実】が隠かくれていないか探しながら、レティーアに尋たずねる。

　尋ねられたレティーアは、一度食べる手を止めて、考える素振りを見せてから答えてくれる。

「私は、【食い溜だめ】というセンスを持っているのでその影えい響きようですね」

「【食い溜め】？」

　あまり聞き慣れないセンスに尋ね返すと、レティーアは頷き答える。

「取得条件は、一定ＳＰを確保すること、それと満腹度の上限を超こえても大量に食べ続けることの二点を満たすことで発生するセンスです」

　その効果は、満腹度の上限にセンスのレベル分が追加されるという点。そして、もう一点は──

「私は、不足しているＭＰの召喚コストを満腹度で補っているんです」

　そう言って、ムツキを見上げて説明してくれる。

　使し役えきＭＯＢの召喚には、ＭＰの最大値をコストとして使用する。

　例えば、草食獣のハルがレティーアのＭＰの二割、ミルバードのナツも二割。そして、ガネーシャのムツキは、幼獣だが大型に近いＭＯＢであるためにその召喚コストは、レティーアの全ＭＰの約六割。

　普ふ通つうでは、三体同時に召喚し続けるのは不可能であり、ムツキを召喚すると他ほかのアーツや魔ま法ほうスキルなどの攻こう撃げき手段を使えない。

　そのために、満腹度の減少速度を通常の何倍にも早めてＭＰをブーストした状態で【魔力】【調教】【食い溜め】の三種類のセンスを重点的にレベリングしているとのことだ。

「戦うとお腹なかも空すきますし、私あまり強くないですから……まぁ、食べるのが好きというのも理由ですけど」

　レティーアの説明に、私では思いつかなかったセンスの組み合わせに驚き、改めてＯＳＯのセンスの可能性の広さを垣かい間ま見みた気がした。

　そして、【黄金果実】を探して森の中を進む。レティーアのために見つけた果樹から大量の果物をインベントリに回収しながら進む中、時折この付近のエリアの雑ざ魚こＭＯＢの代表であるケダマオニたちが集まって来る。

　小型の弱いＭＯＢであるため軽く私の片手剣けんやヒノちゃんの長槍で攻撃されただけで光の粒りゆう子しとなって消える。

　そして、しばらく進み森の中の水場とその傍そばにある別の果樹の天辺付近で光り輝かがやく果実を見つけた。

「あっ!?　あれ、【黄金果実】じゃない!?」

　私たちがやっと見つけた【黄金果実】は、魔法攻撃力を上じよう昇しようさせるブドウタイプであった。

　房ふさに実った黄金の粒つぶは、他の果物に比べて光を反射して神こう々ごうしく見える。

「おおっ!?　あれが【黄金果実】、実物を初めて見ました」

「それじゃあ、早さつ速そく採らなきゃ！」

　このメンバーの中で一番身軽な私が、【行動制限解除】のセンスの補正を受けて、果樹に駆かけ上がる。

　そこそこ太い枝に登り、するするとブドウの【黄金果実】を目指して進んでいく。

「あとちょっと……」

「ミュウさん、気を付けて！」

「ミュウちゃん、あとちょっとだよ！」

　最後に細めの枝に足を掛かけて、ブドウの【黄金果実】に手を伸ばし、背伸びをする。

　下からルカちゃんたちの注意と応おう援えんを受け、手が届く寸前──真横から紫むらさき色いろの太いものが伸び、その先せん端たんがブドウの【黄金果実】に触ふれ、そのままもぎ取って奪うばい去って行った。

「盗とられた!?　くぅ、あいつか！」

　私は、振ふり返り【黄金果実】を奪った相手を確かめる。

　その相手は、長い紫色の舌先に【黄金果実】をくっつけて、するすると口の中に戻もどしていくカメレオン型ＭＯＢ・盗ぬすつ人とカメレオンだった。

「それは、私たちのだ！　返しなさ──きゃっ!?」

　姿を徐じよ々じよに消していく盗人カメレオンを逃にがさないために、その場で跳とびかかろうと膝ひざを曲げて力を溜ためる。

　そして、一気にそれを解き放とうとした瞬しゆん間かん、バキッと足元の枝が跳ぶための反動に耐たえ切れなくなり折れて私を空中に投げ出す。

「「ミュウさん（ちゃん）!?」」

　不安定な体勢で果樹の天辺付近から投げ出された私は、【行動制限解除】で体勢を立て直し、適当な木の枝に摑まろうと手を伸ばす。

　だが、【黄金果実】を回収した盗人カメレオンがそれを阻そ止ししようと再び勢いよく紫色の舌を伸ばし、私の足首を摑み、周囲の何もない空間に引っ張り込む。

　落下する私を嘲あざ笑わらうように見下ろす盗人カメレオンは、徐々に体を透とう明めいにして隠れ、空中に放ほうり出された私は、落下の衝しよう撃げきに備えて受け身の体勢を取るしかない。

「ハル、お願いします！　──《ウール・ガード》！」

　そんな私の落下地点に駆け込んでくる草食獣のハルは、ボフンと軽快な音と共に柔らかな体毛を膨ふくらませて、セーフティーマットのように落下の衝撃を吸収して私を優やさしく包み込む。

「ミュウさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「ルカちゃん、無事だよ～。それとハル、ありがとう～」

　プシュゥッと膨らんだ体毛を萎しぼませるハルに抱き付きながら感謝を伝える。

「……だめだ。見失っちゃった。【隠おん密みつ】系のセンスを持ってるなら、ボクじゃ見つけられないよ」

　ヒノちゃんは、長槍を構えて警けい戒かいしたまま、見失った盗人カメレオンを捜さがすように辺りを見回すが、透明化した盗人カメレオンを捕ほ捉そくすることはできない。

「困りましたね。対たい抗こうするために【発見】系のセンスが必要ですけど」

「私たち持ってないもんね。そうなると、受け身になるかなぁ」

　相手が攻撃してきた時、姿を現す瞬間に反撃するくらいしか方法が思いつかない。

　とりあえず、この場で何い時つ襲おそってくるか分からないＭＯＢを待ち構えるより他の【黄金果実】を探した方が良いのではないか、とちらりとレティーアに目を向ける。

「絶対に許しません」

　肩かたに乗るミルバードのナツの喉のど元もとを撫なでながら呟つぶやくレティーアは、静かに怒いかりを見せていた。

「食べ物の恨うらみは恐おそろしいんです。ナツ、空から索さく敵てき。ムツは、水を吸い上げて！」

　レティーアの指示で飛び立つミルバードのナツを見上げ、ガネーシャのムツキが水辺の水を長い鼻で一気に吸い上げる。

「ナツ──《サイトリンク》」

　レティーアが片目を閉じ、上空に飛び立ったミルバードの所持する視界共有スキルを通して、上空から盗人カメレオンを捜す。

「やっぱり、【発見】系センスを持つナツの目を通して見れば、見つかります。ムツ、あの木の上に放水」

　レティーアの指示でガネーシャのムツキが長い鼻を伸ばして、指示された場所に向けて、吸い上げた水を一気に放水する。

　放水された大量の水が木の幹に張り付く何かに叩き付けられ、そして耐え切れなくなったのか、姿を現す盗人カメレオン。

『シュル』

　ボトリと木の幹から落下し、再び隠れて逃げようとするが、私たちは、その隙すきを逃のがさない。

「さっきはよくもやってくれたね！　──《フィフス・ブレイカー》！」

「はぁ──《ショック・インパクト》！」

「【黄金果実】を返せぇ！　──《一点突つき》！」

　私は五連続の斬ざん撃げきアーツを放ち、ルカちゃんが打撃系のアーツで動きを鈍にぶらせ、ヒノちゃんが長槍を鋭するどく突き出し、地面に縫ぬい付ける。

『シュルルルッ──』

　最後の鳴き声を上げて、盗人カメレオンは光の粒子となって消えるが、横取りされた【黄金果実】は戻らずに、私たちは深い溜ため息いきを吐はき出す。

「あーあ、折角【黄金果実】を見つけたのにまた探し直しだよ」

「ですけど、食べ物の恨み、晴らしました」

　表情には大きな変化はないが、ぐっと小さく拳こぶしを握にぎり、やった、とポーズするレティーア。だが、次の瞬間、きゅるるるる～、という可愛かわいらしいお腹の音と共にふらりと地面に倒たおれる。

「大丈夫!?」

「……お腹が空きました」

「あー……」

　地面にうつ伏ぶせに倒れたまま、そう答えるレティーア。

　使役ＭＯＢのスキル発動に必要なＭＰは、召喚したプレイヤーのＭＰが全すべて肩かた代がわりするのだ。

　ただでさえ、ムツキたちを複数召喚して不足しているコストを【食い溜め】センスで補っていたのに、そこで更さらに使役ＭＯＢのスキルを使い、本来不発で終わるはずのスキル発動が、満腹度の急速な減少で成功したのだ。

　そのために満腹度が一定以下になることで発生するステータス低下などの状態異常バツドステータス。

　私たちは、インベントリに回収していた果物を取り出し、レティーアに食べさせ、満腹度が回復するまでしばし休きゆう憩けいを取るのだった。
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「ふぅ、落ち着きました。ありがとうございます」

「凄すごいねぇ。あんなに多くの果物を食べちゃった」

　レティーアの細い体に入るとは思えない量の果物がどんどんとその口の中に吸い込まれている光景を見た私は、一種のビックリ映像を見ているような気分になった。

「すみません。【黄金果実】の探たん索さくを中断させてしまいました」

「気にしなくていいよ。ボクたちもちょっと休憩したかったし」

　手をブラブラと振って気にしてないことを伝えるヒノちゃん。あんな透明になって近づいてくる敵ＭＯＢなど対抗するセンスがなければ、私たちが受け身になるのは仕方がない。

「それじゃあ、今度こそ【黄金果実】を探しに行きましょうか」

「そうだね！　今度こそ見つかるといいね！」

　私たちは、水場の近くの果樹から離はなれ、別の果樹を探す。

　その探索の際にも、レティーアと色々お話ししながら普ふ通つうの果実を集めつつ、見つけた果実を食べながら進む私たちだが、レティーアがふと足を止めた。

「どうしたんですか？　何かありましたか？」

　不思議に思いルカちゃんが問いかけると、レティーアは表情を変えずに答える。

「そろそろ、果実を食べるのも飽あきてきましたね」

「いや、まぁ、それだけ食べれば飽きると思うよ」

　さきほどからずっと食べ続けていれば、果物の味も飽きるだろう、と言うか、私は見ているだけで若じやつ干かんお腹なか一いつ杯ぱいだ。

　そんなレティーアは、インベントリからパンの詰つめ合わせのバスケットを取り出し、サンドイッチを食べる。

　するとレティーアの使し役えきＭＯＢたちも食べていた果物を一気に飲み込んで催さい促そくを始めるので、レティーアがそれぞれに渡わたしていく。

　そして、美お味いしそうに食べるシャキシャキのレタスの挟はさまったサンドイッチを見て……

「「ごくり……」」

　私とヒノちゃんは、同時に生なま唾つばを飲み込む。

　ふわふわの食パンとレタスを嚙かみ千切る瑞みず々みずしい音、挟んだパンの間から見える肉厚なハムの存在感。

　食傷気味だった私は、思わずそのサンドイッチを食べたいと思ってしまう。

「……食べますか？」

　私たちの視線に気づいたレティーアは、小首を傾かしげながら尋たずねるので私たちは、頷うなずいてバスケットに手を伸のばし、サンドイッチをいただく。

「んんっ！　美味しいね。新しん鮮せんシャキシャキ、ハムの塩気、内側には薄うつすらとバターが塗ぬられて、食パンふわふわ。シンプルで素そ朴ぼくな味わいだけど美味しいね」

　ヒノちゃんが食レポよろしくとばかりに解説するが、私はこのサンドイッチを食べたことがある気がする。

「うーん。どっかで食べたような気がするけど、どこで食べたっけなぁ？」

「そうなんですか？　これは貰もらい物なのでどこで売っているとか知りません。今度探して買いに行かないといけませんね」

　私は、喉元まで出かかった記き憶おくにもどかしさを感じるが、答えが出る前に近くの木の上から音が聞こえてそちらを仰あおぎ見る。

「むぅ、フェアリーパンサーかぁ、邪じや魔ましないでよね」

　あと少しで答えが出そうなのに、と不ふ機き嫌げんになる私は、剣けんを構えるが、レティーアが手を広げて、私の動きを止める。

「私が出ます」

「レティーア！　使役ＭＯＢなしで戦うのは危ないよ！」

「大丈夫です」

　そう言って、確固たる自信を持って、木の上のフェアリーパンサーに挑いどんでいく。

　レティーアが目の前に進めば、フェアリーパンサーは木の上から背中の妖よう精せいの翼つばさの滑かつ空くうを利用して飛び降りてくる。

　じりじりと警けい戒かい心しんを露あらわにするフェアリーパンサーに対してレティーアは、バスケットの中のサンドイッチを一つ取り出し、それを差し出し、餌え付づけを始めた。

　そして、レティーアの手を丸ごと飲み込む様子に私たちは驚おどろき、駆かけ出そうと一歩踏ふみ込むが、レティーアのＨＰにはダメージはなく、すぐにフェアリーパンサーの口から手がゆっくりと引き抜ぬかれる。その様に見ているこっちは冷や冷やする。

『──グォ』

　響ひびく鳴き声でもっと、と催促するようなフェアリーパンサーに対して、更にサンドイッチを渡していくレティーア。私たちの横には、どんどんとサンドイッチを食べていくフェアリーパンサーを恨みがましく見つめるレティーアの使役ＭＯＢたちがいた。

　そして、十分に食べたフェアリーパンサーは、地面にうつ伏せになり、ぐるるるっと機嫌良さそうな鳴き声を上げる。

　そんなフェアリーパンサーの額に手を当てるレティーアは、調教スキルを使用する。

「──《テイミング》。あなたの名前は、フユです」

　青い波は紋もんが広がり、調教が成功したのか、フェアリーパンサーのメニュー表示がノンアクティブのＭＯＢから味方に変わった。

　レティーアは調教に成功し、無防備にお腹を晒さらしているフェアリーパンサーのフユをわしゃわしゃと両手で優やさしくマッサージする。

「それにしても、レティーアのネーミングってちょっと変だよね。春夏秋冬。なのは分かるけど、なんで秋を飛ばしてフェアリーパンサーにフユって名付けたの？」

　そんなレティーアにヒノちゃんが問いかければ、レティーアは、振ふり返らずに答えてくれる。

「今、狙ねらって交こう渉しよう中のＭＯＢがいるんです。だから、アキは、その子の名前に用意してあるんです。あと、ちょっとレアなＭＯＢは、旧きゆう暦れき月名に決めているんです」

　だから、一いつ般ぱんＭＯＢが四季で、レアＭＯＢが月名なのか。だが、その内、一般ＭＯＢの方が足りなくなったらどうするのだろうか？

「それに数が足りなくなったら数字を当てます。ドイツ、スペイン、イタリア語あたりで名前っぽいの選べばいいと思いますよ。ビバ、ナンバー制」

　そう言って、ニヤッとほんの一いつ瞬しゆん笑うレティーアに、確かに分かりやすい、と私は苦笑いを浮うかべてしまう。

　そして、私たちも近寄ればレティーアのマッサージを受けて完全に野性を失ったフェアリーパンサーのフユを見ることができる。

　レティーアのマイペースで自然と自分のペースに巻き込み、使役ＭＯＢと関かかわっている姿に私たちも自然と表情が綻ほころぶ。

「どうですか？　撫なでてみます？」

　私たちの視線に気が付いたのか、レティーアは、私たちを見上げて尋ねてくる。

「えっ、ホント!?」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　私は、そんなレティーアの頭を撫でる。

「……？　違ちがいますよ。撫でるのは、フユですよ」

　そう指し摘てきしてくるもレティーアは嫌いやがる素そ振ぶりを見せず、気持ち良さそうに目を細めて私の手に逆にもっと撫でて欲しいと言うように頭を傾かたむけてくる。

　私は、末っ子だから分からないけど、妹とかが居たらこんな風なのかなと考える。

　今日みたいにレティーアに振り回されたり、頭撫でてあげたくなったりするのかもしれない。
















　ペースを乱されるのに最初は戸と惑まどったけど、嫌じゃないと感じたことをお姉ちゃんたちは、いつも感じているのかな、とも思う。

「ほぉ、顎あご下したモフモフ、モフモフだよ！」

「カッコイイですね。それに意外と足や体もしっかりしていて軽い人なら騎き乗じようできそうですね」

　ヒノちゃんがフェアリーパンサーの顎下を撫でれば、ごろごろと鳴き声を上げ、ルカちゃんが肉球や足をふみふみとマッサージして分ぶん析せきしている。

　そして、私たちがフユの体を十分モフモフしたところで、すっと起き上がったフェアリーパンサーがレティーアに背を向けて歩き始める。

　そして、しばらく進み、振り返り立ち止まる。

「……何でしょう？」

「ついて来い、って言ってるみたい。ついて行こうよ！」

　私が言い、全員でフユの後を追う。レティーアの使役ＭＯＢとなったフユは、こちらに危害を加えることなどはないだろうし、何かあるなら見てみたい。

　そして、フユに案内された先には──

「おおっ!?　やった！　【黄金果実】だ！」

　私たちが見上げた先には、スイカの【黄金果実】が実っていた。

　抱かかえるのも大変そうな大玉の金色に輝かがやくスイカを見上げる私たちの前で、フェアリーパンサーのフユは、木の幹を駆け上がり、スイカの【黄金果実】のところまで辿たどり着くと前まえ脚あしの爪つめに風を纏まとわせ、振り抜く。

　それにより、【黄金果実】に繫つながる蔓つるが切れ、自然と落ちてくる。

　草そう食しよく獣じゆうのハルが再び毛を膨ふくらませて落ちてくる【黄金果実】を優しく受け止め、それをレティーアが取り上げる。

「やりました。今度こそ、採れました」

　そう言って、私たちに見えるように掲かかげるスイカの【黄金果実】。

「早さつ速そく、食べましょう」

「なら、八等分ですね」

　今度は、ルカちゃんの手に渡わたったスイカの【黄金果実】をバスタードソードで綺き麗れいに八等分に切り分ける。

　それを一つずつ私たちとレティーアの使役ＭＯＢが受け取る。

「それじゃあ、マイスプーン用意。いただきます」

　インベントリから自分のスプーンを取り出し食べ始めるレティーア。

　そして、それに合わせて勢いよく食べ始める使し役えきＭＯＢたち。

　私たちもその様子を見ながら、自分のスイカを一口食べる。

　スイカの【黄金果実】は、外皮は金色に輝いているが、中は普ふ通つうの赤いスイカで、種は黄金の粒つぶである。

　そんなスイカを一口食べれば、その瑞みず々みずしさと甘さにこれまで食べてきたどのスイカよりも美お味いしく感じる。

　それに食べることでＤＥＦのステータスも一時的に上じよう昇しようしている。

　気が付けば、あまりの美味しさに全すべて食べ終えて、その余よ韻いんに浸ひたっていた。

　そして、レティーアたちの方を見れば、草食獣のハルとフェアリーパンサーのフユが既すでに【黄金果実】を食べ終え、自分の口の周りに付く汁しるを舐なめ取っている。それすらも無くなり、まだ残っているレティーアとミルバードのナツのスイカを狙い始めるが──

『パオオッ──』

　二匹ひきの目の前を遮さえぎるように鼻を伸のばすガネーシャのムツキ。まるでダメ、と言っているような感じの長い鼻越ごしに【黄金果実】を食べている姿を見て、二匹は涎よだれを垂らしている。

　ちょっと可か哀わい想そうな気もするが、私の分は食べちゃったし、他ほかに渡す食べ物もないので見守っていると、ミルバードのナツは、その体格より大きな【黄金果実】の一切れの三分の一を食べて、お腹なかいっぱいになったのか、レティーアの肩かたに飛び移る。

「もういいんですか？　食べたそうにしているハルとフユに分けていいんですか？」

　頷うなずくように小さな頭を縦に振って、囀さえずるような鳴き声で返事をするナツ。

　そして、レティーアが残ったスイカの赤い部分を切り分け、ハルとフユの前に置く。

「ハル、フユ、待て」

　慣れているのかハルは、スイカを置かれた段階で食べたそうにするが、それでも食べる素振りを見せず、フユは置かれた段階で跳とびかからんばかりに前のめりになるが、待てと言われて渋しぶ々しぶ、座る姿勢を直し我が慢まんする。

「食べていいですよ」

　レティーアの許可と合わせて勢いよく食べる二匹に私たちは、微笑ほほえみを浮かべる。

「癒いやされるねぇ。こういう光景」

　私がその光景を見ていると、ルカちゃんもヒノちゃんも頷く。

　そして、別れの時間がやって来る。

「今日はありがとうございました。色んな果物を集めることができましたし、念願の【黄金果実】を食べることができました」

「あはははっ、ホントは、七種類全部を制せい覇はしたかったけど、結局見つけたのは、ブドウとスイカだけで、ブドウは敵ＭＯＢに食べられちゃったもんね」

「でも、美味しかったです。今度は、そのままではなく、フルーツポンチにでもして食べたいと思います」

「なにそれ、美味しそう！」

　別れ際ぎわにまさかの飯テロ発言とは、今度【黄金果実】を手に入れたらユンお兄ちゃんになにか作ってもらおう。

　スイカでフルーツポンチ、梨なしやリンゴでタルトとか、それを考えただけで涎が垂れそうになる。

「改めて、今日はありがとうございました。ミュウさん、ルカートさん、ヒノさん」

　そう言ってレティーアはぺこりと頭を下げて、ガネーシャのムツキの足を足場に背に飛び乗り、去っていく。

　不思議な出会いだったなぁ、と思い返しながら、レティーアが見えなくなったところで気が付く。

「あー！　フレンド交こう換かんするの忘れてた！」

「そうですね。私もまったりとした雰ふん囲い気きですっかり忘れてました」

「でも、案外またすぐに会えるかもしれないよ。だって凄すごく目立つもん」

　ヒノちゃんに言われて、確かにその通りだと思う。多分、探さなくても見つかるかもしれない、と自分で納なつ得とくする。

「そうだね。きっと、また会えるね」

　私たちもレティーアとその愉ゆ快かいな仲間たちと再会できることを楽しみにしつつ、その日はログアウトするのだった。







　　　十五話　ハロウィンとお菓か子し作り







　十月下げ旬じゆん──リアルではそこかしこにハロウィンの飾かざり付けが見られる中で、ＯＳＯでもハロウィンの雰囲気に包まれていた。

「やっぱり、ハロウィンだからオバケの仮装は鉄板だよね」

「ですけど、最近は、仮装というよりコスプレと言った方が近いかもしれませんね」

　ＯＳＯでは、ハロウィン当日にプレイヤーによって仮装パレードが企き画かくされており、それに参加するために、私たちのパーティーも露ろ店てんで仮装用のアイテムを探している。

　露店を見ながらあれでもない、これでもないと話していると、ハロウィンの思い出話になった。

「……ミュウさんとルカートは、ハロウィンの思い出とかある？」

　しゃがみ込んで露店のハロウィンのヌイグルミを手に取るトビちゃんがこちらを見上げながら尋たずねてくる。

「ハロウィンの思い出ですか？」

　顎に指を当てて悩なやむルカちゃんは、何かを思い出して苦笑いを浮うかべる。

「仲のいい友達とお菓子を交換したり、近所の友達の家にお菓子を貰もらいに行きましたね」

　まぁ、親同士が示し合わせてお菓子を用意していたんでしょうけど、楽しかったですよ、と答えるルカちゃん。

　ルカちゃんの微笑みに釣つられて微び笑しようを浮かべるトビちゃんは、次に私に視線を向けてくる。

「ハロウィンはねぇ。だいたい、私がユンお姉ちゃんたちにお菓子を催さい促そくして作ってもらったりするかな？」

　今までに作られたお菓子は、カボチャプリン、三色野菜のクッキー、スイートポテト、キャンディーなど指折り数える。

　お菓子の名前を口にすると、少し離はなれていた場所の露店を見ていたヒノちゃんたちが戻もどって来た。

「なになに？　ミュウちゃん、なに話してるの？」

「お姉ちゃんたちに今までハロウィンで作ってもらったお菓子を思い出していたところ」

　話の途と中ちゆうで加わって来たヒノちゃんたちに説明する。

「セイさんとユンさんのお菓子かぁ。美味しそうだよね。当日貰えるかな？」

「うーん。そうだね。セイお姉ちゃんはイベントとか結構好きだし、ユンお姉ちゃんもマメだから二人とも用意しているかも」

　セイお姉ちゃんは、ＯＳＯでは【料理】センスを持っていないから【料理】センス持ちのプレイヤーかＮＰＣから購こう入にゆうするかもしれないが、ユンお兄ちゃんは、たぶん手作りだ。

「せやけど、貰う前提ってのもあれやし、こっちから渡わたしたない？」

　コハクの言葉に、渡すという選せん択たくを考える。

　いつもは、セイお姉ちゃんやユンお兄ちゃんからお菓子を貰うだけだったが、たまには私からお菓子を手渡す、というのもアリかもしれない。

　それにＯＳＯは、仮想現実の世界だ。もしも、料理に失敗しても実際の食材が無む駄だになるわけじゃない。

「うん、いいかも！　今年は、パレードに参加して知り合いにお菓子を配るのも楽しそう！」

「いいね！　ボクも賛成！」

　私の突とつ発ぱつ的な思い付きにヒノちゃんも同意してくれる中、ふふふっ、と怪あやしい笑い声が聞こえて反射的に身を硬かたくする。

「お菓子を持っていれば、美少女たちにトリック・オア・トリートしてもらって、あえて渡さずにイタズラされるプレイも……」

　じゅるり、と垂れそうな涎を拭ぬぐうリレイにコハクがジト目を向け、私やヒノちゃんたちは苦笑いを浮かべる。

「ですけど、お菓子はなにを作ればいいんでしょうか？」

　そんな中、ぽつりと呟つぶやくルカちゃんの一言に私は、固まる。

　疑問を浮かべるルカちゃんの視線から逃のがれようとそっと目を逸そらすが、呆あきれた様子のコハクに見つかってしまう。

「まさか、ミュウ。何も考えてへんとちゃうか？」

「そ、そんなことはないよ！　うん、そうだね！　料理を教えてくれる人にお菓子作りを手伝ってもらおう！」

　私は上うわ擦ずった声でコハクに答える。頼たよれるべき相手はすぐに思い浮かんだ。

「さぁ、行こうか！　料理を教えてくれる人のところに！」

「ミュウさん、待ってくださいよ！」

　走り出す私を追い掛かけて、ルカちゃんやヒノちゃん、トビちゃん、コハク、リレイが後からくる。

　そして、向かった先は、第一の町の南側にあるお店──

「ユンお姉ちゃん！　お菓子作り教えて！」

　飛び込んだ先は、ユンお兄ちゃんのお店である【アトリエール】。

　ユンお兄ちゃんなら何だかんだで、お願いすればお菓子作りを協力してくれるはずだ。

　お店に入って最初に目に入った光景は、長い髪かみの毛を後ろに一ひと纏まとめにしてエプロンを着け、フライパンとサツマイモをそれぞれの手に持ったユンお兄ちゃんの姿だった。

「どうしたんだ？　ミュウ。それにルカートたちも……」

　ユンお兄ちゃんは手に持っていたフライパンとサツマイモをテーブルに置き、こちらに尋ねてくる。

「はぁ、はぁ……いきなり、押しかけては、迷めい惑わくですよ」

「えっと……とりあえず、お店で休むか？」

　後から追いつき、息も絶え絶えになりながら注意してくるルカちゃんに、ユンお兄ちゃんは休むよう勧すすめる。

　そして全員分のお茶を用意してくれた。

「それで、いきなり店に来て『お菓子作りを教えて』ってどういうことだ？」

「ハロウィンが近いでしょ？　ＯＳＯで仮装パレードに参加してお菓子を配り歩きたいかな～って思って」

「そのためにお菓子作りを教えてもらいにきたのか？」

　ユンお兄ちゃんの言葉に、私は、頷うなずく。

「お願い、ユンお姉ちゃん」

　私は、上うわ目め遣づかいで頼たのみ込む。

「全く、仕方がないな」

　長い溜ため息いきと共に、了りよう承しようしてくれる。

「やったぁ！　ありがとう、ユンお姉ちゃん！　大好き！」

　私は、カウンター越ごしに身を乗り出してユンお兄ちゃんの両手を取る。

　私からの好意を真っ直すぐに受けて照れたのか、少しだけ頰ほおを染め、顔を背そむけるユンお兄ちゃん。

「ふふふっ、仲のいい姉し妹まいで羨うらやましいですね。眼福眼福」

　リレイの呟きに、ユンお兄ちゃんは顔を赤くしたまま不ふ貞て腐くされたような表情を浮かべる。

　しかし私の握にぎる手を無理やり振ふりほどこうとしないあたり、ユンお兄ちゃんの優やさしさを感じる。

「ミュウ。分かったから、その手……」

「あ、ごめんね」

「はぁ、全く……」

　恥はずかしさに赤くなった顔を隠かくすように、溜息交じりの口くち癖ぐせを呟いてからユンお兄ちゃんが落ち着く。

「それでお菓子作りって言うけど、何を作りたいか決まっているのか？」

「ううん、全然決まってないよ」

「そうですね。私たちでも簡単に作れて沢たく山さん配れるものが良いと思います」

　ルカちゃんがハロウィンで配るお菓子の補足をすると、ユンお兄ちゃんが顎あごに手を当てて考え込む。

「そうなると、定番のクッキーとかかなぁ。でも、ＯＳＯだとインベントリがあるから持ち運びしづらいお菓子でも大だい丈じよう夫ぶか」

「はいはーい！　私チョコレートケーキ作りたい！」

「私は、カボチャを使ったお菓子を作ってみたいですね」

「……私は、プリンでも」

「ボクは、料理とか殆ほとんどやったことないから簡単なものかな」

「うちもルカートと同じように野菜を使ったお菓子かな」

「ふふふっ、悩ましいですけど、余り種類が多くてもユンさんが大変でしょう。私は、手が必要なところを手伝いますよ」

　私たちの意見を聞いて、ユンお兄ちゃんがすぐさまそれぞれに適したお菓子を提案してくれる。

「ミュウは、チョコレートケーキって大丈夫か？　まぁ、やりたいなら手伝うけど……あと、ルカートとトウトビの二人はカボチャプリンとかどうだ？　ヒノは簡単なクッキー、コハクは、ニンジンのシフォンケーキがいいかもな」

　さらさらと出てくるお菓子の名前にみんなが生なま唾つばを飲み込む。

「カボチャプリン……でも、それは配り歩く時には不便じゃないですか？」

「せやな。それに配るなら沢山作らなあかんって」

　おいしそうなお菓子の名前に食べたいという気持ちを抑おさえつつ、問題点を指し摘てきするルカちゃんとコハク。

「……ですけど、一度作ってみないと分かりません」

「そうだね。一度作ってから判断しない？」

　しかし、トウトビは反対の意見を述べ、それに同意するヒノちゃん。

　すると、ユンお兄ちゃんはみんなの意見をまとめて結論を出す。

「わかった。今は時間がないから後日ちゃんと時間をとって、一通りのレシピを試ためしてみようか」

「なら、食材は私が全部用意するよ！」

　露ろ店てんで売られていたアイテムの中には、ハロウィン用の食材系アイテムも含ふくまれていたので集めるのは簡単だ。

　今からハロウィンのお菓か子し作りが楽しみだ、と思っているとカウンター側にいる一角獣ユニコーンのリゥイと黒こく狐このザクロが近づいてきた。

「きゅぅ～」

「ん？　ああ、リゥイにザクロ。悪い、待たせて。すぐにおやつにするよ」

「そう言えば、私たちが来た時サツマイモを持っていたけど、何か作るつもりだったの？」

　料理を中断させてしまったことを思い出した。

　サツマイモを使ったハロウィンのお菓子でも作るのかと期待しながら尋たずねれば、予想とは違ちがう答えが返ってきた。

「ちょうど、沢山サツマイモ貰ったから、大学芋いもと芋けんぴ」

「チョイスがちょっと渋しぶいね」

「ふふふっ、ユンさんの素そ朴ぼくなところ嫌きらいじゃないですよ」

「まぁ、とりあえず今から作るからちょっと待ってくれ」

　ユンお兄ちゃんは再びフライパンとサツマイモを持ち、おやつ作りを始める。

　一口大に切ったサツマイモを軽く炒いため、その後、バターとハチミツを絡からめたたれで表面をコーティング。

　最後にパラパラと黒ごまを振って完成。

　リゥイとザクロがまだハチミツの糸を引くホクホクのサツマイモを口に含んでハフハフと熱さを逃にがしながら食べている。

　私たちも貰もらって味わってみる。

　シンプルな調理なので、サツマイモの甘さがよく分かる。

　私たちが食べている間に、ユンお兄ちゃんは新たに芋けんぴを作る。

　短たん冊ざく切りにしたサツマイモを軽く油で揚あげ、ドロドロに煮に詰つめて作った水みず飴あめを手早く絡めて冷ましている。

　こちらは、細長くスナック感覚でサクサク食べられるので、冒ぼう険けん途と中ちゆうの満腹度回復にちょうどいい手軽さがある。

　ただ十代の若い子向けではなく、お母さんの手料理的な素朴さのあるおやつだ。

　大学芋を食べるリゥイと細長い芋けんぴを前まえ脚あしで押さえてカリカリと食べるザクロを眺ながめるユンお兄ちゃん。

　それを見ながら、こんなだから余計に【保母さん】要素を強めているのでは？　と思ってしまう。
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　ルカちゃんたちと時間を合わせてお菓子作りを行う当日、臨時休業している【アトリエール】にみんなが集まる。

　私は、インベントリから事前にお菓子作りのために集めた食材を取り出す。

「さぁ、今度こそ気を取り直してお菓子を作ろう！」

「おー！」

　私の掛け声と共に元気よく答えるヒノちゃんだが、他ほかのみんなは、困ったように笑い、ユンお兄ちゃんだけは、頭痛を堪こらえるようにこめかみに指を押し当てる。

「ミュウ。砂糖や小麦粉、バター、それに野菜とかは正しい。それにチョコを作るためにカカオ豆をそのまま持ち込んだのは、まだいい。だけど、これはなんだ！」

　そう言って、ユンお兄ちゃんが指差す先にあるのは、緑や黄色や赤の香こう辛しん料りよう。

「えっと……ワサビとマスタード、それにトウガラシ？」

「ほぅ、ミュウの作るお菓子には、ワサビやマスタード、トウガラシが入るのか？」

　腰こしに手を当ててジト目を向けてくるユンお兄ちゃん。

　私は、逃げるように視線を逸そらしながらも答える。

「えっと……それは、ロシアンルーレット用の具というか、ちょっとしたハロウィンのイタズラ用というか……」

「ミュウ、これは没ぼつ収しゆうだ」

「そんなぁ～」

　そう言って、速そつ攻こうでそれらの香辛料などは、ユンお兄ちゃんの手によって仕し舞まわれる。

　私は軽くしょんぼりし、近くにいたルカちゃんの胸に飛び込む。

「ルカちゃん、慰なぐさめてよ～」

「全く。いつも食べ物で遊ぶなって言ってるだろ」

　ユンお兄ちゃんは私の様子など気にも留めず、すぐに用意した食材を検分し、私たちが作るお菓子に必要な食材を分ける。

　チョコレートケーキ担当の私。

　カボチャプリン担当は、ルカちゃんとトビちゃん。

　クッキー担当のヒノちゃん。

　ニンジンのシフォンケーキ担当のコハク。

　最後に他の人の手伝いでフリーのリレイ。

「それで、私たちは本当にお菓子作りできるんでしょうか？　【料理】センスを持ってませんよ」

「それは大丈夫。ここの道具は全部、センス未所持者に対する体験用の補助アイテムとかだから」

　そう言って、それぞれが担当するお菓子のレシピのメモを渡わたすユンお兄ちゃん。

　ここにあるアイテム【スイーツ・ファクトリー】は、夏のキャンプイベントで手に入ったお菓子作り専用の料理道具である。

　その効果は、お菓子系の料理アイテムの効果を微び増ぞうさせることだが、副次的な効果として【料理】センスが無くても料理判定を発生させることができる。

　ただ、判定が発生するだけで【料理】センス持ちのような出来上がった料理にステータス補正は付ふ与よされない。

　そして私は渡されたチョコレートケーキのメモに目を通す。その間にも、早さつ速そく、調理を開始する他のみんなは──

「ユンさん、カボチャプリンを作る時のカボチャはどう処理します？」

「皮と種、あと棉わたを取り除いて蒸むして柔やわらかくしたら、裏ごしするんだ」

「……この大きなカボチャでランタン作りたいかも」

「ふふふっ、なら私がこの大きなスプーンで中をくり貫ぬきますよ」

「……なら、お願い。私、卵液を作ります」

　カボチャプリン作りにリレイが加わり、包丁とスプーンを使い、大きなカボチャの実の部分だけをくり貫き始める。

　トビちゃんは卵を割ってそこに砂糖と牛乳、香かおり付けのバニラエッセンスを垂らして泡あわだて器で混ぜ始める。

　そして、くり貫き終わったカボチャを蒸し器で蒸している間、ルカちゃんが砂糖と水を鍋なべで焦こげ付かないように煮詰めてカラメルソースを作っている。

「ユンさん！　ボクのクッキーはどうやって作るの？」

「その薄はく力りき粉こ、砂糖、バターだけで作れる簡単なやつだ。とりあえず、分量通りに量ってボウルで混ぜ続けて塊かたまりにするだけでいい」

「わかった！」

　ヒノちゃんへの指示はかなり簡潔だが、レシピ通りに材料を混ぜ続けるだけならお菓子作り初心者のヒノちゃんでもできる。

　むしろ、ＯＳＯでＡＴＫのステータスが高いヒノちゃんは、延々と生き地じを混ぜ続けるような疲つかれる作業には向いている。

「次はうちやね。ユンさん、お願いします。それで何をやればええん？」

「卵黄と砂糖、サラダ油を混ぜ合わせて、後から磨すり下ろしたニンジンと薄力粉、ベーキングパウダーを混ぜ合わせるんだ。その後、メレンゲを加えて生地を焼き上げる」

　そう言って、コハクたちはサクサクと作り始める。

　多少は、不格好な手付きながらも少しずつレシピの工程を熟こなす中、私はまだぽつんと食材の前で立っている。

「む、むぅっ、んんんっ！」

　私は、何もすることができずに唸うなり声を上げていると、ユンお兄ちゃんは一度作業の手を止めてこっちに来てくれる。

「ほら、ミュウの作る方を手伝ってやるから」

「ふぇぇっ！　ユンお姉ちゃん～」

「どこに家庭料理でカカオ豆からチョコレートを作ろうとする奴やつがいるんだよ。全く」

「いや、ユンお姉ちゃんが手伝ってくれるならできるかなぁ？　と思って」

「普ふ通つう、製せい菓か用チョコとか使うもんだよ。まぁスキルを使えば何とかなるか──《調理》」

　ユンお兄ちゃんがカカオ豆を持って、【料理】センスのスキルを発動させるとカカオ豆が発光し、一いつ瞬しゆんにして真っ黒な板チョコに姿を変える。

「おおっ!?」

　その光景を見ていたルカちゃんたちも思わず、感かん嘆たんの声を上げてお菓子作りの手が止まる。

「っ、とまぁチョコの用意はこんなもんかな？」

　そう言って、出来上がった板チョコをパキパキと素す手でで割り、手て頃ごろな大きさにして、大きめのお皿に載のせていくユンお兄ちゃん。

　そんなユンお兄ちゃんに気付かれないように私とヒノちゃんは、こっそりと近づき──

「頂きます！」

「あ、ミュウ！　摘つまみ食ぐいか！」

「ボクもー！」

「ってヒノも！」

　こっそり近づいていた私とヒノちゃんがそれぞれユンお兄ちゃんの脇わきから腕うでを伸のばして板チョコの欠片かけらを手に取り、そのまま口に放ほうり込む。

「んっ!?　苦い！」

「うへぇ、苦過ぎるよぉ～」

　口の中で溶とけた板チョコの苦みは、想像していたチョコの味と違ちがって、思わず声を上げてしまう。

　ユンお兄ちゃんは、そんな私たちの様子に呆あきれたようにしている。

「全く、勝手に摘み食いするからだろ。それに《調理》スキルで使った食材は、カカオ豆だけなんだから、苦いのは当然だ。砂糖が入ってないんだから」

「だってぇ～」

　そんな私とヒノちゃんの前にダークチョコレートの湯ゆ煎せん用のお湯を使って口直しのお茶を淹いれてくれる。

「どうだ。落ち着いたか？」

　私とヒノちゃんは、お茶を飲み、落ち着いたところで頷うなずき、ヒノちゃんは自分のクッキーの生地作りに戻もどる。

「それじゃあ、ミュウの方は、砕くだいた板チョコを湯煎で溶かしてくれ。俺は、卵白でメレンゲ作っておくから」

　そう言って、ユンお兄ちゃんは卵を割って卵白と卵黄に分け、泡だて器で延々と搔かき混ぜる。

　私も大人しくユンお兄ちゃんが用意してくれたお湯の張ったボウルの上に、ガラス製のボウルを載せて、その中に細かく割った板チョコを入れて木ベラで搔き混ぜる。

　素手で細かく砕いたために板チョコを包丁で刻む必要すらなかった。

「ふふふっ、ミュウさんも普通に料理できるんですね。驚おどろきです」

　リレイたちは既すでにカボチャプリンのためのカボチャをくり貫き終わったようだ。

　私の様子を窺うかがいつつ、次にカボチャの皮にナイフで目鼻を刻み、ランタンを作り始めている。ルカちゃんたちもリレイの言葉に小さく笑い、頷く。

「確かにそうですね。ミュウさんは、料理できない、って言いますけど、今のところ問題ないですよね」

「爆ばく発はつ、炎えん上じよう、あとは砂糖と塩を間ま違ちがえる、包丁がどっかに飛ぶとかだよね。ボクでもやらないだろう、って失敗だもん。殆ほとんどあり得ないよ」

「……それはフィクションですから」

「まぁ、普通にお菓か子し作りができてうちは満足やけどな」

「「…………」」

　そんな和なごやかな会話をする一方、私は内心冷ひや汗あせを搔き、ユンお兄ちゃんは黙だまる。

「えっと……もしかして経験済み？」

「一応……で、でも大惨さん事じになってないよ！」

　そう言って慌あわてて言い訳するが、ルカちゃんたちから微び妙みように距きよ離りを取られた気がした。

「爆発は、粉砂糖と小麦粉を火の側そばでひっくり返したことによる小規模粉ふん塵じん爆発。炎上は、焼き過ぎによる炭化炎上、砂糖と塩を間違えてからは、絶対にミュウの前では間違えやすい調味料は置かないようにしている。あと、包丁も絶対に持たせない」

　そう言って、険しい表情のユンお兄ちゃん。そうだったの!?　と改めて私の手元にあるお菓子の材料を見ると、炎上する要素がないように材料は少な目、手順は簡単、刃は物ものは置いていない！　細心の注意を払はらわれていたことに気付く。

「とりあえず、ミュウ以外にも分からないことがあったら俺が手伝うぞ」

「なら、ユンさん。蒸ふかしたカボチャを磨り潰つぶしたんですけど、どうするんです？」

「それならトウトビの作った卵液を濾こし器に通して少しずつ混ぜる。……今の内にカボチャプリンを蒸す、蒸し器の用意をしておくか」

「ユンさーん。クッキー生地ってこんな感じ？」

「いいんじゃないか？　後は、そこのクッキー型で好きに生地を抜ぬいてシートの上に並べればいいぞ」

「うちのシフォンケーキやけど、これでええか？」

「うん。コハクは筋がいいな。これならもう型に流し込んでオーブンで焼こう。待ってる間にホイップクリーム作って食べる時に付けるといいぞ」

　ユンお兄ちゃんは、ルカちゃんたちに乞こわれて皆みなの間を飛び回っている。

　ユンお兄ちゃんに声をかけるのが躊躇ためらわれて、次の工程をどうすればいいか分からない。

　とりあえず作ったメレンゲと溶かしたチョコレートがあるのが見える。

「うーん。レシピを読めばできるよね」

　卵黄と砂糖を溶かしたチョコに入れて混ぜる。その後、メレンゲを加えてふわっと混ぜる。

　ふわっと？　レシピに書いてあった言葉に私は疑問を抱いだく。

　メレンゲはふわふわしているし、適当に混ぜればいいや、と自分の勘かんを頼たよりに分けていた卵黄と目分量の砂糖、そしてメレンゲを一度に投入し、混ぜ込む。

　卵黄は新しん鮮せんで張りがあるためしっかりと潰し、砂糖もチョコを湯煎し続けているためにすぐに溶ける。

　そして、後で気づくのは──

「あっ!?　バターが残ってる。入れなきゃ！」

　特に指示になかったが、用意されたバターも生地に混ぜ込み溶かす。メレンゲのふわふわ感がなくなってドロリとした感じの生地ができた。

　これが正しいのか分からないままホールケーキの型に流し込み、用意されたオーブンの一つに投げ込む。

　これで後はできるのを待つだけだ。

「ヒノちゃん、私手伝うよ」

「ほんと？　じゃあ、クッキー生地を型で抜くの手伝って」

　ヒノちゃんが練ったクッキー生地をめん棒で伸ばして、それを星型やハート型、丸型のテンプレ的なクッキー型を押し当てて切り抜き、シートの上に並べる。

　そうして作業を行っているとお店の内側に段々と甘い匂においが充じゆう満まんしてきた。

「良い甘い匂いですね。お腹なかが空すいてきます」

「……これが終わったら味見したいです」

　カップにカラメルソースとカボチャと卵液を混ぜたものを流し込み、蒸し器の中に並べているルカちゃんとトビちゃん。

　カボチャプリン作りも終しゆう盤ばんに差し掛かかっているようだ。

「せやな。ってホイップクリーム泡立てるの疲れてきたから誰だれか代わってほしいわ」

「ふふふっ、コハク。頑がん張ばってください」

「リレイは、暇ひまなら手伝え！」

　そんな感じで話している皆の中で、唯ゆい一いつユンお兄ちゃんだけが声を潜ひそめている。

「この匂い、チョコケーキ？　ミュウ、まさか自分でやったのか？」

「えっと、うん！　レシピがあるからできるよ！　信用してよ、ユンお姉ちゃん！」

「よっぽどのことがないと失敗しない簡単レシピだけど……まぁ、とりあえず少し見ておくか」

　ルカちゃんたちのお菓子作りを監かん督とくしていたユンお兄ちゃんは、私と一いつ緒しよにオーブンに入れたチョコレートケーキを取り出す。

　ちゃんと時間通りに焼いたはずのチョコレートケーキだが、表面が軽く膨ふくらんでいるが、罅ひび割われて萎しぼんでしまっていた。

　ユンお兄ちゃんが包丁を差し込み、丁てい寧ねいに型からチョコレートケーキを取り外す。

　丸い型の内側が焦こげ付いてしまい、炭化しかけていた。

「そんなぁ、レシピ通りにやったのに」

「あー、これはメレンゲの泡あわが潰れたから膨らまなかったのか。それに型に張り付き防止用のバターが塗ぬられてなかったんだな」

「また失敗だぁ！　昔から料理とかお菓子作りに失敗しかしないよ！」

　泣きそうになる私に対して、ユンお兄ちゃんは、困ったように笑い、焦げ付いた周りの部分を包丁で削そぎ落とし、中身の一部を取り出して私の目の前で食べる。

「うん。見た目失敗だけど、味は悪くない。焦げさえなければ美お味いしいぞ」

「噓うそだよ！　私の失敗したお菓子が美味しい訳がないよ！」

「メレンゲが潰れてチョコレートケーキというよりは生チョコっぽい感じだけど美味しいぞ」

　ほら、と食べやすいサイズで切り分けたチョコレートケーキをフォークに突つき刺さして差し出すユンお兄ちゃん。

「ほら、食べてみろ」

「う、うん。あーん」

　私は差し出されるままフォークに刺されたチョコレートケーキを口に含ふくむと、口の中の温度でトロリと溶けてしまうほど濃のう厚こうだった。

「ホントだ。美味しい！」

「噓じゃないだろ？」

　ユンお兄ちゃんがそう微笑ほほえんでから失敗したチョコレートケーキのカットを再開する。

「ふふふっ、泣きそうなミュウさんの表情や仲のいい姉し妹まいであーんと食べさせあいっこしている姿、ご馳ち走そう様さまです」

　そんな私たちの様子を恍こう惚こつとした表情で眺ながめていたリレイ。

　ルカちゃんたちを見回すと生暖かい視線を向けられる。

「むぅ、何？　どうしたの？」

「いえ、微笑ましいなぁ、と思いまして」

　ルカちゃんの言葉に私は、ユンお兄ちゃんの顔を見るが、私の視線に気が付いたのか、なんだ？　と言ったように小首を傾かしげながら見返して来る。

「ほら、もう一息だぞ。これが終わったら味見ついでに休きゆう憩けいしよう」

「「「はーい」」」

　私たちは、ユンお兄ちゃんの言葉に返事をしつつ、使い終わった道具や食材系アイテムを片付け、お茶の準備をするのだった。
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　チョコレートケーキの失敗はあったが、全員のお菓子が一通り出来上がり、休憩ついでの試食となる。

「とりあえず、みんなお疲つかれ様」

「つかれたぁ～、失敗した～」

「まぁ、頑張ったから良いだろ。ほら」

　そう言って、ユンお兄ちゃんはカウンターに突っ伏ぷした私の頭を撫なでてくれる。

　安心した気分でつい目を細めていると、傍そばにマグカップが置かれた。

「ユンお姉ちゃん、ありがとう」

「残ったチョコレートで作ったチョコレートドリンクだ。甘めに作ったから飲めば落ち着くぞ」

　差し出されたチョコレートドリンクを私も含めてみんなで飲めば、ほっと気の抜けた溜ため息いきが漏もれる。

「それでお菓子作りはどうだった？」

　みんなが落ち着いたところでそう切り出すユンお兄ちゃん。

　最初に、ルカちゃんとトビちゃんは、自分の作ったカボチャプリンについて評価を下す。

「上手にできたと思います。けど、配ることを考えると駄だ目めですね」

「……やっぱりヒノさんのクッキーが配るには最適だと思います」

　ルカちゃんとトビちゃんがプリンを諦あきらめる。
















　ハロウィンに配るお菓か子しをクッキーに絞しぼることにしたようだ。

「でも、とりあえず今はこの試作したお菓子を食べ比べしよう！　ボクたちだけで楽しむのも特権の一つだよね」

「そうだな。はい。こっちがコハクの作ったニンジンのシフォンケーキだ」

　ヒノちゃんの言葉に同意するユンお兄ちゃんが粗あら熱ねつの取れた後のニンジンのシフォンケーキをお皿に載のせて渡わたしている。

「せやけど、カボチャプリンにニンジンのシフォンケーキ、クッキーにチョコレートケーキと、一度に食べ切れんなぁ」

「ふふふっ、美少女が作ったお菓子ですよ。少しずつ大事に食べないといけませんよ」

　そして、試食の準備が整い、みんなの前に作ったお菓子が少量ずつ並んだ。

「それじゃあ、頂こうか」

「「「いただきます！」」」

　私たちはすぐにお菓子に手をつけ、その美味しさに声にならない声を上げる。

「んっ～！　美味しい！」

「滑なめらかで程ほどよく甘いですね」

「……自分たちで作ったから、なおのこと美味しいです」

「あははっ、このクッキー間かん隔かく詰つめすぎて焼いたからくっ付いちゃってるよ」

「しまった。中に少し粉っぽさが残っとった。混ぜるの足りんかったかなぁ」

「ふふふっ、目で楽しみ、舌で楽しむ。いいですね」

　みんな感想を口にする中、ユンお兄ちゃんも一つずつ味わって食べている。

「どう？　ユンお姉ちゃん」

「──みんな初めてにしては上手にできてる。美味しいよ」

　ユンお兄ちゃんが微笑み、私たちにそう答えるとワッという喜びの声が上がる。

　その後は、みんな和なごやかにそれぞれが作ったお菓子を試食し、食べ終わった後は女の子のお茶会の様相に変わっていく。

　その中で、リレイがある質問を私とユンお兄ちゃんに投げかけてきた。

「ふふふっ、ミュウさんとユンさんは、仲がとてもいいですけど何か秘ひ訣けつでもあるんですか？　是ぜ非ひご教授して欲しいです。女の子と仲良くなるために」

　リレイの邪じや念ねんに満ちた質問に対して、コハクがジト目を向けるが、私とユンお兄ちゃんは互たがいに顔を見合わせて、仲がいい、という言葉を反はん芻すうする。

「仲がいいって普ふ通つうだよね」

「そうだな。特別なことはないな」

　互いに顔を見合わせて困ったような表情をする私とユンお兄ちゃん。

「二人とも姉妹の間で、すごい仲いいとボクは思うよ」

「……私は一人っ子だから、少し羨うらやましく思います」

　ヒノちゃんとトビちゃんも加わり、ユンお兄ちゃんが腕うでを組んで考える。

「ミュウはほんと甘え上手だからなぁ。こう、ちょっと強引なところがあるけど、結局許しちゃうんだよなぁ」

　ユンお兄ちゃんの答えに、わかる、と頷うなずくルカちゃんたち。

「ふふふっ、じゃあミュウさんからユンさんに対して何かありますか？」

　今度は、リレイから私に話を振ふられたので、私が答える。

「ユンお姉ちゃんは、やっぱり甘えられる相手だと思うな。うち、お父さんとお母さんが共働きで、小さい頃ころはちょっと寂さびしかったから余計にね」

　あまりリアルの事情を話さない私の告白に、ちょっと驚おどろいた様子のルカちゃんたち。

「だから、今回のお菓子作りも含めて……今まで私の我わが儘ままを叶かなえてくれてありがとう、ユンお姉ちゃん」

「ミュウ……」

　なんだかみんながしんみりして変な雰ふん囲い気きになり始めたので私は、手を叩たたいて雰囲気を変える。

「はいはい！　そろそろ休憩終わりにしよう！」

　突とつ然ぜんの私の行動にみんなが驚くが気にせずに言葉を続ける。

「ハロウィンに配るお菓子は、クッキーって決まったんだから今から沢たく山さん作らなきゃダメなんだから！」

　私の言葉に苦笑いを浮うかべるルカちゃんたち。

　そして、片付けてからクッキーを最初に作っていたヒノちゃんが主導で、クッキーを作り始める。

「ヒノちゃん、もっとハロウィンぽいクッキー型って無いの？　カボチャとかコウモリとかお化け的なやつ」

「えー、そんな型ないよ」

「そうなんだ」

　先程は、基本的なもので型抜ぬきしたが、やっぱりハロウィンらしい形のクッキーを作りたいと思うものの、型が無いことに肩かたを落とす。

　そんな私にユンお兄ちゃんが声を掛かけてくる。

「ミュウは、どんな形のクッキー型が欲ほしいんだ？　ちょっと紙に描かいてくれないか？」

「えっと……こんな感じかな？」

　私は、差し出された紙にイメージするデザインを一筆描きで描くと、それを受け取ったユンお兄ちゃんは、一度顎あごに手を当てて頷く。

「これなら作れるかな。ちょっと待ってくれるか？」

　そう言って、ユンお兄ちゃんは私たちから少し離はなれ、金属のインゴットを取り出し、そのインゴットに手を翳かざす。

「本当は、炉ろで一から加工したいけど今回だけだろうし、いいか──《金属加工》！」

　ユンお兄ちゃんは、【細工】系センスの生産スキルを使い、インゴットを変形させ始める。

　粘ねん土どのように動き始める金属の塊かたまりは、小さく分かれてその体を細長く伸のばし、端はしと端を繫つなげて環わになる。

　その環がグネグネと波打ち徐じよ々じよに形を変えていく。

　そして、光が収まり、ユンお兄ちゃんはそれらを持って振り返る。

「とりあえず、時間がないからスキルで作ったけど、使ってくれるか？」

「ユンお姉ちゃん……」

　手渡されたそれは、私の描いたハロウィン向けのデザインのクッキー型だ。

　それが三種類六個ずつ作られている。またユンお兄ちゃんが私の我儘を叶えてくれた。

「ありがとう」

「気にするな。それより実際に焼いてみてくれ」

　再び監かん督とくに戻もどるユンお兄ちゃんの指示でクッキーを作り始める。生き地じをハロウィン用の型で抜いてからオーブンに入れて焼き、クッキーの作り方を覚えていく。
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　ユンお兄ちゃんからクッキーの作り方を教わり、ログインして時間を見つけては、少しずつ配り歩くクッキーを作ってラッピングしていく。

　そしてハロウィン当日。

　夕方の薄うす暗ぐらさの中で私たちは、ハロウィン用の仮装に身を包み、手元にはラッピングされたクッキーの入った籠かごを持っている。

　私の仮装は、真っ白なワンピースに銀色の輝かがやく輪っか、肩けん甲こう骨こつに着けられた小さな純白の羽の天使コスチュームだ。やっぱり、私には白や銀色の衣い装しようだよね。

　ルカちゃんの仮装は、シャツにズボン、マントに手て袋ぶくろ、ベストのドラキュラコスチュームだ。背筋が綺き麗れいで背も高いルカちゃんは男装の麗れい人じんの衣装が素す晴ばらしく似合う。

　トビちゃんの仮装は、水色の生地に雪の結けつ晶しようの絵付けがされた和服の雪女コスチュームだ。前まえ髪がみで目元を隠かくした通つう称しようメカクレちゃん状態のトビちゃんもまた可愛かわいかった。

　ヒノちゃんの仮装は、ミニスカ浴衣ゆかたっぽい座ざ敷しき童わらべコスチュームだ。元気さを前面に押し出した仮装でハロウィンらしいのかちょっと疑問が残るが、本人は楽しそうだった。

　コハクの仮装は、トビちゃんと同じ和服だが狐きつねの着け耳に着け尻しつ尾ぽ、しめ縄なわ飾かざりをした妖よう狐こコスチュームだ。当人、しきりに自分の髪の毛と同じ色合いの着け耳や着け尻尾を撫なでて気に入っている様子だ。

　最後に、リレイの仮装は、ちょっと化け粧しようで目元に隈くまを作り、口元には血ち糊のり、ちょっとズタボロの服を着たゾンビコスチュームだ。なんでもゾンビの真ま似ねをして美少女に抱だき付いても合法だからこの仮装だと言っていたが、合法ではないし、コハクが目を光らせている。

　ハロウィンパレードの仮装に着き替がえ、大量に作ったクッキーはラッピング済み。いざパレードに参加の前に──

「「「トリック・オア・トリート！」」」

　私たちは、【アトリエール】の扉とびらを叩き、お店に入る。

「ミュウたち、いらっしゃい。はい、全員にお菓子」

　そう言って、ユンお兄ちゃんが用意していたマフィンを私たちは受け取る。
















「それでもうじきハロウィンの仮装パレードが始まるけど、ここにいていいのか？」

　ユンお兄ちゃんは、私たちがここに来たことに対する素そ朴ぼくな疑問を口にする。

「ユンお姉ちゃんを置いてなんて行けないよ。だから、迎むかえに来た。それに──はい、これ」

　そう言って、私が代表してユンお兄ちゃんにラッピングしたクッキーを渡わたす。

「私が初めて一人で作ったクッキー。ユンお姉ちゃんには手伝ってもらったし、いつもお世話になってるから感謝の気持ち」

　ユンお兄ちゃんは、私が渡したクッキーの包みを開き、中のクッキーを手に取る。

　若じやつ干かん、きつね色で焼き過ぎた感じのクッキーだが、これでも比ひ較かく的てき良い物をユンお姉ちゃん用に用意したのだ。

　そして、無言でクッキーを口に放ほうり込むと──

「うん。バターが効いてて美お味いしい。ありがとな」

「よかったぁ」

　実は、渡すまでちょっと緊きん張ちようしていた。料理なんて今まで失敗ばかりしていたのだ。だから、今回仮想現実の世界だけど成功して良かったと思う。

「それじゃあ、ユンお姉ちゃんも仮装パレードに参加しようか！」

「パレードって言ったって仮装する衣装は無いぞ」

「そう思って、私の方で用意しました。ほら、これに着替えて行こう！　開始まで時間がないよ！」

「全く……わかったよ」

　ユンお兄ちゃんは、苦笑いを浮かべ紙かみ袋ぶくろに入った衣装を受け取り、お店の中に入っていく。

　そして──

「ミュウ！　これは何だ！」

　着替えて出てきたユンお兄ちゃんの姿は、ヒラヒラの布を体に巻き、頭部に金色のサークレットを着けた姿だ。

　その衣装は、古代ローマの代表的な衣装であるトーガをベースにした女め神がみコスチュームだ。

「ユンお姉ちゃん、綺麗だよ！」

「やかましいわ！」

　そんな私たちのやり取りの一方で、トビちゃんとヒノちゃんは、女神コスチュームの美しさに圧あつ倒とうされ、ルカちゃんとコハクが冷静に分ぶん析せきしている。

「ルカート。この場合、ユンさんは、ギリシャ神話のどの女神なんや？」

「そうですね。ユンさんは弓を使うので狩しゆ猟りようの女神であるアルテミスでしょうか？」

「あー、確かアルテミスっちゅうと、処女神や狩猟神、地母神って側面があったんやっけ」

「なるほど、じゃあユンお姉ちゃん、マジ地母神！」

　私がそう言って褒ほめると、また保母ネタの派生が増えた、とユンお兄ちゃんは頭を両手で押さえている。

　そして、普ふ段だんなら大歓かん喜きしそうなリレイが静かで不ふ審しんに思い、そちらに振ふりむくと──

「……はっ!?　余りの神こう々ごうしさに一いつ瞬しゆん昇しよう天てんしかけました」

「あー、煩ぼん悩のうが浄じよう化かされたんやな」

　そんな感じで【アトリエール】のお店の前で騒さわいでいると遠くの方でハロウィンの仮装パレードの開始直前の花火が打ち上がる。

「ああ！　もう時間だ！　お姉ちゃん行こう！」

「……はぁ、全く仕方がないな」

　そう言って差し出した私の手を取り、一いつ緒しよに仮装パレードが行われる東西の大通りに向かう。

　仲良く手を繫ぎ私たちは、ハロウィンの一夜を練り歩き楽しむのだった。







　　　十六話　悪あく魔ま迷めい宮きゆうと白銀の女神ミユーズ







　鋼はがねのように硬かたい赤い皮ひ膚ふに覆おおわれ、体の各所には、埋うめ込まれるようにして生える真しん紅くのオーブ、頭部に捩ねじれた角を生やし黒い目をした筋骨隆りゆう々りゆうの悪魔が仁に王おう立ちの状態をしている。

『我ヲ倒たおサネバ、迷宮ノ支配ハ叶かなワヌゾ！』

「くっ、ルカちゃん！」

「はい！」

　身の丈たけ以上あるバスタードソードを構え直し、目の前の赤い肌はだに宝ほう珠じゆの埋め込まれた悪魔──ブラッドオーブ・デーモンが私とルカちゃんの前に立ちはだかる。

「押して、通らせてもらう！」

『ナラバ、来イ！　人間！』

　そう言って拳こぶしを構えるブラッドオーブ・デーモンに私とルカちゃんが同時に襲おそい掛かかる。

　だが、私たちの斬ざん撃げきは私たちの身の丈を超こす大たい剣けんを小枝のように振るわれて弾はじかれ、叩たたき付けられ衝しよう撃げきがダメージとして蓄ちく積せきしていく。

　時間が押し迫せまる中、私は強引にでも決めに掛かろうと前に出る。

「ミュウさん!?」

「えっ……」

　すり足によって距きよ離りを逆に詰つめてきたブラッドオーブ・デーモンの体を見上げ、振り上げられた大剣を眺ながめていた。

　回かい避ひも防ぼう御ぎよも間に合わない一撃。蘇そ生せい手段である【蘇生薬】を使い果たした私たちは、死に戻もどりを覚かく悟ごし、迫る大剣を眺めていた。
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　ある日のアップデートで新たにＯＳＯに新たなダンジョンが追加された。

　その名も【パンデモニウムの迷宮】というダンジョンは、鉱山ダンジョンの一部を新たに拡張されて奥に作られた一階層のみの広大なダンジョンだ。

　第三の町の近きん郊こうに存在する鉱山ダンジョンは、様々なエリアや強さの敵ＭＯＢのいる階層に繫つながる言わば通り道的なダンジョンである。

　往来の多いダンジョンの中に新たなダンジョン区画が出現したことにより多くのプレイヤーが挙こぞって挑ちよう戦せんし、私たちもそれに合わせて挑いどんだのだが──

「また負けたぁぁぁっ！」

　私は、大きな声を上げてカウンターに突つっ伏ぷすように倒れ込む。

　その様子に、一緒にいるルカちゃんたちは、疲つかれたような表情で苦笑いを浮うかべている。

「だからって【アトリエール】に来なくていいだろ？　ほら、これでも飲んで落ち着け」

　そう言って、デスペナルティー中の私たちにお茶を振る舞まってくれるユンお兄ちゃん。

「それで、今回は何が原因で死に戻りしたんだ？」

「またブラッドオーブ・デーモンに倒された！　それも近接戦せん闘とうで打ち負けた！」

　そう言って私は、ユンお兄ちゃんに今度の死に戻りの原因を伝える。

「その後、私も最後まで残ったんですけど、ジリ貧ひんで負けちゃいました」

　背筋を伸のばしているルカちゃんも肩かたを落として背を丸めているので、いつもより小さく見える。

　近接の殴なぐり合いに押し負けたヒノちゃん、気配を断って背後からの奇き襲しゆうにカウンターを受けたトビちゃん、火力勝負で押し負けたリレイ、魔ま法ほうの速射勝負で負けたコハクと、それぞれブラッドオーブ・デーモンに歯が立たずに、意い気き消しよう沈ちんしている。

「あー、その、なんだ？　まぁ一度離はなれて冷静になる必要もあるし、別のクエストでも受ければ？」

　明るい雰ふん囲い気きの私たちのパーティーも今回ばかりは、テンションが落ちているのでユンお兄ちゃんも困こん惑わくしている。

「そうだね。けど、やっぱり最初に攻こう略りやくしたいよね！」

　そう言って、私は沈しずんだテンションを上げる。

【パンデモニウムの迷宮】が実装されてから今までダンジョンの攻略者は誰だれもいないのだ。

　ダンジョンのボスであるブラッドオーブ・デーモンを倒せず、多くのプレイヤーがそのボスを突とつ破ぱできずに死に戻りを繰くり返す。

「ミュウたちは、これで何度目の挑戦なんだ？」

「私たちは、四度目。その度たびに、ポーションやユンお姉ちゃんから買った【蘇生薬】を使って大赤字だよ」

　トホホッと呟つぶやく私。

「けど、【蘇生薬】を使うほどにクリアに価値があるのか？」

「クリア報ほう酬しゆうは分からないけど、ダンジョンの入り口にある石せき碑ひにクリアしたパーティーの名前が刻まれるらしいから一番に載のりたいの」

　そうなのだ。私たちがこの【パンデモニウムの迷宮】に固こ執しゆうする理由は、そこにある。

　クリアしたプレイヤーは、ダンジョン入り口にある石碑にクリア者のパーティー名が刻まれる栄えい誉よが与あたえられる。やっぱり狙ねらうなら一番だと思っている。

「うー、あー！　どうやったらクリアできるのさぁ！」

　私は大きな声を上げて、頭を抱かかえるとユンお兄ちゃんがポツリと呟く。

「倒せないボスなんて用意しないだろ？　なんかギミックってないのか？」

「やっぱり、そっちの方向性のボスだよね」

　明らかにボスが強すぎるのだ。何らかのギミックがダンジョンにあるはずだ。

　とりあえず、その方向性で一度調べ直す必要があるみたいだ。

「一度、ボスを攻略するんじゃなくてダンジョンを一から調べてみるよ。アドバイスありがとう、ユンお姉ちゃん。そろそろデスペナルティーが解除されるから行くね」

「それと、お茶ありがとうございます」

　ぺこりとルカちゃんが代表して頭を下げると、ヒノちゃんやトビちゃん、コハク、リレイも合わせて軽く会え釈しやくする。

　そして再び、死に戻りした【パンデモニウムの迷宮】に向かうのだった。
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　第三の町の近郊にある鉱山ダンジョンの第三階層に実装されたダンジョンの入り口には、何組もパーティーが待っており、前に入ったパーティーと混雑しないように少し時間を空けて入っていく。

　ちらりとダンジョンの入り口に置かれた黒い艶つやの石碑には、まだ文字が刻まれておらず、ボスのクリア者がいないことにホッとする。

「ミュウさん、行きましょう」

「あ、うん。そうだね！」

　途と中ちゆう、ルカちゃんに呼ばれて正気に戻り、私たちの番になりダンジョンに入る。

　鉱山ダンジョンのゴツゴツとした坑こう道どうからつるりとした大理石の建物の中に入っていく。

　まるで、地下遺い跡せきか、地じ盤ばん沈ちん下かで建物が丸ごと沈んだようなダンジョンの中を歩いていくと、通路にリポップしたばかりの悪魔系ＭＯＢのインプやレッサーデーモン、イービル・アイたちが待ち構える。

「ほんと、このＭＯＢは階層のレベル相当なのになんであのボスだけ強いのかな？」

　ヒノちゃんは、純じゆん粋すいな疑問を呟きつつ、通路で大おお槌つちを振ふり回して壁かべや床ゆかの間に悪魔系の雑ざ魚こＭＯＢたちを叩き潰つぶしていく。

「ふふふっ、そうですね。なんらかの弱体化ギミックがあると考えるのが妥だ当とうだと思いますよ」

「せやな。トウトビは、なにかその辺で感じるものはあらへん？」

　リレイの推測。そして、コハクが【看破】のセンスを持つトビちゃんに尋たずねるが、首を横に振られる。

「……すみません。まだなにも分かりません。あと、前方に罠わながあります」

　申し訳なさそうにするが、斥せつ候こうとしての役割をキッチリとこなしているトビちゃん。

　そして、程ほどなくして、ダンジョンの中心部にあるボス部屋に辿たどり着くことができる。

「やっぱり、ここ人が多いよね」

「まぁ、ほぼ入り口からボス部屋まで直行ルートですから」

　ルカちゃんが言う通り、ボス部屋までのルートは一直線。そして、ここのボスは少し特とく殊しゆで一度ボス部屋に入ると、中のボスを倒すか、パーティーが全ぜん滅めつするかしないと出られない。

　そして今、ボス部屋の大きな扉とびらが開き、中にパーティーが入っていくが、しばらくしてプレイヤーたちが出てくることなく、再び大きな扉が独りでに開く。

「やっぱり、どのパーティーもブラッドオーブ・デーモンを倒せてないようだね」

　私は、そう呟きながら、ダンジョンのボス部屋手前から通路を一本右に外れてダンジョン内の探たん索さくを始める。

　入り口とボス部屋がかなり近いために、直接ボス部屋に向かうプレイヤーが多くダンジョン内部があまり探索されていない。

　また通路を一本外れれば、雑魚ＭＯＢの溜たまり場のような部屋に辿り着き、リポップの間かん隔かくが短いために、ダンジョン内で敵ＭＯＢを探し回らなくても待っていれば、ドロップアイテムを集めることができる。

　そうした理由からあまりそれ以外の部分での探索が不十分なのである。

「だけど、そんな未探索のダンジョン攻略のお供をユンお姉ちゃんから借りてきました！」

　ジャーンと自分の口で効果音を付けて取り出したのは、一枚の紙とペンである。

「と、いうことで、これを使ってマッピングをしよう！」

「ミュウちゃん、方法がレトロだよ～」

　ヒノちゃんがツッコミを入れるが、意外とこれが馬ば鹿かにならない。

　自分の感覚に頼たよるより精度の高いマップが作れる。なにより、ユンお兄ちゃんなどは、こんなレトロな方法と【空の目】と【看破】のセンスを組み合わせて正確なマップを作り上げ、そのマップを複製した一部の上位プレイヤーなどは、効率的な狩かり場や初心者育成ルートなど独自の情報を書き込んだりしているのだ。

「……それなら私がマッピングできます。【看破】のセンスもありますし、一度ユンさんのマッピング方法を見ていますから」

「そう？　ならトビちゃん、お願い」

　私は、トビちゃんに方眼紙を渡わたし、早さつ速そくこれまで通ったルートや今見える範はん囲いのマップを手書きで書き込んでいく。

　トビちゃんは時折、通路の幅はばを確かく認にんするために、自分の歩ほ幅はばで大体の広さを計り、丁てい寧ねいに入り口から現在のいる位置までの地図を描えがき込んでいく。

「……今は、こんな感じです」

「とりあえず、マップを埋うめていかへん？　このマップやとあまりギミックや隠かくし部屋探す参考にならへんし」

　コハクの意見に頷うなずき、私たちは早速ダンジョンの右側の壁伝いに進んでいく。

　こうすることでダンジョンの外側の輪りん郭かくがはっきりと分かり、大体のダンジョン全体の大きさが分かる。

　そして、一時間以上掛かけてダンジョン外周を歩いた結果、ダンジョンの外周は一辺１キロの正方形の空間に迷めい宮きゆうが詰つめ込まれている形であることが分かった。

「ふふふっ、疲れましたね。外周を歩くだけでも、そして何もないですね」

「むぅ、それは分かってるから、ボクにくっ付かないでよ～」

　休きゆう憩けいとしてダンジョンの入り口まで一周してきた私たち。

　リレイは、ヒノちゃんを後ろから抱えるように捕つかまえ、ヒノちゃんが逃にげようともがくががっちりと抱だき締しめられており、逃げられずに少しして諦あきらめて脱だつ力りよくしている。

　そして、私とルカちゃん、トビちゃん、コハクの四人で外側だけの輪郭ができたダンジョンマップを確認する。

「次は、少しずつマップの空きを埋めていこうか」

「そうですね。入り口を下と考えて右下側から少しずつ埋められたらいいですね」

　私の提案にルカちゃんも同意してくれ。休憩を終えて再びダンジョンに潜もぐっていく。

　外周をただ歩くのに比べて、通路一本一本を調べてマップを完成させていくので、ダンジョンの四分の一を調べるのに外周を回るのと同じだけの時間を費ついやした。

　その間、宝箱や隠し部屋などを見つけたが、そこで手に入るアイテムは、ちょっと質のいいアイテム程度であり、ダンジョンのボスＭＯＢに対する特効装備でもなかったので少し落らく胆たんする。

　そして──

「……あれ？　おかしいです」

「えっ？　トビちゃん、どうしたの？」

「……ダンジョンのマップが合わない」

　ちょうど、私たちがいる場所は、ダンジョンの一番外側にある通路と右下側の通路との交差地点の手前だ。

　トビちゃんが歩く時の歩幅を合わせて距きよ離りを正確に描いていた地図では、明らかに今歩いていた通路がダンジョン外周の範囲に収まっていないのだ。

「計測間ま違ちがえ……じゃ無さそうだね。そうなると、空間でも捩ねじれてるの？」

　ヒノちゃんが小首を傾かしげながら、尋ねるが、すぐにトビちゃんの顔色を確認して、別の考えを口に出す。

　普ふ通つうなら空間の捩じれなどの考えは浮うかばないだろうが、これはＶＲゲームだ。どこかの境界線で別のエリアと繫つながっている可能性だってある。

「ふふふっ、トビさん。どれくらいの距離がダンジョンと合わないんですか？」

「……大体、大部屋と同じ距離がマップからはみ出しました」

　そう言って、マップをみんなに見えるように掲かかげるトビちゃん。私たちが途中までのマップを覗のぞき込み、これまで通って来た通路を逆に追っていくと、一つの大部屋に行きあたる。

　縦横直角の通路が交差する地点に存在する何の変へん哲てつもないはずの大部屋。だが、なにもないということは、逆に怪あやしい。

「ここが怪しい」

「確か、そこは何にもなかった場所やろ。何かあるん？」

　空間の捩じれと符ふ合ごうする大部屋。きっと私たちが見落とした何かがあるに違ちがいない。

「とりあえず、戻もどって確かめてみよう！」

　再び進んできた通路を戻り、怪しいと判断した大部屋を確かめる。

　そして──

「あれ？　行き止まりだ。それにこんな部屋じゃなかったよね」

「確かに、部屋と部屋の境界線がちょっと不自然ですね」

　私たちが元来た通路を戻り、怪しんだ大部屋のところまで戻って来ると行き止まりの大部屋に変わっており、部屋の雰ふん囲い気きも大分変わっている。

　部屋の中央には、赤いオーブが浮かんでおり、怪しく輝かがやいているのだ。

「……ダンジョン内に空間の捩じれた大部屋。セーフティーエリアでしょうか？」

「それにしては随ずい分ぶんと禍まが々まがしいもんやなぁ」

　トビちゃんとコハクがそう推理する中、私は、大部屋の壁や床ゆかを調べるが、明らかにがらりと床の石材の色合いが変わり、先程とは違う大部屋だと判断した。

「さっきとは違う大部屋。どういうこと？」

「ねぇ、ミュウちゃん。それって同じ場所に二つの大部屋があるってことだよね。ボク、思うんだけど、ここって決まった入り方をすると辿り着ける場所じゃない？」

　四つの通路に繫がる大部屋だったが、私たちが入って来た側の通路から来ることが条件なのか、決まった順番の入り口を通過することで入れるのか、それは分からないが、ヒノちゃんがそう自分の考えを述べる。

「ふふふっ、なら一度この部屋から出て他ほかの通路からの入り方を調べましょうか。何人か、ここに残って実際に元の大部屋に辿り着けたなら、ここは孤こ立りつした空間ということになるでしょう」

　リレイの検証案に賛成し、早速、探索のためにトビちゃんとヒノちゃん、リレイが別の通路からこの場所にあるはずの大部屋を確かめに出かける。

　その間、私たちは、大部屋の中を調べるが何も見つからず、部屋の中央に置かれたオーブを眺ながめていた。

「ねぇ、これ触さわっちゃ駄だ目めかな？」

「調べるなら皆みなさんがいる時にしましょう」

「とか言いつつ、ミュウは勢いで触りそうやから半径５メートル以内に近づいたらあかんで」

　コハクからの信用の無い言葉にぷくっと頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎするが、相手にされず、トビちゃんたちからの連れん絡らくを待ち、しばらくしてトビちゃんからフレンド通信が入る。

『……分かる範囲で調べました。他の入り口から入ると最初の何もない大部屋です。さっきの通路から入ることが条件みたいです』

「これで決まりだね。それじゃあ、早速戻って来てオーブを調べようよ！」

　私がトビちゃんのフレンド通信越ごしに声を掛け、戻って来るのを待つ。

「トビちゃん、ヒノちゃん、リレイ。お疲つかれさま」

「……いえ、通路を調べていたら、【看破】と【罠解除】のセンスのレベルが上がったのでいいです」

　そう言って、通路探索のついでにこの近辺を描き加えたマップを私とルカちゃんに差し出し、大部屋の検証のために歩いたルートなどを一つ一つこちらに説明しながら教えてくれた。

「……結論、私たちが入って来た側の通路からこの大部屋のある場所を目指すと、この部屋──便べん宜ぎ上じよう【オーブの部屋】と言います。ここに来るようです」

「そっか。やっぱり隠し部屋だったんだね。それにこのルート」

　ダンジョンを探索する時、どのルートを通っても大たい抵てい距離が短かったり、ＭＯＢとの戦せん闘とうがしやすい通路、また近くに宝箱の出現ポイントなどが複数あり、意図してこの場所を通る人は、稀まれだろう。

「まぁ、ここに来る方法が分かったことだし、オーブを調べてみようか」

　今まであからさまに怪しかったために手を出さなかったが一通りの部屋の検証を終えた後、やっと怪しく輝く赤いオーブを調べることができる。

　私は、みんなが見守る中、赤いオーブに触ふれる。

　すると赤いオーブの光が消え、全員のメニューにインフォメーションが立ち上る。






──【血ち悪あく魔ま公の宝玉Ｃ】を一時的に制せい御ぎよ下に置きました。ただいまより５分間、【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】のステータスが一段階低下します。また、【血悪魔公の宝玉Ｃ】を奪だつ還かんするために、悪魔たちが襲しゆう来らいします。








　そのインフォメーションと共に部屋の四よ隅すみの石材の隙すき間まから滲にじみ出るように影かげが現れ、次々とこのダンジョンに出現する敵ＭＯＢたちが集まって来る。

「敵が来るんだね！　はぁ！」

　私は、すぐさまオーブから手を離はなし、片手剣けんを引き抜ぬいて出現するＭＯＢに次々と切り掛かり倒たおす。

　しばらくして、ＭＯＢの出現が止まるが──






──【血悪魔公の宝玉Ｃ】の制御下が延長されました。追加で５分間、【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】のステータス低下が継けい続ぞくされます。また、【血悪魔公の宝玉Ｃ】　を奪還するために、悪魔たちが襲来します。








「ミュウちゃん！　また出たよ！　ここ、無限湧わきだよ！　一度撤てつ退たいだよ！」

「私が殿しんがりを務めます！　皆さんは一度部屋から出て下さい！」

　ルカちゃんが殿を務め、コハクとリレイが後衛から援えん護ご射しや撃げきをしながら徐じよ々じよに後退する。

　そして、全員が部屋の唯ゆい一いつの入り口まで辿たどり着くと、湧き出した悪魔ＭＯＢたちがこちらへのターゲットから赤いオーブに向かい、取り囲み、触れる。






──【血悪魔公の宝玉Ｃ】を奪還されました。それにより【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】の低下していたステータスが元に戻ります。








「……これって」

「ふふふっ、間違いないですね」

　トビちゃんがごくりと喉のどを鳴らし、リレイが微笑ほほえみを浮かべて頷うなずく。

　そのインフォメーションを受けて私たちは顔を見合わせ、私が口を開く。

「やっと見つけた！　弱体化ギミック！」

　特定のアクションや条件を満たすことで敵のステータスの低下や特とく殊しゆ技わざを封ふうじることができる弱体化ギミック。

　ダンジョンのボスのブラッドオーブ・デーモンは、あの赤いオーブに私たちが接せつ触しよくしている間、ステータスが低下するらしい。

　でも──

「オーブＣってことは最低でもＡとＢを合わせて三つはあるってことですよね」

　ルカちゃんの言う通り、これと同じようなものが複数あるなら、弱体化を重ねれば確かにボスの【ブラッドオーブ・デーモン】は倒せるかもしれない。

　けど、私たちがオーブに接触してからどんなにボス部屋を目指してもその前にオーブを奪還されてしまう。

　またたとえ敵ＭＯＢが出現しなくてもここからボス部屋まで最短で３分は掛かかるだろう。

　そんな状じよう況きようで、他のオーブの場所に行って弱体化させても、ボスの部屋に辿り着くまでにギミックが切れてしまう。

「ねぇ、それじゃあ、どうしようか？」

　現状分かった情報でボスと戦うには厳しいものがあるし、何よりこれが弱体化ギミックの全容ではないはずだ。

　だから、みんなの答えとしては、とりあえず、調べられるだけ調べることになった。
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　ボスのブラッドオーブ・デーモンを倒せずに徐々にプレイヤーの間でダンジョンに対するヘイトが高まり、それと相まってダンジョンボスへの挑ちよう戦せん者が減り始め、いまだダンジョンをクリアしたプレイヤーが現れない状況で、私たちはとある隠かくし部屋にいた。

「トビちゃん、これでダンジョンのマップは完成？」

「……はい。できました。それと、この場所が最後の隠し部屋です」

　急がば回れ、ダンジョンボスを少しでも早く倒したいという気持ちはあるが、それをするためにダンジョンのマッピングと弱体化ギミックの検証は三日に分けて行われた。

　赤いオーブを検証する私、ルカちゃん、コハク。そして、ダンジョンのマッピングを行うトビちゃん、ヒノちゃん、リレイの二組に分かれて活動した。

　その結果、ダンジョン内に同様の弱体化ギミックの隠し部屋が全部で四つあることが判明し、その距きよ離りがボス部屋まで最短で３分、最長で５分掛かってしまう位置にある。

　また、弱体化ギミックは、一つ発動させるごとにステータスが一段階低下させることができるが、新たに発動させることで弱体化の時間の延長などはない。

　また個別のオーブとの接触で最初の弱体化発動で５分が経過した後、更さらに追加で５分の弱体効果の延長が可能だった。

　だが、延長する度たびに湧き出す敵ＭＯＢの強さが一段階強くなっていく。

　湧き出す敵ＭＯＢの頻ひん度どは、ギミック発動と延長のタイミングでそれ以外での追加がないために、一応全すべてのＭＯＢを倒してからボス部屋に駆かけ込めば、一応僅わずかな間は確実に弱体化させたままにすることができる。

　それらの結果を踏ふまえて、この隠し部屋の一室で私たちは、ダンジョンボスのブラッドオーブ・デーモンを倒す作戦を立てていた。

「どうしたら弱体化ギミックを成立させつつボスと戦う時間が確保できるかな？」

「どのルートを巡めぐっても全部回る頃ころには、最初の弱体化ギミックが切れてしまいますよね」

　ルカちゃんが私の呟つぶやく作戦に対する欠点を口にする。

　その後、ヒノちゃんがどこかの弱体化ギミックに絞しぼる案を出しても確保できる戦闘時間の短さなどでコハクに却きやつ下かされ、続いてトビちゃんも提案に加わり、却下を繰くり返す。

「ふふふっ、いい加減。現実を見ませんか？」

「「「…………」」」

　黙だまり込む私とヒノちゃん、そして、ルカちゃん。

「どうしたって時間的に、物理的に攻こう略りやくできませんよね。それなら、パーティーの誰だれかが弱体化ギミックを起動させ続けなければいけません」

「でも！　全員で攻略ができないじゃない！」

　事実を口にするリレイに対して、私が訴うつたえる。

　だが、リレイは一歩も引かずに真っ直すぐに私を見つめて微笑みを浮うかべる。

「ふふふっ、確かに、美少女のパーティーメンバーと離れてしまうのは辛つらいです。ですけど、目的は忘れてはいけませんよ」

「……リレイ」

　リレイに言われて忘れかけていたことを思い出す。私たちの目的は、このダンジョンボスを一番にクリアしてダンジョン入り口の石せき碑ひに名を刻むことだ。

「離れていても私たちはパーティーです。バラバラでもそれぞれの役割をこなして勝ちましょう。それに、次に挑いどむ時は、全員で弱体化なしで勝利すればいいのです」

　リレイの説得に私たちは、一度バラバラになることに納なつ得とくする。

「ほな、話は決まったな。それなら弱体化ギミックは、全部で四つ。誰が行く？　ちなみに、うちは弱体化ギミックの役回りに回ろうかと思うとる」

　納得したところでみんなに尋たずねるコハク。

「……なら、私も弱体化ギミックの維い持じに回ります」

　そう言って、小さく手を上げるトビちゃん。

「……私は、元々ソロでしたし、斥せつ候こうポジションでは、少人数で挑むボス戦では、少し火力が足りないかと思います」

「ふふふっ、火力だけなら私でしょうけど、私も弱体化ギミックの維持をさせてもらいます。何度も負けているボスなんですから安定性が欲ほしいですよね」

　そう言って、三人が、弱体化ギミックの維持に回り、残り一つの弱体化ギミックを担当するのが、残った私とルカちゃん、ヒノちゃんのうち誰か。三人は互たがいに目を合わせる。

「えっと、どうしようか？」

「どうする、と言いましても……安定性の高い二人組がボスに挑んで残りの一人が弱体化ギミックを維持する役割でしょうけど……」

　片手剣を扱あつかい、光属性と回復魔ま法ほうなど複数の手数を持ち、前後衛どのポジションの役割をこなせる私。

　バスタードソードを操あやつり攻こう防ぼうともに安定性が高くバランスに優すぐれたルカちゃん。

　長なが槍やりと大おお槌つちの複数の武器を状況によって使い分け、なおかつＡＴＫのステータスが高いヒノちゃん。

　私たち三人のうち、二人が挑むことになるが、どの組み合わせも悪くない。

　そして、弱体化ギミックに設けられた延長を使用する度に現れるＭＯＢが強くなるので実質的に時間制限があるようなものだ。

　そのことを考えると、少しでも短期決戦できるルカちゃんとヒノちゃんの組み合わせがいいと思う中──

「ボクが弱体化ギミックの方に回るよ」

　そんな中、ヒノちゃんが弱体化ギミックに回ることに手を上げる。

「ヒノちゃん、いいの？」

「うん。回復魔法を持ってるミュウちゃんやボクより防ぼう御ぎよ技能の高いルカちゃんが挑む方が、戦せん闘とう時の安定性が高いからね」

　そう言って、ヒノちゃんは、私とルカちゃんに笑い掛ける。

「だから、ミュウちゃんとルカちゃんは、ボスの討とう伐ばつはお願いね」

　私とルカちゃんにこのダンジョンクリアを託たくすヒノちゃん。

　トビちゃんやコハク、リレイも頷く。

　役割が決まり、後は細かな作戦、それぞれの動きとフレンド通信での遠えん隔かく地ちでのやり取りなどを細かく決めていく。

　ダンジョンのボスを一番に倒して名を刻む。そのための必要な時間を使っていく。
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　動きの打ち合わせ、また想定できるトラブルの際のそれぞれの動きを確かく認にんし、ヒノちゃんとトビちゃん、コハク、リレイの四人をダンジョンにあるそれぞれのオーブの部屋に送り届けた後、ルカちゃんと二人でボス部屋の前に並ぶ。

　その時、同じように並んでいるプレイヤーたちから少人数での挑戦に奇き異いの目を向けられるが、構わずに自分たちの順番が来るのを待つ。

「…………」

「…………」

　緊きん張ちようから私もルカちゃんも互いに口数が減る中、互いにその緊張が耐たえ切れなくなり、二人して小さく噴ふき出す。

「ぷっ、くくくっ……私、なに緊張しちゃっているんだろ。あー、おかしい」

「ぷくっ……私も、これまで何度も挑んで負けているのに、今いま更さらな感じがします」

　互いに、押し殺した笑い声を上げて、しばらく経たってから落ち着く。

「そうだね。何度も負けているんだから今更緊張する必要なんかないよね。それに──」

　落ち着いたルカちゃんに私は、ふっと微び笑しようを浮かべて言葉を口にする。

「──負け続けたから、今回の挑戦に繫つなげることができた」

「今回の挑戦、ですか？」

　ルカちゃんが不思議そうに小首を傾かしげる。

「私たちのパーティーは、負ける度に工く夫ふうと改善をしてボスとの戦いに挑んで、考え続けたよね」

「そう、ですね」

「その度に攻略サイトにはまだない生の情報も私たちの中に集まっていった」

　私は、自分の胸に軽く手を当てて目を伏ふせ、自分の中の経験を思い出す。

　その敗北の経験は、レベルでは計れないプレイヤースキルとなって私たちを裏切らない。

　そして、目を開けてルカちゃんを真っ直ぐ見つめる。

「それにルカちゃんたちが協力してくれたから弱体化ギミックって攻略法の可能性も見つけることができた」

　これまでの挑戦と敗北の積み重ね、そして思考し続けたから今回の挑戦に繫げることができた。

「だから、今度こそ勝つよ。ルカちゃん」

「はい、勝ちましょう。ミュウさん」

　互いに緊張でガチガチだったのに、笑ったことでいい感じに力を抜ぬきつつ、やる気に満ちている。

「みなさん、準備はいいですか？」

『ボクたちは、いつでも準備オッケーだよ！』

　フレンド通信から聞こえるヒノちゃんの声に続き、他ほかの三人の声が聞こえる。

　広域連れん絡らく用に開いたフレンド通信の回線で常時、ヒノちゃんたちにこちらの情報が伝わる様にしている。

「よし、私たちの順番だ。行こう！」

「はい。行きましょう！」

　ちょうど私たちの順番が回って来て、ダンジョンのボス部屋の扉とびらが独りでに開き、私とルカちゃんはその中に入る。

　私たちが入り、ボス部屋の扉が閉まり、ボス部屋の奥に一体のボス【血ち悪あく魔ま公・ブラッドオーブ・デーモン】が大たい剣けんをダンジョンの床ゆかに突つき刺さし、待っていた。

「それでは、お願いします」

　ルカちゃんの合図と共に、ヒノちゃんたちが隠し部屋のオーブに接せつ触しよくしたためか、弱体化のインフォメーションが流れると共に、ブラッドオーブ・デーモンの両手の甲こうと両りよう膝ひざにそれぞれ埋うめ込まれた赤い宝玉が輝かがやきを失っていく。

「早さつ速そく、小手調べの先制攻こう撃げき！　──《ソル・レイ》！」

　私の攻撃がボスとの戦闘の合図となり、大剣を引き抜き、片手で構える。

　その間に、私の掌てのひらから放たれる収束光線がブラッドオーブ・デーモンの顔面に当たる。

「よし、攻撃魔法のダメージの通りがいい！　ＭＩＮＤのステータスが落ちてる！」

「次は、私が前に出ます！」

　ルカちゃんが、バスタードソードを腰こし溜だめの格好のまま一気にブラッドオーブ・デーモンに駆け寄り、掬すくい上げるように斬ざん撃げきを放つ。

　それに対して、相手も小枝を振ふるうように大剣を振り下ろし、両者の剣が互いにぶつかり弾はじかれ合う。

「はぁ！　まだまだ！」

　ルカちゃんは、弾かれる勢いを利用してバスタードソードの重量に合わせて体を回転させ、二撃目を放つ。

　その攻撃にブラッドオーブ・デーモンの斬きり返しが間に合わずに、太ふと腿ももの当たりを切り裂さくことができる。

『グオォォォッ──』

　ブラッドオーブ・デーモンが苦く悶もんの声を上げながら、大剣を振るうが、その前にルカちゃんが斜はすに構えたバスタードソードにいなされる。

「斬撃も軽いですし、斬り返しが遅おそい！　何より、容易に切り裂けます！」

「だけど、ＨＰだけは変わらないから長期戦になるよ！　ルカちゃん、ガンガンＨＰを減らすよ！」

　私は、弱体化の勢いに任せてルカちゃんと共に弧こを描えがくようにブラッドオーブ・デーモンの側面に接近する

「はぁ──《フィフス・ブレイカー》！」

　私が、側面から五連撃のアーツを放つ。

　そして、収束光線の一撃とアーツの連撃によりブラッドオーブ・デーモンのターゲットがこちらに切り替かわり、大剣を振り落とされる。

　私は、ルカちゃんと同じように片手剣を構えて受け止めようとするが──

「ぐっ──!?」

　力に押し込まれ、後ろに跳とぶことで勢いを殺し、距きよ離りを取る。

「ミュウさん!?　──《アーマー・ブレイク》！」

　ルカちゃんは、すぐさま私に向いたボスのヘイトを奪うばうために防御低下効果のあるアーツを放ち、ボスと真っ向から剣での打ち合いを始める。

『ミュウちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？』

「ヒノちゃん、大丈夫だよ。けど、私が押し負けちゃうとは」

　フレンド通信からの声に返事をしつつ、ルカちゃんと同じように真正面から受けるのは控ひかえて、回かい避ひを重視した立ち回りを始める。

「はぁ──《ライトシュート》！　《ソル・レイ》！」

　私は、走りながら光こう弾だんを複数発動させて、目め潰つぶしのために収束光線で顔面を狙ねらいながら敵の死角に回りながら一撃離り脱だつを繰くり返す。

　複数の光弾は、弧を描くようなコースで撃うち出され、ボスの体の各所に当たる。

　カーブして迫せまる光弾は、コハクのように【並列詠えい唱しよう】のセンスが無くても発射速度やカーブの大きさを調整することで、到とう達たつの瞬しゆん間かんを合わせ、チェーンボーナスでダメージを稼かせぐこともできる。

「はぁ！」

『グゥ、小こ癪しやくナ』

　私が一気に死角から接近し、撫なで斬ぎりしての一撃離脱を繰り返す。

　右手に構える大剣から逃にげやすいように、反対の側面から常に攻撃するが、人型ＭＯＢの急所である頭部は、腕うでを上げてガードされる。

『逃にゲルナ！』

「させませんよ！　──《ショック・インパクト》！」

　再び、一撃離脱と中遠距離から魔ま法ほうを速射していく私を追おうと一歩踏ふみ出すブラッドオーブ・デーモンに対して、その隙すきに合わせて、アーツを放ち、ヘイトを強引に奪っていく。

　残りＨＰ八割までは安定して戦えた。

　弱体化なしでも辛かろうじてここまで減らすことができたが──

『人間風ふ情ぜいニ魔法ヲ使ウトハナ！　──ハァッ！』

「ルカちゃん！　退たい避ひ！」

「わかりました！」

　ＨＰを八割切った瞬間、大剣を持たない左手を突き出し、低く唸うなり声を上げる。

　それに合わせて、ルカちゃんがブラッドオーブ・デーモンから距離を取り、私も狙いを定めさせないために動き回っていた足を止めて、戦闘で消費したＭＰを回復するためにＭＰポーションを飲み、攻撃に備える。

「コレデ、墜おチロ！」

　ズン、と響ひびく踏み込みと共に、ダンジョンの床から荒あらく尖とがった石いし礫つぶてが生み出され、その先せん端たんが私たちの方に向く。

「ルカちゃん、避よけるよ！」

「分かりました！」

　私たちは、放たれる石礫を避けるために全力で駆かけ出し、直撃コースの石礫だけは剣で弾く。

　ルカちゃんは、バスタードソードを床に突き出し盾たてにして防ぐ。

　フルパーティーで挑いどんだ時は、コハクの防ぼう御ぎよ魔法でダメージ軽減してやり過ごしたＨＰのトリガー技わざだが、今回は、全力で回避する。

　私とルカちゃんは、何発かの石礫に被ひ弾だんするが、弱体化しているために回復も必要ない程度のダメージだ。

　そして、これ以降の戦せん闘とうではブラッドオーブ・デーモンは、土魔法を解禁してくる。

「ここからは、魔法解禁です！　ミュウさんは気を付けてください！」

　そう言って、床に突き刺したバスタードソードを引き抜き、ブラッドオーブ・デーモンに駆け出していく。

　ブラッドオーブ・デーモンは、魔法解禁したが、その近接するプレイヤーには直接、大剣で相手をするためにルカちゃんには意味は無いのだが、中遠距離にいるプレイヤーをターゲットに使ってくる。

「くっ、中々近づけない！　──《ライトシュート》《ソル・レイ》！」

　私が、一撃離脱で攻せめようとすると、ブラッドオーブ・デーモンが先んじて強く床を足あし踏ぶみしてその進路上を妨ぼう害がいするように尖った石片を放たれて、直線的な収束光線と相そう殺さいされる。

　有効打としては、石片の迎げい撃げきを迂う回かいする変化で放つ《ライトシュート》が、本体まで攻撃を届かせることができるが、先さき程ほどみたいに容易に近づけなくなった。

「くぅ、さっきより時間当たりのダメージ効率が落ちている」

　ＨＰ満タンから八割を切るまでに約３分。このままのペースなら15分程度で終わる速さだが、ここに来て私が満足に攻撃に加われないとなると戦闘時間が延びる。

　そして、延びた分だけ、弱体化ギミックを発動させているヒノちゃんたちの負担が増す。

「ミュウさんは、そのままの距離間を維い持じしつつ、私に回復魔法をください！」

『ふふふっ、私たちへの負担を心配しているなら気にしないでください。安定した戦い方を選んでください』

　ルカちゃんからの指示とフレンド通信越ごしに受けるリレイの言葉だが、中々そうは上う手まくはいかない。

　前衛でブラッドオーブ・デーモンと相対するルカちゃんに対して回復魔法を放とうと足を止める度たびに、尖った石片を放たれて中断させられる。

「ルカちゃん、リレイ！　回復魔法を使うのも非効率だから、やっぱり前に出る！」

　私は、一気にブラッドオーブ・デーモンに駆け寄れば、こちらを寄せ付けないために石片を放つ。

「──《エア・ステップ》！」

　私は、真っ直すぐに飛んでくる石片と接触する直前、床面を蹴けり、空中を駆けて、飛び越える。

『ガァァッ！』

　吼ほえると共に、空中にいる私に尖った石片を放つが、更さらに、もう一歩空中を蹴り軌き道どうを変えつつ、攻撃に移る。

「はぁっ──《エア・ステップ》《ソル・レイ》！」

　空中を蹴って更に高く跳ちよう躍やくすることで石片を回避し、高い位置からブラッドオーブ・デーモンの頭部を狙う。

　高い位置からの収束光線の直撃を顔面に受け、動きを一いつ瞬しゆん鈍にぶらせる。

「はぁっ！」

　ルカちゃんがその隙に力を溜ためて一気に開放し、強力な一撃でブラッドオーブ・デーモンに追撃を加える。

「よっと──《ハイヒール》！」

　私は、着地と共にルカちゃんに回復魔法を使用し、怯ひるみの僅わずかな時間に一気に距離を詰つめる。

「もう、ミュウさんは仕方がありませんね」

「短期決戦で行こう！　もっと時間当たりのダメージ上げていくよ！」

　私は、火力を上げていくためにかなり際きわどい距離間で近接攻撃をしつつ、自分やルカちゃんに回復魔法を掛かけていく。

　スキルの待機時間の関係で、光魔法を使うほど余よ裕ゆうはないが、ルカちゃんが正面で相手をして私が翻ほん弄ろうする動きで斬り掛かり、ダメージを稼ぎ序じよ盤ばんが過ぎていく。




　　　　●




　ＨＰが二割刻みで行動が激しさを増していくブラッドオーブ・デーモンとの戦闘は、ここまでは一応安定して進めていた。

　途と中ちゆうから中遠距離にのみ使っていた土魔法を近距離でも使うようになり、時間当たりのダメージが低下して、戦闘から10分が経過した時点でＨＰは残り五割前後となっている。

　そして、戦闘開始から10分を目安に私とルカちゃんは、フレンド通信でトビちゃんたちとの連れん絡らくを密にする。

「トビちゃんたち、準備はいい？」

『……はい。大丈夫です』

『ボクも行けるよ』

『うちも問題あらへん』

「ふふふっ、これを何とか生き残ってください」

　フレンド通信越しに確かく認にんを取った私とルカちゃんは、ブラッドオーブ・デーモンから距離を取る。

　私たちが距離を取ったことでこちらにゆっくりと近づきながら散発的に尖った石片を放ち、それを二手に分かれて避け、今のうちにポーションを使ってＨＰとＭＰを回復していく。

　そして、トビちゃんたちの方で始まったのか、ブラッドオーブ・デーモンの体に埋うめ込まれた宝玉が輝かがやきを取り戻もどし始める。

『オォォォォォォッ！』






──【血ち悪あく魔ま公の宝玉Ａ】を奪だつ還かんされました。それにより【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】の低下していたステータスが元に戻ります。








　その後、同様のメッセージが三回流れ、一回ごとにステータスを取り戻すブラッドオーブ・デーモン。

「来ますよ、ミュウさん！」

「トビちゃんたちがまた弱体化ギミックを発動させるまで生き残るよ！」

　時間延長の度にトビちゃんたちの方に出現するＭＯＢが強くなるために、弱体化ギミックを一度リセットする必要があった。

　そして、再度弱体化させるための僅かな時間を私とルカちゃんは、生き延びなければいけない。

『ガァァァァッ！』

　ステータスを取り戻し、距きよ離りの離はなれた私たちに向けて咆えるブラッドオーブ・デーモン。

　その咆ほう哮こうに合わせ、ステータス低下状態で使えなかった魔法が解禁される。

　大たい剣けんで床ゆか面めんを強く叩たたけば、石柱が迫せり上がり、私たちに迫せまる。

「魔法の発動が早い！」

「ミュウさんは、左、私は右に避けます！」

　一直線に迫る石柱を避けて駆け出し、ブラッドオーブ・デーモンを見れば、右手に持った大剣を真横に構えて、石柱に叩き付けるように振ふるう。

　そして、砕くだいた石柱が尖った石片となり、右に避けたルカちゃんを襲おそう。

「ルカちゃん！　今行く──っ!?　これは！」

　バスタードソードを盾にして攻こう撃げきを防いだルカちゃんだが、その密度の高い石片の攻撃に耐たえ切れず、部屋の壁かべまで吹ふき飛ばされ、回復魔法の発動範はん囲い外がいに出てしまう。

　その一撃でＨＰの六割以上を失ったルカちゃんを回復させるために、近づこうと一歩踏み出だそうとするが、身動きが取れない。

　足元を見れば、床面の一部が泥どろ沼ぬまになっており、泥沼に徐じよ々じよに沈しずんでいた。

『ミュウ！　ルカートからのフレンド通信の返事があらへん！　そっちはどうなってんねん！』

「ＨＰを大おお幅はばに失って【気絶】の状態異常バツドステータスになってる！」

　コハクからの慌あわてた声を聞きながら、少しずつ壁かべ際ぎわで倒たおれたルカちゃんに近づいていくブラッドオーブ・デーモンを見る。

「ルカちゃんに手を出すな！　──《ソル・レイ》！」

　私が掌てのひらを掲かかげて放つ収束光線を右手の甲こうで受け止め、こちらを振り向く。

「はぁ──《ライトシュート》！」

　そのままルカちゃんに向いていたターゲットを奪うばうために次々と魔ま法ほうを放つが、ステータスが戻ったことで簡単に手の甲で弾はじいていく。

「土魔法って厄やつ介かいだな」

　ターゲットを切り替かえ、少しずつ近づいてくるブラッドオーブ・デーモンを見上げ、冷ひや汗あせを流す。

【土属性才能】のセンスで覚える土属性の魔法は、地味だし、味方の動きを阻そ害がいすることがある場合があるためにプレイヤーの間では、あまり人気のある魔法じゃない。

　だけど、こうやって敵に使われるとかなり厄介だ。

『フンッ！』

　距離は若じやつ干かん離れているが、右の大剣を振るう。

　それに合わせて床から石柱が迫り上がり、私に迫るが、泥沼に足を取られ、避けられない。

「くっ！　──《ホーリーバリア》！」

　光の壁を発生させる防御魔法を張るも、迫り上がる石柱が私の張った光の壁を突つき破り、石柱が私を突きあげる。

　突き上げる勢いで体が宙を浮うき、泥沼から足を抜ぬき出すことができたが、石柱の一撃で後方に弾き飛ばされる。

「きゃっ！」

　光の壁と片手剣の側面で受け止めたが、それでもＨＰが三割を切る。だが、運よく【気絶】せずに、のろのろと立ち上がるが──

『終ワリダ、小こ娘むすめ！』

　静かに目の前まで近づいてきていたブラッドオーブ・デーモンを見上げる。

　大剣を振り上げた姿にこれまでの敗北のデジャヴを感じ、心が諦あきらめそうになる。

『ミュウちゃん！　準備できたよ！』

　フレンド通信からヒノちゃんの言葉が聞こえる。

　大剣が振り下ろされる途中、体に埋め込まれたオーブの輝きを一つずつ失い、再びステータスが弱体化し、反応が鈍にぶる。

「私は、絶対に負けない！　はぁぁっ──《デルタ・スラッシュ》！」

　弱体化直後、床面を蹴って、動きの鈍ったブラッドオーブ・デーモンに逆に三連撃のアーツを放つ。

　アーツの一撃目で大剣を逸そらし、二撃目、三撃目で大剣を持つ右手に攻撃を加えていく。

　その際、片手剣の三撃目が右手に埋め込まれたオーブに当たり、表面に罅ひびが入る。

『ヌゥ、シブトイ！』

　アーツの連撃を耐えて、ガードのために上げた右みぎ腕うでを振って、大剣でこちらを払はらおうとするので、大きく飛び退のく。

　だが、飛び退いた分だけ距離を詰められ、大剣で仕留めようと狙ねらってくる。

「弱体化しても当たると危ないんだからね！」

　私は、ブラッドオーブ・デーモンからの攻撃に対して回かい避ひに徹てつする。

「くぅ、回復の隙すきがない！」

　片手で軽々と振るう大剣を紙一ひと重えで避よけ続け、風圧に冷や汗を感じる。

　奥の手の使用が頭に過よぎる中──

「っ!?　しまった！」

『ソノ首、モラッタゾ！』

　土魔法の名残なごりである石柱に追い詰められ、目のお前では突きを放っているブラッドオーブ・デーモン。

　そして、そんな私たちの間にルカちゃんが飛び込み、迫る大剣を弾き返す。

「ミュウさん、遅おくれました！」

「ルカちゃん！　戻って来たんだ！」

　ＨＰを急速に失い【気絶】の状態異常バツドステータスで倒れていたルカちゃんだが時間経過による自然回復で目を覚ましたようだ。

　だが、私を助けるために回復する暇ひますらなく、駆かけ付けてくれたようだ。

「ルカちゃんも無茶するよ！　──《ラウンド・ヒール》！」

　私は、範はん囲い回復魔法を使い、私とルカちゃんのＨＰを回復させる。

　そして、再び戦せん闘とうが仕切り直しになる状じよう況きようで私は、冷静になりあることに気が付く。

「……ルカちゃん、ボスの右手のオーブ」

　咄とつ嗟さに反撃のアーツを放った時、斬ざん撃げきを受け止め、罅が入っている。

「オーブに傷ができてますね」

「もしかしたら、壊こわせるかも……」

「やってみる価値は、ありますね。私が動きを止めます！　ミュウさんは狙ってください！」

「わかった！」

　ルカちゃんが再び、ブラッドオーブ・デーモンの前に立ち、剣けん戟げきを繰くり広げる。

　また私は、ブラッドオーブ・デーモンから距離を取り、奥の手の一つを準備する。

「──《セイグリッド・ブレス》！」

　私の体が強い光に包まれ、ブラッドオーブ・デーモンが強い光に惹ひかれるように私を見る。

「どこを見ているんですか！　相手は私ですよ！　──《ショック・インパクト》！　ミュウさん、今です！」

　ブラッドオーブ・デーモンは動きを止め、妨ぼう害がいするために石片を放とうと左手を上げるが、その隙を突きルカちゃんはノックバック効果のあるアーツを使い、左手の動きを止める。

　その間に私は、更さらにスキルを使う。

「──《ラッシュ》《エリアル・ウォーカー》！」

《ラッシュ》は、【剣】系のセンスで取得できる加速スキル。

《エリアル・ウォーカー》は、【立体制限解除】のセンスで取得できる空中歩行スキルだ。

　そして、先さき程ほど使った《セイグリッド・ブレス》のＡＴＫとＳＰＥＥＤの自己強化の効果を合わせれば──

『グオオオオッ──』

　私が一いつ瞬しゆんにして、ブラッドオーブ・デーモンとの距離を詰つめて膝ひざに埋うめ込まれたオーブにそれぞれ二撃ずつ加える。

　正面に立つ私に大剣を振り抜き、切り掛かかって来るが、もうそこには私は居ない。

「それは残像だよ！　はぁっ！」

　右側面に回り、腕うでのオーブに連撃を加え、今度は、空中を連続で蹴けって頭上に飛び上がり、反対側に着地して、腕と膝のオーブにそれぞれ斬撃を加え、翻ほん弄ろうしていく。

『ナゼダ！　ナゼオエナイ！』

「すごい。これがミュウさんの全力……」

　離れた位置からルカちゃんが私の動きを追えず、戦闘に加わるタイミングを摑つかめることができていない。

　その間も私は空中を駆け、残像を残して、様々な角度でブラッドオーブ・デーモンの破は壊かい可能部位に攻撃を加えていく。

《セイグリッド・ブレス》の効果は、全ステータスの上じよう昇しようだ。

　ステータスが高まり、斬撃速度を引き上げ、《エリアル・ウォーカー》で空中歩行が可能になる。

　それらの相乗効果により一定時間、敵ＭＯＢをフルボッコにできる圧あつ倒とう的な攻撃速度を手に入れることができる

　更に、《エリアル・ウォーカー》と組み合わせ、立体的な動きが可能となった私は、全方位から襲い掛かり、みるみる内にＨＰを減らしていく。

　だが、強すぎる力には、当然反動が存在する。

『遅ク、ナッタ！』

「ヤバッ、《ラッシュ》が切れた！」

　有用なスキルだが、場合によってはデメリットも存在する。

《ラッシュ》は、使用後の反動の硬こう直ちよく時間で動きが止まってしまう。また、《セイグリッド・ブレス》は、発動中は敵のヘイトを集めやすくなる。

『キサマヲ八ツ裂ざキニシテクレル！』

「──《ソル・レイ》！」

　動きの止まった私に大剣を振り上げるが、私は、しっかりとブラッドオーブ・デーモンを見上げて、何度も斬撃を浴びせ罅だらけの左手のオーブに収束光線を放つ。

　そして、左手のオーブが収束光線に貫つらぬかれ、崩ほう壊かいし光の粒りゆう子しとなって散り始める中、一つのインフォメーションが流れる。






──【血ち悪あく魔ま公の宝玉Ｂ】が破壊されました。それにより【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】の低下していたステータスが固定され、対応する部屋の機能は消失します。








『ミュウちゃん！　こっちのオーブが崩くずれていくよ！』

　インフォメーションの直後、ヒノちゃんからフレンド通信が入り、弱体化ギミックの様子が伝わって来る。

　オーブが攻こう撃げきを受けて罅が入ったからもしやと思ったが、弱体化によって輝かがやきを失っている間なら部位破壊できたようだ。

　そして、周囲に散っていたオーブの粒子が渦うず巻まき一つの形を作り始める。

『えっ!?　なに、これ！　吸い込まれ──』

「なに？　オーブのあった場所に渦！　それにヒノちゃん!?」

　フレンド通信越ごしに聞こえるヒノちゃんの慌あわてた声。

　そして、目の前で渦巻く粒子がヒノちゃんの姿に変わる。

「……えっと、ボク、ボス部屋に転移されたの？」

　何が起ったのか分からずに、キョトンとした表情で立っているヒノちゃん。

　だが、すぐにブラッドオーブ・デーモンの姿を確かく認にんし、大おお槌つちを構えて状況の把は握あくに努める。

　ボスの残りＨＰは四割。そして、右手に埋め込まれたオーブが砕くだけて消えており、それに対応する部屋にいたヒノちゃんが転移されてきた。

　なら、やることは一つ。

「ミュウさんは、スキルのデメリットが消えるまで後方で待機！　ヒノさん！　オーブを狙ってください！」

「やっぱりあのスキルの繰り合わせは反動が大き過ぎる。むぅ、参加したい」

　私は、ＳＰＥＥＤの低下によって重たく感じる体を引き摺ずるようにして後退し、ルカちゃんとヒノちゃんを見つめる。

「了りよう解かい。さっさと、トビちゃんたちを呼ぼう！」

　ルカちゃんの指示にヒノちゃんが一気に襲おそい掛かり、小こ柄がらな体格を利用して身を低くして膝のオーブを狙う。

　だが、そのヒノちゃんの一撃を防ぐ様に大たい剣けんの側面で防ぐが、そのまま反対側に駆け抜けて斬きり返して再び襲い掛かる。

　その動きに合わせて土魔ま法ほうの尖とがった石片でヒノちゃんを狙うも回り込んだルカちゃんによって、今度は左ひだり腕うでのオーブが破壊される。






──【血悪魔公の宝玉Ｄ】が破壊されました。それにより【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】の低下していたステータスが固定され、対応する部屋の機能は消失します。








　再び流れるインフォメーション。そして、砕けて散ったオーブの粒子が今度は、トビちゃんを転移させてくる。

「……ただいまから、参戦します」

　静かに口にすると短たん剣けんを構えて、ルカちゃんとヒノちゃんの攻こう勢せいを手助けするために遊撃に回る。

　まだ、メニューに表示されるスキルの反動のステータス低下が解除されるまでの時間を眺ながめながら、戦闘に参加できない口くち惜おしさを嚙かみ締しめる。

　そして──

「トビちゃん！　いくよ！」

「……はい！」

　正面でルカちゃんがブラッドオーブ・デーモンを引き付け、ヒノちゃんとルカちゃんが左右から同時に隙を突つく。

　ヒノちゃんが大槌で右膝のオーブを叩たたき、トビちゃんが膝裏から貫き、左膝のオーブを狙ねらう。

　二人の同時攻撃に対して、腕を振ふり、石片を放って反撃しようとするが、ヒノちゃんが身を低く屈かがめてやり過ごし、トビちゃんが首を傾かしげ最小限の動きで石片を避よけて二人の攻撃が同時に決まる。

「フレンド通信越しで状況は把握しとる！　いくで、リレイ！」

「ふふふっ、やっと私たちの出番ですか。待ちましたよ」

　コハクとリレイも転移してきて、遂ついにパーティーメンバーが全員揃そろった。

「──《リトル・トルネード》！」

「──《フレイム・サークル》！」

『ガァァァァァァァァッ──』

　転移直後に、収束する炎えん環かんと竜たつ巻まきが合わさり、火災旋せん風ぷうがブラッドオーブ・デーモンを包み込む。

　瞬しゆん間かん火力は、パーティー随ずい一いちのコハクとリレイの合体魔法に私の複数のスキルを使った奥の手以上の時間当たりのダメージを叩き出していく。

　そして、私にも順番が回って来る。

「よし、スキルの反動が解除された！」

　後衛で待機していた私も最後の局面に間に合い、駆かけ出す。

　ちょうどボスのブラッドオーブ・デーモンがコハクとリレイが生み出した火災旋風を大剣で引き裂さき姿を現す。

　そして、私たちパーティーとボスのブラッドオーブ・デーモンとの終しゆう盤ばん戦せんでは、終始私たちが翻弄し続け、最後はルカちゃんの一撃で仕留めることとなった。




　　　　●




『オォォォォォォッ──』

　低い声を上げつつ最後の一撃を受けて、後ろに倒たおれたダンジョンボスのブラッドオーブ・デーモンが倒れた後、数秒の沈ちん黙もくが流れた。

　そして──






──ダンジョンボス【血悪魔公・ブラッドオーブ・デーモン】の討とう伐ばつに成功しました。ダンジョン入り口の石せき碑ひにパーティー名もしくはプレイヤー名を記入することができます。








　そのメッセージが流れ、確認して喜びに震ふるえる。

「「んーっ！　やったぁ！」」

　今まで何度も倒されて、蘇そ生せい薬さえ使ったボスを弱体化ギミックありとは言え、倒すことができ、私とヒノちゃんが喜びに飛び跳はねる。

　そんな私たちの様子にルカちゃんやトビちゃんは、微笑ほほえましそうな表情を向け、コハクは、お子様やなぁと呟つぶやき苦笑いを浮うかべる。

　リレイは、恍こう惚こつとした表情を浮かべて、口くち許もとがだらしなく緩ゆるんでいる。

「さぁ、早さつ速そくパーティー名を石碑に刻んじゃおうか！」

　ダンジョンボス討伐の余よ韻いんに十分に浸ひたり、改めて表示されたメニューを見み詰つめ、一瞬動きが止まる。

「ミュウさん、どうかされましたか？」

「そういえば私たち……パーティー名を決めてないよね」

「「「あー」」」

　私の言葉に、ヒノちゃんとコハクが小さな声を漏もらしながらも納なつ得とくする。

　私やヒノちゃんは、βベータ版の頃ころからセイお姉ちゃんやタクさん、他ほかにも野の良らパーティーと組んでいたためにパーティー名というものにあまり馴な染じみがなかった。

　トビちゃんの場合は、元々ソロプレイヤーでパーティー名は必要ないし、色んなパーティーを転々としていたコハクとリレイもパーティー名に馴染みがなかった。

「……なら、これからも長く使えるパーティー名を今、決めませんか？」

「そうですね。今までなかったですけど、あれば便利かもしれませんね」

「せやな。ギルドに加入しとるプレイヤーにも引けを取らんパーティー名にしおうや」

　トビちゃんの提案に、ルカちゃんとコハクが同意する。

　ギルドに加入しているプレイヤーは、そのままパーティー名をギルド名と同じにすることがある。

　例えば、ギルド【ヤオヨロズ】に所属するセイお姉ちゃんは、パーティー名として【ヤオヨロズ】の名前を使ったりする。

　他にも大手ギルドなどに憧あこがれてそれに似た名前を付けるのもパーティー名の付け方だが──

「ふふふっ、では、【リレイと百ゆ合り乙おと女めたち】というパーティー名はどうでしょうか」

「却きやつ下かや！　なんであんたが主体なんや！　って、百合乙女ってなんやねん！」

「えー、パーティー名に銀か白銀の文字がないと嫌いやだなぁ」

「ミュウは、もっとツッコミを入れるところがあるやろ！」

　リレイの提案にすかさずコハクがツッコミを入れ、私もパーティー名の希望を口にしたら、ジト目で見られてしまった。

「僕は、やっぱり女の子パーティーってのが分かる感じのパーティー名が良いかな」

「……女の子？　色？　銀の戦いくさ乙おと女め、とか？」

「うーん。もう一押し！」

　私とヒノちゃんの意見を受けて、トビちゃんがポツリと一つのパーティー名の案を呟くが、まだ足りない気がする。

「ふふふっ、戦乙女とかもいいですけど、どうせなら女め神がみくらい言ってもいい気がしますよ」

「また、神とは大きく出たなぁ。けど、面おも白しろいんとちゃう？」

　改めて言われるリレイの提案に、コハクも同意する。

　そして、ルカちゃんは──

「女神で複数……ミューズなどどうでしょう？」

「ルカちゃん、説明お願い！」

「ギリシャの女神で芸能や学問など様々な分野を司つかさどる複数の女神たちの総そう称しようです。一つの言葉で複数の女性、女神を指す言葉としては、いいんじゃないでしょうか？」

「いいんじゃない！　それに、ミューズって、ミュウちゃんの名前となんか語感が似てるし、ボク、いい案だと思う」

「……それじゃあ、ミュウさんの髪かみの色と合わせて【白銀の女神ミユーズ】ですか？」

「ふふふっ、いいじゃないですか」

「ええんとちゃう？」

　トビちゃんがパーティー名を口にし、リレイとコハクが同意する。

　私も自分の名前っぽいのがパーティー名に入る嬉うれしさやら恥はずかしさに悶もだえる中、みんなの視線を受けてパーティー名を登録する。






──パーティー名の登録が確かく認にんされました。

最後に、ダンジョンボス討とう伐ばつ報ほう酬しゆうを受け取りください。








　パーティー名を記した直後、私たちの前に一つの宝箱が現れる。

　その宝箱は、鉄製の鈍にぶい輝かがやきを持つ宝箱だ。

　きっと宝玉の弱体化をしたことにより宝箱のランクが下がったのかもしれない。と思いながら、トビちゃんが宝箱を開く。

　中には、小さな小こ瓶びんに赤黒い液体が入っており、アイテム名は【悪あく魔ま公の血液】というアイテムだった。

　とりあえず、素材系のアイテムらしく今の所使い道は分からないが、それが全部で六本あり、私たちで一本ずつ受け取り、ボス部屋の奥でダンジョン脱だつ出しゆつのための転移オブジェクトのポータルが出現する。

　私たちは、そのポータルを利用し、ダンジョン入り口の石碑の前まで転移すれば、石碑に私たちのパーティー名【白銀の女神ミユーズ】が刻まれていた。

　刻まれ、出現した鉄の宝箱と同じ鈍い鉄色に色付けされた文字に触ふれれば、パーティーメンバーであるみんなの名前が新たにポップする。

　一番に未み攻こう略りやくのダンジョンボスをクリアした。その事実に胸が熱くなる一方、私たちは、まだまだやるべきことが沢たく山さんある。

「よし！　次は、弱体化ギミックの発動個数を三つにして挑いどめるように強くなろう！　私たちは、まだまだ強くなれるよ！」
















　私が石碑から振り返りルカちゃんたちに強く語り掛かけると、みんなも頷うなずく。

　私たちのＯＳＯは、まだまだ続いていく。

【白銀の女神ミユーズ】というパーティー名を決めたが、私たちが自分たちから使うことはあまりなかった。それでも、その名前が徐じよ々じよにプレイヤー間に浸しん透とうし、ＯＳＯを代表するトッププレイヤーパーティーと認にん識しきされるには、もうしばらく時間が掛かるのだった。










　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素す敵てきなイラストを用意して下さったゆきさん様、また本編の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　当作品は、ドラゴンマガジンに連れん載さいしていた外伝シリーズを文庫化したものです。




　この度、ＯＳＯのスピンオフ作品【白銀の女神ミユーズ】は、三巻で無事、完結となりました。

　まだミュウたちの成長は半ばですが、ミュウパーティーの活かつ躍やくを楽しんで頂けたら幸いです。

　この外伝小説の企き画かくが始まり、雑誌掲けい載さいが始まったのが二〇一五年の五月ですので、約二年半ほどの付き合いになりました。

　本編の主人公・ユンの妹であるミュウを中心に話を書かせて頂き、貴重な経験をさせて頂けたと思います。

　この短編シリーズが完結となり、寂さびしいような、ほっとするような気持ちが胸の中にあります。




　そんな【白銀の女神】は、改めて考えると外伝シリーズとしては少し挑ちよう戦せん的だったように思います。

　なんと言っても、主人公が妹のミュウを中心とした女性パーティーが主体となるお話が多かった。

　本編の主人公であるユンからしてもゲームキャラは、機械誤認により女性キャラを使用しているという段階で割と色物枠わくなのに、更さらに女性主人公の外伝小説。

「やった！　女の子を主人公に書ける！」と喜び勇みましたが、非常に大変だったように思います。

　本編との矛む盾じゆんや設定破は綻たんがないように確認しつつのネタ出し、イベントや敵ＭＯＢのデザインなど、普ふ段だんしない気を遣つかう点もあり、苦心した記き憶おくがあります。

　また、隔かく月げつ誌であるために気を抜ぬいている間もなく次の準備、次の準備を続けた記憶があります。

　その反面、本編ではできないような内容として、色んな種類の小動物型ＭＯＢの登場、各パーティーメンバーの掘ほり下げと絡からみ、外伝ならではのコスプレ装備を着させられた点にあると思います。

　作家本人が、キャラクターの立ち姿や性格を見比べながら、適した柄がらの生き地じやコスプレ、パーティーメンバーとの組み合わせが可愛かわいいかなどに頭を悩なやませたのは、女の子が多数登場する見み栄ばえのいいシーンを作る上でいい勉強になったのではないかと思います。

　ＯＳＯ外伝【白銀の女神】はこれにて完結ですが、また可愛い女の子たちの掛かけ合いを作りたい、という熱意は失われておりません。

　次は、本編なのか別の作品なのかは分かりませんが、皆みな様さまに私の考える可愛いをお届け続けることができればと思います。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取って頂いた読者の皆様に、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一七年　九月　アロハ座長




























アロハ座長

●あろはざちょう



生態：大量の案件が押し寄せると、パニックになり、思考がフリーズして身動きが取れなくなるポンコツ頭脳搭載。再起動後には、早く終わる案件から優先的に処理して精神的に落ち着く。時々、細かな案件を見落とすことがある。

雑談：半年から一年くらいニート生活してネタのインプットに専念したいけれど、走り続けている現在、合間合間を見てネタを蓄積させていくしかないと思います。
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